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平 川 俊 一

御 挨 拶

ひらかわ整形外科クリニック

皆様にはおかれましては健康に気を付けら

れ日々診療に忙しく努めておられる事と存じ

ます。

昨年から今年の冬にかけましては異常な寒

さの日々が長く続きました。例年ですと寒さ

の緩む日が時々はやってくるものですが、た

だ記録的に寒い日が続き寒がりの私はじっと

毎日耐えておりました。

今年の冬は特別寒かったと言いましてもや

がて桜の時期は訪れてくれまして、束の間の

春の気分を味わうことが出来ました。しかし

すぐに五月半ばにして日本至る所で気温が

３０度を超える日の報告も珍しくありません。

果たして異常気象なのか、地球という天体の

自然の営みの中の必然の変動なのか分かりま

せんが、科学者やマスコミが言う通りに二酸

化炭素の増加による地球温暖化が原因である

のならば、我々も少しでも努力して環境に優

しい生活を営むように努める必要があること

は間違いないようです。原因は異なるかも知

れませんが、1960年代に環境問題を告発した

生物学者レイチェル・カーソンの「沈黙の

春」に書かれています様な周辺生物が全て姿

を消した春の季節だけは迎えたくないもので

す。

四月には、石田翔太郎先生、岩佐一真先生、

川越悠輔先生、北堀彩泰子先生、日髙三貴先

生の５名の正会員、川越勝秀先生の賛助会員

の同門会への入会がございました。若い先生

方の入会により宮崎大学整形外科学教室の同

門会が益々活気付くことを希望致します。ど

うぞ宜しく御願い致します。

昨年の9月に第43回日本整形外科スポーツ

医学会が教室主催でシーガイアにて開催され

ました。第19回の同学会を田島名誉教授が会

長として平成5年に開催されまして、24年ぶ

りの宮崎開催でありました。参加者も益々増

加しており盛会であったと伺っております。

帖佐教授始め運営に携わられました教室員の

皆様に同門会を代表してお喜びを申しあげ、

その御苦労をねぎらいたいと思います。

その他今春にかけましては帖佐悦男教授の

還暦祝い、谷口昇先生の教授就任祝いがござ

いました。多くの先生に祝辞を頂き誠にあり

がとうございました。いずれの会に置きまし

ても盛大に御祝いをすることが出来まして同

門会の会員の皆様、御出席くださいました皆

様にこの紙面を借りまして厚く御礼を申し上

げます。

今年の四月には、医療と介護保険の同時の

改定が行われました。その影響を評価するに

は今しばらくの時間が必要と思います。整形



ます。若い先生方の勉強の機会を増やすため

に作った制度でありますので、是非この制度

を活用していただきまして新しい知識、知見

を習得して頂き、是非次々と後輩に伝えて頂

きます様にお願い致します。

五月の日整会の代議員総会の二番目の議題

として挙がっておりましたが、ロコモの啓発

活動をもっと強力に推し進める様に御願い致

します。ロコモの認知度を国民全体の80％ま

で引き上げるように厚労省から指示されてお

ります。80％までの認知度に達しませんとメ

タボほどの成果を上げたとは評価されず、整

形外科としては「運動器の10年」の活動が失

敗したことになり、整形外科の必要性が社会

から認知されていないという評価になってし

まいます。是非ともロコモ事業も軌道に乗せ

将来の整形外科医の仕事の領域を拡げていく

ようにお願い致します。

最後になりますが皆様方のますますの御健

勝をお祈りしまして巻頭の挨拶とさせて頂き

ます。

外科に関しましては、二年前から始まりまし

た学童期の運動器検診に関連しまして、検診

等で見つかった疾患に対して、長期に経過観

察が必要という意味合いから、小児運動器疾

患指導管理料の新設がございました。整形外

科医に特化した管理料の算定は初めての設定

かと考えます。対象年齢が6才未満である事

から不十分と思われますが、土壇場で12才未

満を対象とするから６才未満を対象とすると

ひっくり返ったようです。いずれにしてもま

ず新設する事が最優先という事で決したよう

です。この管理料を基に今後範囲拡大を交渉

していくことになると思います。

柔整の不正請求の温床となっています受領

委任払いを針灸マッサージに拡大しようと厚

労省は決定しております。専門検討委員会で

は反対が多かったそうですが、この件に関し

ましては保険者側からも強い反対が出ていま

す。施術による健康被害の報告も集積されて

きています。同意書の発行を安易になされな

いように気を付けられて下さい。

新しい留学支援制度の運用を開始しており



帖 佐 悦 男宮崎大学医学部整形外科学教室

新入教室員歓迎

2017年の世界の話題は、トランプ大統領の
就任に始まり、北朝鮮が核実験・弾道ミサイ
ル発射や英政府のEU離脱を正式通知など驚
くようなことばかりでした。一方日本では、
14歳棋士藤井四段が29連勝の新記録や桐生選
手の日本人初の9秒台（100ｍ）など明るい話
題や天皇退位特例法の成立とこれまで経験し
たことのない話題もありました。

私たち宮崎大学医学部整形外科学教室同門
会においても、前同門会長河野雅行先生が宮
崎県の医師会長に再任されより一層様々な分
野でご活躍され、また昨年就任されました平
川俊一同門会長が教室との連携をふまえ同門
会の継承・発展にご尽力頂いております。両
先生にはこの場を借りて心より感謝申し上げ
ます。

また、新入教室員を迎えるこの時期は、何
度あっても大変嬉しいものです。2018年は春
の到来が早く、新入医局員歓迎の花見もでき
ませんでしたが、石田翔太郎先生、岩佐一真
先生、川越悠輔先生、北堀彩泰子先生、日髙
三貴先生の5名の新入教室員を迎えることが
できたのは花見以上に大変喜ばしいことでし
た。レジデントの5名の先生方にはこれから
夢と目標、情熱をもって診療・研究・教育に
あたって頂きたいと思っています。臨床に関
してはまず専門医をとり、その後少しずつス
ペシャリティを考えるということになろうか
と思います。もちろん研究に専念したい場合
は大学院へ進むことも貴重な体験になります。

夜間大学院もありますので活用してください。
持論ではありますが、運動器を扱う地方の整
形外科医は、自分の専門を二つ以上持つこと
が望ましいと考えます。

大学では、池ノ上克学長と鮫島浩病院長が
再任され、大学病院も病院機能評価一般病院
2〈3rdG:Ver.1.1〉に認定されました。しかし、
病院経営を含めた大学経営は本学のみならず
運営費交付金の削減など大変困難な時代で
す。　　

国立大学法人は重点支援枠（3類型）に分
類され、本学は「地域貢献」型になりますの
で、より一層「世界を視野に 地域から始め
よう」のもと、整形外科としては、時代の流
れに翻弄されることなくこれまで通り地域に
根差した教育・臨床・研究を進めていきたい
と思います。教育に関しましては、整形外科
は旧制度と並行して新専門医制度を開始しま
したが、これまでと同様に人間味のある医師
を養成する卒前教育と卒後教育で、整形外科
専門医のsubspecialty医師を育成します。あ
わせまして、リハビリテーション科の専門医
も育成してまいりたいと思っています。要支
援・介護になる原因として運動器の障害が最
も多くの割合を占めていますので、リハビリ
テーション医学・医療は整形外科にとっても
治療の中心であり、地域医療分野において今
後益々重要な位置を占めることは間違いあり
ません。田野病院には介護施設もありますの
で、将来を見据え卒前・卒後教育で介護医療



提供することのできる医師を育成していくこ
とが出来れば、私たち宮崎大学医学部整形外
科の将来は明るいと確信しております。教室
員のみならず同門の先生方におかれましても、
このように教育制度や施設など受け入れ体制
は充実していますので今後も多くの教室員が
増えますようご協力よろしくお願い致します。

また、教室も少しずつ歴史を重ねておりま
すが、私たち教室同門の先生方も年齢をとっ
てきておりますので、くれぐれも健康には十
分ご留意ください。

学校健診に運動器検診が追加し開始されま
したが、お蔭さまで宮崎県では大きなトラブ
ルもなく終了することができました。学校医
から受診を勧められた児童・生徒に対する対
応をよろしくお願いします。

超高齢社会、東京オリンピック・パラリン
ピックに向けて、より一層「スポーツメディ
カルランド宮崎」、「ロコモザワールド宮
崎」構想を進めていきたいと思っております。
宮崎県、宮崎市や宮崎大学の重点事業にも指
定されていますので、ご協力の程よろしくお
願い致します。

研究会に関し本年度は、12月8日に「九
州・山口スポーツ医・科学研究会」を福岡市
にて主催しますので、お時間のある先生方は
聴講して頂ければと思います。

最後になりましたが、新たな顔ぶれも加わ
り、教室員一丸となって質の高い臨床・研究
を実施し、地域社会に開かれた特色ある臨床
外科系講座として貢献してまいる所存です。
教室・同門の先生方におかれましてはこれま
で以上のご指導・ご鞭撻を賜りますよう、何
卒よろしくお願い申し上げます。

教室・同門の先生方の今後ますますのご活
躍と同門・教室の発展を祈念して筆を置くこ
とといたします。

を学べる仕組みを整えることが出来ればと思
います。県・医師会とのロコモ対策も順調に
すすみ、平成30年も宮崎県のロコモ認知度は
日本一となっています。これもひとえに同門
の先生方が医師会や行政などと連携し、地域
の方々へ啓発活動を実施して頂いているお蔭
と感謝いたします。

研究に関しては、昨年もグラントをはじめ
多くの受賞があり、診療の傍ら日々研究に取
り組み成果を見せてくれる先生方は大変心強
い限りです。また、スリランカと中国の留学
生も研究に励んでいます。臨床に関しまして
も教室員一丸となって診療にあたり、手術件
数も例年通り1300件を超えております。若い
先生方には多くの症例を経験することで、是
非多くのことを学んでほしいと思います。新
しく開始された専門医制度では様々な領域の
疾患を経験する必要があります。多くの認定
施設が単独では研修できなくなる可能性があ
りますが、保存療法はもちろん手術症例だけ
でも十分経験な経験を積むことができるのが
宮崎大学病院整形外科の特徴の一つです。同
門の先生方には入院待ちなどで引き続きご迷
惑をお掛け致しますが、今後医師会との前方
連携・後方連携が進むと思いますので、ご協
力・ご支援をお願い致します。またこの場を
お借りして、日頃多くの患者さんをご紹介頂
いておりますことを心から感謝申し上げます。

現在の課題として、新臨床研修制度に伴い
研修医が中央へ集中することにより、関連病
院への医師の派遣が困難となり、地方は深刻
な医師不足にあえいでいます。また、開業や
故郷に戻られる先生方もおられ私たち教室員
も苦境に立たされていますが、幸い教室・同
門の先生方のご理解・ご支援によりなんとか
乗り切ることができています。お詫び申し上
げるとともにより一層のご協力をお願い致し
ます。地域・社会貢献を使命として保存療法
から手術療法まで地域に必要とされる医療を
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鹿児島大学大学院整形外科 谷 口 　 昇

教授就任にあたって
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今年３月末に宮崎大学を退職し、４月１日

付で鹿児島大学大学院医歯学総合研究科先進

治療科学専攻運動機能修復学講座整形外科学

教授に就任致しましたので、紙面を借りてご

挨拶を申し上げます。

私が宮崎大学に赴任致しましたのは2013年

７月でしたので、実に５年近く宮崎で過ごし

たことになります。在籍時は、多くの皆様に

支えられながら、非常に充実した日々を過ご

すことができ、大変感謝しております。臨床

においては、前任地北海道でフェローとして

学んだ肩関節手術を実践する場となり、最初

は苦労しましたが、スポーツ上肢グループを

はじめとする医局員の皆様にご協力を頂きな

がら症例を積み上げ、スキルを磨くことがで

きました。また、宮崎大学は手術症例が非常

に豊富であったため、上肢以外の症例もカン

ファレンスや実際の手術を見て学ぶことが多

く、また大学でありながら多発外傷の症例も

経験できたのは、自分の臨床力を向上させる

上で、非常に役立ったと思っています。

研究面においては、米国留学時も含めて自

分がこれまで行ってきた基礎研究を、大学院

教育に還元できたのは大きな喜びでした。基

礎研究室のスタッフの皆さんも大変協力的で、

初めて行う動物実験の外科手術などをスムー

ズに立上げることができたのも、彼女らに負

うところが大きかったように思います。教育

でも、２０１５年より教育医長を拝命し、卒

前・卒後教育に積極的に携わることができま

した。教授職は、ある意味万年教育医長とも

言えますので、今後これらの経験を鹿児島大

学で充分に活かせていけると考えています。

また、医局事務の方々にも、講義や学会出張、

研究費などに関する様々な面で手厚いサポー

トを頂きました。野球大会にもお誘い頂き、

かつては九山や西医体で熱戦を繰り広げた仲

間と、今度は同じチームで九州整形外科野球

大会など共に戦えたのも、良き思い出となり

ました。

久しぶりの鹿児島大学は、病院が改修中で、

新棟２棟に引き続き、これからメインの病棟

の建て替えに入るようです。宮崎大学で病院

の改修工事と医局の引っ越しを経験した私に

とっては、またかという思いもありますが、

こればかりはどうしようもありません。かつ

て白球を追ったグランドも半分駐車場にな

り、中庭にも建物が立ち大学の風景も大分変

わりましたので、母校に戻ってきたというよ

り、新しい大学に来た感じさえします。鹿児

島を離れた１５年の月日の長さを感じずには

いられませんが、それでも時折古参の看護師
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じています。そういった意味では、帖佐悦男

先生にも、様々なことを教えて頂きました。

この場を借りて厚く御礼を申し上げます。 

薩摩、大隅、日向は元々歴史的にも非常に

結びつきの強い土地柄で、都城、小林など、

県境の町には両県の文化や影響が深く入り混

じっています。今後は、是非鹿児島大学と宮

崎大学間の交流をより活発化させ、互いに連

携して南九州全体の整形外科医療を充実、発

展させていきたいと考えておりますので、ど

うぞ宜しくお願い致します。

最後に、宮崎大学整形外科の益々のご発展

を心より祈念申し上げます。

さんや同級生に声をかけられると、やはり母

校に戻って来たとほっとする瞬間もあります。

野球部の後輩と初めて一緒に手術をするのも、

医学部保健学科の教授になった同級生と大学

事情について話をするのも、感慨深いものが

あります。

振り返ってみると、この鹿児島を離れてか

らの武者修行ともいうべき長い旅に、多くの

素晴らしい出会いがあり、そして尊敬できる

師匠に恵まれました。厳しい指導も頂きまし

たが、その根幹には愛情があり、今後私が教

室の医局員、研修医、学生を指導するにあ

たって、大きな教訓を与えてくれたものと感



帖 佐 悦 男宮崎大学医学部整形外科学教室

谷口　昇 先生の鹿児島大学教授
就任を祝って
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宮崎大学医学部感覚運動医学講座整形外科

学分野　准教授の谷口昇先生が、平成30年4

月1日付で鹿児島大学大学院医歯学総合研究

科先進治療科学専攻運動機能修復学講座整形

外科学教授に就任されましたので、ご報告な

らびにお祝いの寄稿を致します。

谷口昇先生は、平成７年に鹿児島大学医学

部を卒業後、麻酔蘇生科に入局し全身管理を

学び、平成11年に鹿児島大学の整形外科に入

局されました。臨床開始後関節リウマチの研

究をしたいとのことで、平成12年から社会人

大学院に入学し、臨床検査医学講座で関節リ

ウマチに関する基礎研究を行われました。研

究が順調にすすみ、米国のサンディエゴにあ

るスクリプス研究所に留学し、変形性関節症

の病態解明を中心とした軟骨の研究をされ、

数多くの業績をあげられました。

もともと臨床の専門家になり多くの患者さ

んを助けたいという気持ちから、平成23年に

帰国し、北海道帯広市の民間病院で外傷を中

心とした手術トレーニングを行いながら、肩

関節について専門的に学ばれました。平成25

年からは、ご存知のように宮崎大学医学部整

形外科教室に入局し宮崎大学救命救急セン

ターに所属、主に上肢の外傷を担当しながら、

肩の手術も執刀を重ねていき紹介患者も徐々

に増えていきました。整形外科講師に次いで

准教授に就任して、大学院生の基礎研究の指

導を行いながら、教育医長としての役割も担

い、研究・臨床・教育に励んでもらいました。

谷口昇先生は、これまで関節リウマチ、変

形性関節症や肩の外科を中心とした研究や臨

床において多くの素晴らしい業績をあげられ

ており、今後、ますます発展されることと存

じます。歴史のある鹿児島大学の教授になり、

その予防、啓発や診療・教育・研究に関しま

して先端的使命を担っており、先生は先頭に

立ち私たちにご指導頂けると確信致しており

ます。

このような先生ですので、これからますま

す学会での役職や多くの委員会などの業務を

依頼されると思います。どうぞお身体にはご

留意ください。

最後になりましたが、今後ますますのご活

躍を祈念致しております。改めまして、教授

へのご昇任心からお祝い申し上げます。



黒 木 浩 史国立病院機構宮崎東病院　整形外科

谷口昇先生　教授就任にあたって
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谷口昇先生の鹿児島大学医学部整形外科教
授ご就任にあたりお祝い申し上げます。

谷口先生が宮崎大学医学部整形外科にご入
局されましたのは平成25年7月でありました。
私が大学医局を離れたのが平成25年12月でし
たので6か月間、同時期に大学で勤務させて
頂いたことになります。期間も短く谷口先生
が肩関節外科、私が脊椎脊髄外科を専門にし
ていたこともあり、直に接する機会は多くは
ありませんでしたが、その後も野球大会や大
学病院への出張手術の際にお会いするタイミ
ングが少なからずありましたので、実際より
も長く一緒に仕事をしていた感覚があります。

谷口先生が大学に来られた時の私の第一印
象は、本物の実力を持った先生だなというも
のでした。詳しい先生の経歴は存じておりま
せんでしたが、鹿児島大学を出られてから長
期間、アメリカでスタッフとして研究に励ま
れ、その後数年間、肩関節外科の第一人者で
いらっしゃいます北海道の北新病院の末永直
樹先生に師事されておられただけあって、研
究、臨床両方の実力を兼ね備えられているこ
とが随所にみてとれました。赴任後しばらく
して医局の英文抄読会を担当されるように
なってからは若手医師に論文の読み方から英
単語の発音まで細かく指導して下さいました
し、手術におきましても難症例への人工肩関
節置換術などもそつなくこなされていました。

また人間的にも大変素晴らしい先生で、多
くの実績がありながらもご入局後、皆と気取
ることなく交流しておられる様子を時々拝見
致しておりました。私に対しましても転勤後、
大学に出張手術に伺った際、私に気づくや否
や「お疲れ様です！」と手を洗いながら気さ
くに声を掛けて下さいました。何より宮崎大
学整形外科野球部でも持ち前の明るい人柄で
チームを盛り上げ、守備に打撃に活躍され、
すぐにチームになくてはならない選手になり
ました。

この度の谷口先生の宮崎大学から鹿児島大
学へのご栄転は大変喜ばしくめでたいことで
はありますが、先生のような優れた人材が宮
崎からいなくなってしまうことはわれわれの
教室にとっては大きな損失でもあります。し
かし先生は宮崎での5年間にわれわれのため
に多くの種をまいて下さいました。われわれ
の努力でそれらを芽にして育てていけばその
損失を補えるかも知れません。鹿児島に行っ
てしまわれましたが、鹿児島大学は宮崎大学
から一番近い大学ですのでいろいろな形での
交流も可能と思います。これからもともに発
展していけますようご指導を賜ればとてもあ
りがたいと存じます。

最後になりましたが、谷口先生のこれから
のご健勝と鹿児島大学医学部整形外科教室の
ますますのご繁栄を心より祈念致しておりま
す。



山 口 奈 美宮崎大学医学部整形外科学教室

谷口昇先生　教授就任にあたって
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谷口昇先生、この度は教授ご就任おめでと

うございます。先生が我々の医局にご入局さ

れてから早いもので5年が経ちました。初め

て先生にお会いしたのは歓迎会の時で、物静

かな方だなというのが第一印象でした(その

後先生の数々の武勇伝は耳に入ってきました

が．．．)。

肩をご専門にされているということで、

我々のグループの一員となられ日常の診療、

手術、学会、飲み会などいろいろな場面でご

一緒させていただきました。特に先生にお世

話になりましたのは、学位論文作成にあたっ

て数々のご相談をさせていただいた時でした。

なかなかacceptされない中で学位取得の期限

も迫ってきている時にやっとreviseの通知が

届き、最終的にacceptされた時は我がことの

ように喜んでいただきました。その節は本当

にお世話になりました。先生がいらっしゃら

なければ間に合ってなかったのではないかと

思います。

先生が宮崎にいらっしゃるまでに経験され

てきた事や研究など、我々にとってはとても

新鮮で、興味深いお話をたくさん聞かせてい

ただきました。また、お忙しい中夜遅くまで

残って英語論文を作成されている姿が印象的

で、見習いたいと思いながらもいまだに実践

できていません．．．

Hometownである鹿児島に戻られますが、

必要な時はいつでも呼んでいただき、また今

後もご相談に乗っていただけたらと思います。

新しい場所で新しいことに挑戦し、新しいも

のを作り上げていくという作業は今まで色々

な場所でされてきていますので、先生が新し

い鹿児島大学整形外科を作り上げていかれる

のを陰ながら応援させていただきます。先生

の今後益々のご活躍とご健勝をお祈り申し上

げます。



大 田 智 美宮崎大学医学部整形外科学教室

谷口昇先生の教授ご就任にあたって
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谷口昇先生、鹿児島大学大学院医歯学総合

研究科先進治療科学専攻運動機能修復学講座

整形外科学教授のご就任、心よりお慶び申し

上げます。

鹿児島大学整形外科のホームページを拝見

しまして、（講座名の長さにも驚きました

が）谷口先生の教授挨拶と写真を見て、先生

が本当に教授になられたことを実感しました。

身近で一緒にお仕事をさせていただいた先生

が教授になられて、本当に嬉しい気持ちで

いっぱいです。

谷口先生との出会いは、スポーツ上肢グ

ループの飲み会だったと思います。論文やア

メリカ留学、北海道の国内留学など、谷口先

生の華々しいご経歴は医局の先生方から聞い

ていたので、さぞかしお堅いこわーい先生な

のだろうとドキドキしていました。ところが

お話してみるととても気さくで優しく、楽し

い先生で、いい意味で驚いたのをよく覚えて

います。

また、私の知るスポーツ上肢グループは、

私が研修医の頃から、専門分野こそ違えど手

術では協力しあい、飲み会では盛り上がる

という家族のような楽しいグループですの

で、そんなグループに外部から来られた谷口

先生がなじめるかどうかも、後輩ながらひそ

かに心配していました。それも取り越し苦労

で、飲み会の次の日はグループの先生方とよ

り仲良くなっておられ、さぞかし夜の西橘カ

ンファレンスも盛り上がったんだろうと楽し

くお話を聞かせていただいていました。

その後、臨床や研究室で一緒にお仕事させ

ていただきました。谷口先生は何度も勉強に

行かれては新しい術式に挑戦されていました

し、研究もこうしたらどうかな、ああしたら

いいのではと、次々に仮説を立てて積極的に

取り組まれていました。保守的になりがちな

宮崎人として、その姿勢は大変刺激になりま

した。またそのような前向きな姿勢が谷口先

生の教授への道を切り開いたのではないかと

思います。

先生のご専門は肩関節外科ですが、手外科

グループは人手が足りないので、手外科に関

する外来、手術の執刀や助手など、たくさん

助けていただきました。学年では私よりかな

り上になる谷口先生ですが、嫌な顔一つせず、

手外科のお手伝いをしてくださるので、谷口

先生をついつい頼りすぎていたのではないか

と反省しています。矢野先生と谷口先生と3

人で入った手術はすごく楽しかったですし、

宮大の術式とは違う方法で行う手術も大変勉

強させていただきました。短い間でしたが、
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本当にありがとうございました。この場をお

借りして御礼申し上げます。谷口先生ともう

お仕事できなくなり、あの楽しい毒舌が聞け

なくなると思うと寂しいですが、またどこか

の学会でお会いできるのを楽しみにしていま

す。

当教室の帖佐教授もご多忙にもかかわらず、

色々な相談に乗ってくださり、細かい心遣い

をしてくださる教授ですので、いつも尊敬と

ともに感謝しています。谷口先生も帖佐教授

同様とてもお話ししやすいので、医局員の声

に耳を傾け、相談に乗ってもらえたら、きっ

と鹿児島大学整形外科医局員のみなさんも心

強いだろうと思います。　　

今後さらにご多忙を極める日々を過ごされ

ると思いますが、どうぞお身体に気を付けて

ください。宮崎から谷口先生のご活躍をお祈

り申し上げます。



花 堂 祥 治橘病院

谷口先生寄稿文
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谷口先生、鹿児島大学整形外科教室主任教

授ご就任おめでとうございます。

先生が宮崎大学整形外科にご着任後、H27

年4月より当院火曜日の午後外来にお手伝い

に来て下さるようになりました。そのおかげ

で肩関節疾患の患者さんの診断に苦慮してい

た我々スタッフは大いに助かることとなりま

した。また、先生の親しみやすい人柄もあり、

みるみる患者さんが増加しました。エコーガ

イド下の肩関節関連の注射のテクニックも当

院スタッフは経験が乏しかったため、挙がら

なかった肩が注射後直ちに挙上できるように

なった患者さんがたくさんいたことには大変

驚かされました。

当院では川越秀一先生は鹿大卒業ですし、

彼の尊父と当院理事長の矢野先生は鹿児島大

学整形外科教室の同門会員です。当院で勤務

していただいた先生の鹿大就任は喜ばしい限

りです。地理的にも都城は県境のため鹿児島

県からの患者さんも多数来られます。都城地

区の開業医の先生方の中にも鹿大出身はたく

さんいらっしゃいますし、都城市郡医師会と

しても研究会や講演会を今後ますますご依頼

することが予想され、今から楽しみにしてい

るところです。

これからの鹿児島大学と関連病院でのご活

躍はもちろんのこと、我々宮崎大学同門一同

ともぜひ懇意にしていだき、今後ともご指導

いただきたいと存じます。



川 野 啓 介宮崎大学医学部整形外科学教室

谷口昇先生　教授就任にあたって
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谷口先生、鹿児島大学整形外科教授ご就任

おめでとうございます。

先生と初めてお会いしたのは、自分が大学

に戻った2013年？頃と記憶しております。当

時は救急部助教として特に外傷の治療の際に

先生には度々お世話になりました。仕事では

グループも別だったこともあって交流は少な

かったですが、2016年夏に偶然ご一緒になっ

てお酒を飲んだのが一番の思い出です。丸万

の地鶏を肴に先生の仕事や留学、人生観につ

いて話を聞けたのは非常に良い経験でした。

「30代の頃は何も考えずに仕事をした方がよ

い」と言われていたことがとても印象に残っ

ております。自分も30代の半分が過ぎ、今後

も精進していきたいと思います。

谷口先生　おめでとうございます！



李 　 徳 哲宮崎大学医学部整形外科学教室

谷口昇先生　教授就任にあたって
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谷口　昇先生、鹿児島大学整形外科教授就
任まことにおめでとうございます！

谷口先生は私が宮崎市郡医師会病院勤務中
に宮崎大学に赴任なさり、肩の先生、impact 
factorが100を越えているという噂のみ耳に
しておりました。嵐の二宮君主演ドラマ-ブ
ラックペアンを観ていると、東城大学と帝華
大学の両教授のimpact factorが70前後なこと
から、その凄さうかがい知れます。

谷口先生との初コンタクトは2014年リオデ
ジャネイロで開催されたSICOTでした。マ
ラカナンスタジアムでのサッカー観戦、本場
のシュラスコ、コパカバーナビーチでの美女
watchingを楽しみました。毎年リオで学会
があればいいのに。昨年の同門会誌にも書き
ましたが、帰りの宮崎空港の手荷物待ち時間
に「帖佐教授から聞いたんだけど、李は大学
院に入るんだって？」と寝耳に水のことを言
われ、医局の机には入学願書が置かれていま
した。その後、忘れもしない大学研究棟の
真っ暗な21時ころの踊り場で、帖佐教授、谷
口先生に囲まれ、「李は肩の研究をやりなさ
い。」と告げられました。脊椎外科の修行を
開始したばかりの私は正直とまどいましたが、
何事もまずはチャレンジしてから考えようと
始めた研究が、腱板にとどまらず、骨格筋の
変性の起源や間葉系細胞の分化に迫る研究と
なり、海外journalにも投稿できました。今
後も傍脊柱筋の異所性脂肪とサルコペニアと

いう脊椎分野での臨床、基礎研究につなげて
いくこととなり、思い切って大学院に入って
世界が広がりました。

この研究期間中、日整会、日整会基礎、
ORSなどで発表をでき、サンディエゴでの
WBC観戦ができたことも、谷口先生に勧め
られ基礎研究を始めたからだと思います。左
ハンドルをかっ飛ばしてアメリカの西海岸を
LAまで爆走していた先生は輝いていました。

実際研究においてまず最初にしたことは、
谷口先生と一緒に熊本大学までラットモデル
の作製を習いにいきました。毎週火曜に息が
つまるような動物実験室でラットの腱板を
切ったり、棘上筋のみをきれいに取り出した
りと一緒に汗をかいて下さりました。また、
先生が勤務していた米国Scrips研究所（ノー
ベル賞受賞者輩出歴あり！）から直接細胞や
試薬、情報を取り寄せて下さり、実験が飛躍
的に進み、世界とつながっているなぁと思わ
されました。最も学んだことは、研究は何よ
り行動力が大事で、何度もtry and errorを繰
り返す根性がないとダメだということです。

谷口先生は毎晩一番遅くまで病院に残り、
何本も論文を書いていました。教授がこんな
にパワフルでストイックだと、鹿児島大学の
医局員も引っ張られて実績を挙げていくと思
われます。我々宮崎大学のメンバーも負けて
られません。谷口先生、その子弟たちと学会
の場で議論を戦わせられる日を楽しみにして
います。



戸 田 　 雅県立延岡病院　整形外科

谷口昇先生　教授就任にあたって
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この度平成３０年4月１日をもって谷口昇

先生が鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 

先進治療科学専攻運動機能修復学講座整形外

科学の教授に就任されました。当原稿のお題

を頂きましたので、（私なんかで良いのかな

と思いながらも）筆を取らせて頂きます。

私の谷口先生との出会いは平成27年4月で

すが、実際よくお話しするようになったのは

私がスポーツ上肢班で勉強させて頂くように

なってからでした、内気ですみません。ス

ポーツ上肢班に私と同時期に長澤先生が異動

となったこともあり、谷口先生の手術に多く

助手として参加させて頂いたのを覚えており

ます。肩の関節内観察をさせていただきとて

も勉強になりました。また非常に気さくで、

かつ私に海外留学の勧めを多くして下さいま

した。まず同じ日本人とのコミュニケーショ

ンも怪しいのではないかと思っている私です

が、経験談なども多く話してもらい、海外留

学への楽しそうな印象を抱いているのは谷口

先生の影響が大きいと思っております。仕事

終わりに一緒にご飯にも行って、地鶏のお店

を気に入って何回か行きました。まだあのお

店残っているでしょうか。スポーツ上肢班で

の勉強期間が終わっても、お会いするたびに

「元気している！？またあの焼き鳥屋行こう

や！」と声をかけていただきほんとうにあり

がたく思っております。

そして今回鹿児島大学整形外科学の教授選

に出馬され、見事教授就任されたことに、本

当におめでたい気持ちしか出てきませんでし

た。去る３月21日に谷口先生の壮行会が盛大

に行われました。自分も参加し、直接お祝い

の言葉をお伝えできました。

臨床も研究も積極的にされている谷口先生

ですので、同教室を桜島のようにより大きく、

時に世界へ届ける発信をする教室にしていく

のだと思っております。

最後になりましたが谷口先生、鹿児島大学

整形外科学教授就任本当におめでとうござい

ます！



宮崎大学医学部整形外科学教室

谷口昇先生　教授就任にあたって

永 井 琢 哉

北 島 潤 弥串間市民病院

谷口昇先生　教授就任にあたって
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谷口昇先生、教授ご就任誠におめでとうご

ざいます。

谷口先生とは診療グループが異なる事もあ

り、あまり多くお話しする機会はありません

でしたが、先生のこれまでの研究生活のお話

などを伺うことができ、私自身大学院生とし

て研究に身を置いていることもあり、研究者

としてのmindを教えていただいたと思いま

す。また、臨床の現場で感じた疑問や問題点

を解明し、患者様に還元するという医者とし

ての原点とも言えるようなお仕事をされてい

ることにも大変感銘を受けました。今までも

鹿児島大学の先生方には大変お世話になって

いましたが、谷口先生が鹿児島大学に赴任さ

れて、これまで以上に交流を深めていければ

と感じています。今後ともよろしくお願い致

します。

この度は教授ご就任、誠におめでとうござ

います。

谷口教授とは半年間、宮崎大学整形外科、

スポーツ上肢グループでご一緒に働かせて頂

きました。手術や臨床の現場でもご教授頂き、

非常に勉強になりました。患者さんの背景も

しっかり考えられ、北島だったら手術する

か？など話したのも印象に残っています。グ

ループが変わってからも声をかけて下さり、

自分が発表の準備で困っていると、わざわざ

論文を見つけて、教えて下さったりもしまし

た。優しく、気さくで教育熱心な先生でした。

今後も鹿児島大学を中心としてご活躍なさ

り、また、ご一緒できる機会があればご教授

頂きたいと思っております。



川 越 秀 一橘病院

谷口　昇　先生

− 13 −

この度は、鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科先進治療科学専攻運動機能修復学講座整

形外科学教授へのご就任、心よりお祝い申し

上げます。

谷口先生には、特に私が入局２年目に上肢

グループにいたときにお世話になりました。

主に腱板修復術や人工関節置換術に助手とし

て入らせていただき、和気藹々とした雰囲気

ながらも懇切丁寧にご指導いただきました。

それまで少し抵抗のあった肩の解剖や病態に

ついて興味をもって学ばせていただけたこと

は非常に貴重な経験となりました。野球部と

しても後輩であり、淡々としながらもチャン

スを逃さず結果を出される姿をみて、私もそ

うありたいと常日頃思いながら、時々ではあ

りますがバッティングセンターに通っており

ます。また、プライベートな飲み会などにも

時々誘っていただき、そこで海外に滞在され

ていた頃や下積み時代の貴重なお話を交えア

ドバイスをいただきました。

谷口先生から学ばせていただいたこれら全

てのことが、今後医師の在り方や進路に迷っ

た際の羅針盤となります。誠に感謝しており

ます。ありがとうございました。

鹿児島大学は私の出身大学でもあります。

もし、何かの折にご一緒させていただく機会

があれば、その際には微力ながらお力添えで

きればと思います。

今後益々お忙しくなられるかと思いますが、

くれぐれもご健康にはご留意され、先生の更

なるご躍進とご健康を心よりお祈り申し上げ

ます。



吉 留 　 綾宮崎市郡医師会病院整形外科

谷口昇先生　教授就任にあたって
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この度の教授ご就任、心よりお祝い申し上

げます。

そして、このようなお祝いの言葉を述べさせ

ていただく機会をくださり有難うございます。

私が整形外科に入局して最初にローテート

したのが上肢スポーツグループでした。その

頃は今以上に右も左もわからない状態で一つ

一つ勉強しながらの毎日でしたが、谷口先生

の手術の助手をさせていただく機会も多く、

いつも基礎的なことから丁寧にご指導してく

ださいました。精力的に研究や学会発表をさ

れている先生ですが、医局やグループの飲み

会ではとてもフレンドリーに色々な話をして

くださるので身近な存在にも感じられました。

個人的には私も鹿児島県出身ですので、谷

口先生が教授に就任され鹿児島の地域医療を

盛り上げていってくださることをとても嬉し

く思っています。しかし、負けていられな

い！というライバル心もありますので、私自

身は宮崎でこつこつ精進したいと思います。

今後益々お忙しくなられるかと思いますが、

くれぐれも健康にはご留意ください。

谷口先生のさらなるご活躍をお祈り申し上

げます。



福 島 克 彦福島外科胃腸科医院

第12回宮崎整形外科医学奨励賞
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初めに、このような名誉ある賞をいただき、

同門会長・教授をはじめ、今まで指導してい

ただいた先生方に感謝します。

従来、大腿骨頚部骨折に対し、前側方ア

プローチであるDall変法で人工骨頭挿入術を

行っていました。術後ADL成績は良好でし

たが、術中・術後のインプラント周囲骨折が

散見されました。合併症がさらに少ないア

プローチに変更しようと模索していた時に、

橘病院柏木先生が誘われていたSuperPath 

approach cadaver training（フェニックス、

アメリカ）を譲って頂き、平成28年7月に受

講しました。

Cadaver training
SupperPath開発者のDr. Jimmy Chow（St. Luke’s Medical Center）

SuperPath approachは中臀筋と外旋筋群

間から行う筋間アプローチで、術中に必要が

あれば標準的な後方アプローチに変更するこ

とが可能です。平成28年8月より導入し、現

在まで、68症例の人工骨頭置換術を行いまし

た。術後8日のステム周囲骨折1例を認めまし

たが、感染・脱臼などは認めていません。術

後の姿位制限・荷重制限が必要なく、早期

ADLの回復が期待でき、高齢者にとって適

したアプローチです。THAを中心に全国で

手技が広がっています。人工骨頭置換術にお

いても理想のアプローチですので宮崎でも普

及できればと思っております。ご依頼があれ

ば手術・助手をしに出向き、お手伝いができ

たらと思います。

最後に、若い先生に対し、先輩方が築き上

げたチャンスを利用し学び、その技術を後輩

に伝承することを期待します。



黒 木 修 司宮崎大学医学部整形外科学教室

第12回宮崎整形外科医学奨励賞を受賞して
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このたび栄えある「宮崎整形外科医学奨励

賞」を受賞させていただくことになり誠にあ

りがとうございました。今回の受賞は私の大

学院での研究課題でした「骨軟骨疾患に関与

する新規遺伝子群の探索」について、雑誌

「Scientific Reports」へ発表し学位取得でき

たことをご評価いただいたものです。

私が大学院で研究を始めようと思ったのは、

整形外科専門医を取得し国立宮崎病院から大

学病院への異動のお話をいただいた時でした。

同期の舩元太郎先生が大学院で研究をしてい

る話を聞いていましたので、舩元先生が当直

中の病院に差入れを持って行き、研究がどん

なものか？大学院生活はどんなものか？いろ

いろ話を聞かせていただき勇気をもらったの

を覚えています。平成21年4月に大学に戻っ

て大学院に入学しましたが、最初の2年間は

臨床が中心の毎日で、月に1～2度だけ時間を

いただき研究室を覗いておりましたが、もち

ろんその程度では研究らしい活動ができる知

識も技術もなく、飼育しているマウスのケー

ジ交換や動物センターの掃除、舩元先生が

当時研究されていたOASISという遺伝子を

ノックアウトしたマウスの解剖のお手伝いな

どを行っていました。当時の研究室は机やソ

ファーなどの備品がなくて、動作解析の研究

を行っていた河原勝博先生と舩元先生と私で、

年度末の大学の廃棄処分場からまだ使えそう

だった備品を調達してきて研究室を充実しま

した。その後、研究を中心に活動させていた

だけるようにご配慮いただき、関本朝久先生

が大学院で研究をされた研究室である熊本大

学生命資源研究・支援センターから「可変型

遺伝子トラップ法」という手法で遺伝子を

ノックアウトしたたくさんのマウスの骨サン

プルやマウスを譲渡していただき、関本先生

の御指導のもとでその骨表現型の評価を行い、

骨軟骨代謝に影響を及ぼす遺伝子を探索する

研究を本格的に始めました。

研究を続けていくと、たくさんの人のサ

ポートとお金がかかることが分かりました。

熊本大学から譲渡いただく骨サンプルは丁寧

な仕事で綺麗に軟部組織が除去されていまし

た。譲渡いただくたくさんのマウスは熊本大

学で先進的な技術で1年間をかけて作製され

たものでした。最終的に52の遺伝子をトラッ

プしたマウスラインの骨表現型解析から論文

を作成しましたが、それまでに1000頭以上の

マウスを解剖し膨大なデータの解析が必要で

した。私たちも譲渡いただいたマウスを飼育
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はじめ脊椎班の先生方にOPEをお願いする

などサポートをいただきました。個人的には

研究ばかりでは臨床力に不安があったため、

国立宮崎病院では安藤徹先生の御指導のもと

で手術のお手伝いをさせていただき研究に集

中できる環境を与えていただきました。この

ように直接的に御指導や研究環境を整えてい

ただきました帖佐教授、関本先生、そして熊

本大学の先生方だけでなく、一緒に研究を

行ってくれた舩元先生や後輩の先生、宮崎・

熊本両大学の研究助手の方々、教室や同門の

先生方など数多くの方々のご協力をいただき

形にすることができました。この場をお借り

して、改めて御礼申し上げます。本当にあり

がとうございました。

しておりますが、多いときには500頭以上の

マウスを飼育・交配し、生まれてきたマウス

の遺伝子チェックを行うなど、研究体制を維

持するだけでも相当なマンパワーが必要で

した。また骨表現型の評価に必要なマイク

ロCT、力学試験機、培養環境など高額な機

器類は帖佐教授にご購入いただきましたし、

様々な実験を行うには他の研究室で経験豊富

な実験助手のスタッフが必要でしたが、その

環境も整えていただきました。またタンパク

や遺伝子の発現評価を行う際に必要な試薬な

どは関本先生や私たち大学院生の獲得した科

研費だけでは厳しく教室や同門会からも援助

いただきました。

大学院の研究生活の途中からは脊椎班で外

来のみ担当させていただき、濱中秀昭先生を



甲 斐 糸 乃宮崎江南病院　整形外科

第12回宮崎整形外科医学奨励賞
受賞にあたって
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「3か月頑張って、それでもきつかったら
辞めていいよ・・・」その言葉がなかった
ら、 今の私はいなかったと思います。整形
外科に入局したのは2002年。ワールドカップ
日韓共同開催で盛り上がる中、医師としての
キャリアがスタートしました。当時上司だっ
たスポーツ上肢班の先生たちが許可してくだ
さったおかげで、入局2か月目にも関わらず
韓国にまで行ってワールドカップの準決勝を
見ることが出来ました。その時は本当に、整
形外科に入局して良かったと思っていまし
た。しかしそれから数か月たち、人生の岐路
に立っていました。本当に辛い時期でした。
今思えば、ただの甘えだったのだと思いま
す。ですが、その時はまだ人格形成も未熟な
新入局員。少し仕事に慣れ始め、そして、医
師になりたてで熱い正義感を振りかざしてい
たのだと思います。思い通りにいかない、理
不尽な責を負っているそんな気持ちから、本
当に仕事を辞めたくて、辞めたくて、辞めた
くて。そんな中、母と電話で話している時の
ことでした。自分の思い通りにいかない歯が
ゆさから、涙がこぼれました。口を開けば涙
が溢れてくる。何かを話せば涙が止まらなく
なって。堰を切ったように号泣していました。
「もう辞める。やってられない。なんでこん
な所にいなきゃいけないの！」そんな言葉を
母にぶつけていました。黙って聞いていた母
が発した言葉が、最初に記した言葉です。裕
福な家庭ではなく、経済的にもギリギリの状
態で大学に行かせてくれていたのは分かって
いました。そうやって医師になったのだから、
しっかり働いていかなければ、そう思ってい
ました。なのに、まるで両親が悪いかのよう

に当たり散らして。思い出すだけで吐きそう
になります。それでも、「辛かったら辞めて
いいよ」って言ってくれたのは、本当にあり
がたかったです。その時、実際は3か月たっ
てもどうせ辛いから辞めてやるぐらいに思っ
ていたのは確かです。でも、不思議なもので
3か月たつ頃には仕事が面白くなっていまし
た。あの時、辞めていれば今の私は何をして
いるのでしょう？もしかしたら、逆に別の幸
せをみつけて生きているかもしれません。一
部のみなさんが心配してくださっている結婚
をして幸せな家庭を築いていたかもしれませ
ん（笑）。

そんな風に私の整形外科医としての人生は
始まって、気づけばだいぶんキャリアを重ね
ています。手外科医を目指すなんて、当然そ
の時は微塵も考えていませんでしたが、今こ
うやって腰をすえてやれているのだから、不
思議なものです。

今回受賞させて頂きましたテーマは「手外
科医への道〜模索する日々〜」ですが、この
題名に込めた思いは、手外科医を目指すまで
の過程での模索、手外科専門医取得にむけて
の摸索、そして現在の日々の診療における模
索です。それらを少し記させて頂きます。

もともと私は環境に流されやすい性格なの
で、自分の置かれた状況ですぐにやりたいこ
とが変わっていました。実際に私の思考経過
を簡略化して示すと「スポーツ」→「腫瘍」
→「外傷」→「脊椎」→「外傷」→「手外
科？？？」→「下肢」→「外傷」→「手外
科」となります。決して最初から手外科を目
指していたわけではないですし、入局したて
の時はたかだか1針縫うのにも手が震えてい
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県外に勉強をしに行きたい気持ちもありまし
たが、 環境的にも難しくまた専門医取得に
必要な３年間は流石に無理です。何か方法は
ないかな？と日本手外科学会のホームページ
を確認していたら、宮崎江南病院に辿りつき
ました。

そして、形成外科の大安先生のご厚意で宮
崎江南病院での研修を受け入れてもらえるこ
とになり、2015年4月から宮崎江南病院勤務
となり現在に至ります。しかし、問題は山積
していました。学会発表しようにも症例がな
い、紙カルテで検索がかからない、画像シス
テムは電子化されているけど2013年以前の
フィルムがない、形成の手術に入りたくても
整形外科の仕事で手一杯、そんな月日に翻弄
されています。それでも、宮崎江南病院整形
外科の先生たちが、 部長をはじめとして申
し訳ないぐらい協力をしてくださるので、 
なんとか少しずつ条件を満たしているところ
です。本当にありがたいです。

　そして、 現在は日々の診療に悩みもが
き苦しみといったところです。「3か月頑
張って、 きつかったら辞めていいよ」と言
われてから16年近くが経とうとしています。
今では二日に一度は何かしらぼやいています。
それでも、 毎日頭を抱えながらも多岐にわ
たる疾患に対峙して、 症例を重ね専門医試
験の受験資格取得に向けて粉骨砕身しており
ます。

本当に手外科疾患は様々で、 色々なこと
を経験できます。手外科ではない別の部位の
手術にもつながります。若い先生たちにも沢
山手外科疾患に触れてほしいです。興味を
持ってもらえたらと思いつつ、 私の話を終
わりたいと思います。

最後になりましたが、 この度は栄えある
宮崎整形外科医学奨励賞を受賞させて頂き誠
にありがとうございます。この場をかりまし
て、同門会の先生方、またご指導くださいま
した先生方に厚く御礼申し上げます。日々研
鑽し、 自分を更に高めて行きたいと思いま
すので、 これからもご指導ご鞭撻のほど何
卒よろしくお願いいたします。

たので、「上肢班はないな」と思っていまし
た。私の中に「手外科」というワードが最初
に芽生えたのは、県立延岡病院から大学に異
動になる時でした。県立延岡病院では再接
着の前立ちをさせてもらったりしていたの
で、少しずつ手外科には興味を持ち始めてい
ました。ですので、次の異動先は大学と言わ
れた際、医局長に「何班がいい？」と問われ
「上肢班」と答えていました。結果は「定員
オーバー」との答えで、下肢班に所属するこ
ととなりました。当時は複雑な立ち位置だっ
たので、納得のいかない気持ちもありました
が、今振り返ればこれが良かったのだと思い
ます。この時の下肢班は救急部立ち上げに伴
い重度四肢外傷患者が増加傾向にありました。
骨折の治療はできるけど、自分たちで軟部組
織再建ができない。しかも、その当時は大学
病院に形成外科もありませんでしたので大学
内でも治療を完結できない。そのジレンマが
いつもありました。理想とするところは「治
療を最初から最後まで完結させること。」当
時はまだ若かったので、何でもやれることは
やりたいと思っていたのです。（あ、今はも
う年ですしゆっくりしたいので、考えは変わ
りました）この時に自分で皮弁をあげられる
ようになりたいと思い始めたのが手外科への
きっかけになりました。その後、宮崎善仁会
病院でたくさんの症例を経験させて頂きまし
た。黒田先生に教えて頂いたこと、させて頂
いたことが自分の礎になりました。前任の河
野先生の患者さんを受け継ぐ形となったため、
手外科関連疾患が多く、ようやく真剣に手外
科を勉強する気になりました。日本手外科学
会入会したのが、2012年5月なので10年目の
時になります。そして2014年、とうとう大学
のスポーツ上肢班に入ることになりました。

これから先、手外科医を目指していく。そ
う覚悟を決めた時でした。随分遠回りをした
のかもしれませんが、「過去の自分が今の土
台になる」と今は確信しています。

手外科医を目指したものの、「宮崎では手
外科専門医はとれないんだよ」と以前聞いた
ことがあり、手外科専門医をとることはあま
り真剣に考えていませんでした。確かに手外
科専門医を大学で取得するのは無理でした。
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私は2009年4月に宮崎大学大学院医学系研

究科医学専攻課程に入学し、2017年6月にな

んとか無事に同課程を修了する事ができまし

た。

大学院での研究テーマは「骨軟骨疾患に関

与する新規遺伝子群の探索」です。骨粗鬆症

などのロコモティブシンドロームの病因・病

態解析のために、新規骨代謝関連遺伝子同定

のための効率的な骨表現型スクリーニングシ

ステムを開発し、骨軟骨に異常をきたすノッ

クアウトマウスライブラリーを構築しました。

この成果を2017年に「Scientific Reports」誌

に発表し、2017年5月の学位論文審査を経て

学位取得をすることができました。

もともと、この新規骨代謝関連遺伝子のス

クリーニング手法については関本朝久先生が

立案されたもので、関本先生が大学院時代に

研究されていた熊本大学生命資源研究・支援

センターで開発された遺伝子を破壊する技術

「可変型遺伝子トラップ法」による遺伝子

改変マウスのデータベース「EGTC」を用い、

骨代謝に異常を示しそうなマウスをピック

アップしてそのマウスの骨を熊本大学よりい

ただき骨表現型をマイクロCTや骨力学試験、

組織学的な評価や骨代謝関連遺伝子の発現評

価を行います。それらの評価で面白い骨表現

型が見られたマウスは実際に生きているマウ

スを熊本大学から譲渡いただき、当科で飼育

し数を増やして再度同様の評価を行い、さら

に詳細な組織学的評価や遺伝子発現評価、細

胞培養などを行いました。同時並行して、そ

のマウスの遺伝子が具体的にどの部位でノッ

クアウトされているのか、詳細な遺伝子の構

造解析も行い、次第に詳細な骨代謝に関与す

るノックアウトマウスライブラリーを構築す

ることができました。現在も各遺伝子改変マ

ウスの解析は進展しております。

関本先生が熊本大学大学院へ研究に行かれ

たのは、当時の田島直也名誉教授が熊本大学

の山村研一先生の御講演を聞かれて感銘を受

け関本先生に指示されたのが始まりと聞いて

おります。その山村先生も関本先生に、次に

つながる研究者を育てるように指導されてい

たと聞きました。今回の研究は帖佐教授と関

本先生のご指導の下で行われましたが、そこ

にはずっと以前から温め続けてきた伝統があ

ると強く感じました。現在、私よりもはるか

に優秀でアクティブな後輩の先生方が、本研

究で特に骨代謝に異常を示したマウスライン

の解析を行っており、論文を作成しています。
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り進展してまいりました。改めまして御礼申

し上げます。ありがとうございました。

引き続きこの研究が進展できるように微力な

がら応援してまいりたいと思います。本研究

は教室や同門の先生方の多くのサポートによ
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平成30年2月に学位を取得しましたのでご

報告させていただきます。

平成22年4月に宮崎大学に高度専門職業人

としての医師・獣医師及び研究者・教育者の

養成を主眼とし、医学・獣医学の発展と社会

の福祉の向上に寄与することを使命とした、

宮崎大学大学院医学獣医学総合研究科が新設

されました。帖佐教授の勧めがあり、その一

期生として平成22年4月に医学獣医学専攻博

士課程の高度臨床医育成コースに入学いたし

ました。29名の一期生の内訳は、医師が4割、

獣医師が4割、残りが看護師や外国人留学生

いったところでした。医学部と獣医学部が一

緒になった大学院は全国でも初であり、文科

省からも特別予算が組まれているとのことで、

1年生の終わりには国からのヒアリングも受

けました。獣医師にとっては、医学部の研究

機材が使いやすくなるとのことで期待度が高

いようでした。私にとっても、獣医学部の講

義は興味深いものがありました。芝生の遺伝

子の勉強をしたり、電子顕微鏡でアリなどの

昆虫を観察したり、医学部ではなかった講義

を受けることができました。

当初は、せっかく大学院に入学したのだか

ら、やはり基礎研究を何かしてみようという

気持ちもありましたが、通常の勤務を療育セ

ンターで行いながらの研究は難しいと思い、

臨床研究で論文をまとめることとしました。

ちょうど痙性麻痺に対する治療として、ボツ

リヌス毒素療法が日本で広く行われるように

なった時期で、当センターは小児脳性麻痺患

者に対する治療症例数は全国でもトップクラ

スでした。そこで、当時の柳園所長のアドバ

イスでボツリヌス毒素療法を臨床研究のテー

マとしました。ボツリヌス毒素療法は、食中

毒の原因菌であるボツリヌス菌が生成するた

んぱく質を成分とした毒素製剤を痙縮のある

筋に施注し、その筋を弛緩させる治療法です。

研究の内容としましては、下肢痙縮に対

してボツリヌス毒素療法を行った腓腹筋の

筋構造（羽状角、筋束長、筋幅など）の変

化を、超音波エコーを用いて経時的に行

い、筋への影響を臨床的評価するというもの

です。特に筋緊張の指標となる羽状角に注

目し、健常群との比較や経時的な変化を検

討し結果をまとめ報告しました。ボツリヌ

ス毒素療法により羽状角が減少し、痙縮に

よる筋緊張が緩和し弛緩性の筋繊維の構造

変化が生じたことを示す結果でありました。

学位論文は“Ultrasonographic Evaluation 

of Changes in the Muscle Architecture of 

the Gastrocnemius with Botulinum Toxin 
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の島田まゆみさんには大変お世話になりまし

た。この紙面をかりまして御礼申し上げます。

最後になりますが、私は大学院に38歳で入

学し46歳で卒業しました（4年＋2年留年＋2

年休学）。入学の動機は軽いノリと勢いだけ

でしたので、8年間のなかで何度も挫折しま

した。土日の講義も大変で、論文作成、投稿、

査読後修正も想像を絶する厳しいものがあり

ました。しかし、論文がAcceptされた時の

喜び（医局のPCの前で泣きました）と卒業

した時の達成感は何とも言えません。臨床医

であっても、最後までやり通せば、自分の仕

事を文字に残せることができます。一人でも

多くの仲間、後輩にこの達成感を味わっても

らいたいと思います。おそらく46歳の学位取

得は宮崎大学整形外科教室最年長記録ではな

いでしょうか（笑）。

Treatment for Lower Extremity Spasticity 

in Children with Cerebral Palsy”というタ

イトルでJournal of Orthopaedic Science 

23/2(2018)に掲載されましたので読んでいた

だければありがたいです。掲載決定後、平成

30年2月2日に学位論文審査会があり、2月22

日に大学院卒業、学位授与となりました。学

位審査会では人生一番の緊張状態でしたが、

多くの医局の先生が応援にかけつけてくれ無

事にプレゼンテーションすることができまし

た。

大学院入学を勧めていただいた帖佐教授を

はじめ、研究テーマを与えていただいた柳園

賜一郎先生、データ集計や計測を協力してく

れた療育センターの門内一郎先生、梅﨑哲矢

先生、本当にありがとうございました。また、

大学院在学のもろもろにおきましては、事務
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宮崎大学病院の日吉です。2017年11月
29日～12月3日までの5日間、南アフリ
カはケープタウンで開催されました38th 
SICOT(International Society of Orthopaedic 
Surgery and Traumatology)Orthopaedic 
World Congressに宮崎大学から帖佐教授、
山口洋一朗先生、日吉の3名で参加してきま
した。

御察しの通り、南アフリカ、さらにその南
の端ですから移動だけでも大変です。羽田か
らシンガポールはチャンギ空港に行き、シン
ガポールからヨハネスブルグ、そこから国内
線に乗り換え目的地のケープタウンに到着し
ました。総移動時間はフライト時間だけで宮
崎から22時間20分、トランジットが合計4時
間50分ですから行きと帰りで1日ずつかかる
ことになり、よもや褥瘡ができるくらい座り
続けていました。

ケープタウンに到着するとホテルまでの車
窓からはケープタウンの真ん中にそびえ立つ
Table mountainが見えてきました。こちら
には後ほどツアーで訪れ、ゴンドラで登った
頂上は肌寒く、ケープタウンを一望する景色
が眼下に広がり、また、山の頂上で雲ができ
ていく瞬間をみることができ、それは素晴ら
しい景色でした。

ケープタウンは犯罪率から世界でも13位の
危険な都市であり、出発前には海外経験の豊
富な田島（卓）先生から、ケープタウンの恐

ろしさを重々に教えられていましたし、ホテ
ルの部屋にさえ貴重品を置いておくなといっ
た札もあって、昼間であっても一人で出歩く
といったことはしないようにしていました。
クレイジージャーニーの丸山ゴンザレスよろ
しく山口先生と昼間に少し遠出をして地元の
街中を歩いてみましたが、観光客が何か盗ま
れて全力で走り去っていく黒人とそれを追い
かける白人を目の当たりにし、そのエリアか
ら即座に脱出しました。

学会場では自分と洋一朗先生は自分たちの
ポスターを会場で一緒に確認し、自分は文字
などズレまくっており、そっとPCを閉じま
した…。

自分はTraumaを中心に演題を聞いていま
した。そこは地域がらGun-shotが多いことや、
救急搬送まで2日かかる、透視がない病院で
の髄内釘、工業用ドリルを用いた成績などな
ど、日本で当たり前にしていることのありが
たさを身に染みて感じたと同時に自分の身一
つでは何もできないことを感じ、技術を身に
つける事の大切さを感じました（ブラックペ
アンの渡海先生の言葉が刺さります…）。

海外の学会の楽しみの一つでもありますが、
日本では見たこともない器械（30ｍｍくらい
はありそうな、ぶっといγ-nailや機械や螺子
がセットでパッキングされた橈骨遠位端の
plate setや最近流行りのVRを活用した手術
など）をみることや体験することができまし
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た。ここでも中国企業の進出が激しく、中国
のたくましさを実感すると共に、中国経済の
今後の更なる成長を垣間みて、日本経済に不
安を感じた気がします。

別の観点からは、骨折治療学会で親しく
なった先生に偶然にも再会し、食事を御一緒
し、情報交換ができたり、ケープタウンの病
院で無給で外傷外科研修をしている研修医時

代の後輩に再会することができ、よい刺激を
もらえましたし、その場で半ば強引に宮崎救
急医学会での講演を引き受けて頂きました。

最後になりましたが、このような機会を与
えて頂きました帖佐教授、留守の間、御負担
をかけている先生方、ならびに同門の先生方
に感謝申し上げます。



写真４：テーブルマウンテンとケープタウンの街並みとペンギン達と喜望峰

写真５：荷物を即座に盗まれるであろう教授
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山 口 洋 一 郎宮崎大学医学部整形外科学教室

国際学会に参加して
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2017年11月30日～12月02日に南アフリカ
のケープタウンで開催された38th SICOT 
Orthopaedic World Congressに参加させて
いただきました。

宮崎空港から羽田空港に飛び、羽田～シン
ガポール～ヨハネスブルグ～ケープタウンと
合計で21時間のフライトでした。シンガポー
ル航空は機内サービスも好評で席は狭いなが
らもそこそこ快適なフライトでした。機内食
は今一つでしたが・・・

ケープタウン国際空港に到着し、ホテルま
での送迎車を探すのですが、どこにいるのか
さっぱり分かりません。地球の反対側まで来
ているということもあり、不安は募ります。
その辺に送迎会社の担当者は何人もいるので
手当たり次第に聞いていくと、教えてもらい
事なきを得ました。かなり巨大な車に3人乗
車し、ついにケープタウンの道路へ飛び出し
ます。　まず目に入ってくるのはテーブルマ
ウンテン。町のシンボルだということで、日
本でいう富士山、宮崎でいう青島のようなイ
メージだろうか。すごいなぁ！と見ていた
ら、「テーブルマウンテンはそっちじゃない、
こっちだ」と言われ、そちらを向くと町のす
ぐ近くに巨大なテーブルマウンテン(本物)が
そびえ立っていました。

ホテルはコンベンションセンターにほど近

い場所にあるきれいなホテルでした。非常に
洗練された街区であり、道も広くあまり治安
も悪そうには見えません。学会会場までは徒
歩3分ほどで、安心です。ケープタウン全体
が渇水により水使用制限があるようで、ホテ
ル内のプールの水は不安を覚える状態ではあ
りましたが・・・

その日はウォーターフロントという巨大
ショッピングモールに行って食事をしました。
シーフードレストランに入り、ウェイターの
オススメを依頼するとシーフードの盛り合わ
せが出てきました。これが尋常じゃなく美味
しい、そして量が多い。メニューには2人前
と書いてあるのだが、ウェイター自らが「4
人でちょうどいいぞ」というくらいの量。ロ
ブスターに正体不明の白身魚、イカやムール
貝、そしてエビ・・・が山盛りになっており、
値段は日本円換算で￥12000程と安いわけで
はない・・・と。ケープタウンで思ったのは、
決して観光客が行く場所の物価は安くはない
が、ワインは安くておいしいものが多い、と
いうことでした。現地ではビーフ・チキン・
ダチョウ・ワニ・スプリングボックといった
肉も提供されました。スプリングボックはガ
ゼルのような四足動物で、学名”Antidorcas 
marsupialis”というらしい。”Antidorcas”と
は、「ガゼルではない」という意味だそうで
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と座長と質問者の話が噛み合っていないのは
どこにでもある光景なのだな、とも思えまし
たが。

　途中1日を観光にあてました。タクシー
をチャーターし、テーブルマウンテンに登
り(滞在時間わずか10分！)、海岸線を走って
喜望峰へ向かいバブーン(ヒヒ)に襲われ、ス
ラム街を横目に進んでボルダーズビーチで
ペンギンを見ながら風と砂ぼこりに苦し
み、”Groot Constantia”という南アフリカ最
古のワイナリーで試飲をしたところ量が多く
て皆顔が真っ赤になり、日が暮れる前にホテ
ルへたどり着きました。弾丸ツアーでしたが、
とにかく南アフリカにある圧倒的な大自然を
体感できました。

　まぁこんな感じでしたが、ケープタウン
は整備された都市といっても、治安は日本と
は比べ物になりません。基本的に声をかけて
くる人は人種にかかわらず全て詐欺師か物乞
いでした。安全を優先するならレストランも
有色人種が多いお店は入らない方が無難です。
この国にはまだまだ根強い差別と経済格差が
そこらじゅうに存在していました。それと、
Uberの便利さを痛感もしました。路上に止
まっている客待ちぼったくりタクシーよりも
余程安全です。スマートフォンの所持率も高
く、町中の至る所にFree Wifiの看板があり、
人種差別から最新技術まで、るつぼの如くす
べてが混ざり合い混沌をなしている、そんな
国でした。

人生初の海外学会でしたが、まさに「見聞
を広める」ということができたように思いま
す。この場を借りて、色々な援助をしていた
だいた同門会及び医局、事務の方々へお礼を
申し上げたいと思います。

す。(wikipediaより)
　食べ物の話はこのくらいにして学会の話

へ移ります。学会会場はシンプルだが先進的
な作りでした。アフリカ大陸での開催なので、
有色人種の方が数は多そうな印象でした。民
族衣装で来ている方も少数いらっしゃいまし
たが、ほとんどの参加者はフツーにスーツで
す。発表の内容も日本では絶対に見れないよ
うな内容が多々ありました。特に印象に残っ
ている二演題は「○トライカー社製ドリルと
○ッシュ社製ドリルについての比較検討」と
「透視を使わずに髄内釘を挿入するときのテ
クニック」でした。

　○ンズマンに売ってあるようなごく普通
のドリルの方がサービスステーションも多い
し、壊れないし、安い！滅菌カバーかけてこ
んな風に使えば大丈夫だよ！という内容で、
自分としては衝撃でした。そんな風に思った
ことがないとは言いませんが、日本ではとて
もじゃないけどできないでしょう。後者の演
題では、演者が「外傷センターでも、X線透
視装置がある病院は限られている」という序
文を書いていたのが印象的でした。発展途上
国ならではでしょう、術中の写真もちょっと
突っ込みどころが多かったですが面白い内容
でした。

　オーラルでの発表の仕方も少し国内学会
と違っていましたし、何より発表当日にその
場にいない演者の多いこと！座長が「2人演
者が来てなかったけど、発表も質疑応答も時
間をオーバーしたからちょうど良かったね！
ハハハ！」と言っていたり・・・来ていない
演者は特定の国籍が多く、座長もそれに関し
て冗談を言っていたりと、海外学会の雰囲気
は本当に違っていて面白いものでした。演者
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鳥 取 部 光 司宮崎大学医学部整形外科

国際学会に参加して（ORS）

ORS学会場にて ポスターセッション会場にて
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2018年3月10日(土)～13日(火)、New 

O r l e a n s （ L o u i s i a n a ） に て 、 O R S

（Orthopaedic Research Society）2018 

Annual Meetingが開催され、参加させて頂

きました。

本国際学会は、整形外科に関与する様々な

分野の方々が年一回集まり活発な討論が交わ

される米国の整形外科基礎学会であり、本年

はニューオーリンズのビジネス街のホテル

（Hyatt Regency New Orleans）で開催され

ました。私の演題は「Evaluation of Contact 

Area and Pressure on Total Surface 

Bearing Sockets During Gait and Stair 

Ascent and Descent in Two Subjects」とい

うタイトルで、ポスターで行わせて頂きまし

た。内容は、断端長の異なる２名の片側下腿

切断者の義足平地歩行と階段昇降動作を三次

元動作分析装置にて計測し、有限要素法を用

いてTSBソケットの応力分布について比較

検討をしたものです。ポスターセッションの

質疑応答では、4名の参加者から質問があり、

関心の高さを感じた次第でした。興味深い発

表や貴重な講演を拝聴でき、大変有意義な会

となりました。また、今回の学会には帖佐教

授、李先生、工学部の山子先生と大内先生の

５人で参加させていただきましたので、夜は

毎晩、多くのバー・レストランが集中する繁

華街でお酒と地元料理を楽しむことができま

した。

学会参加にあたり、ご支援いただきました

すべての皆様に心より御礼申し上げます。こ

の経験を今後も研究発表の糧にさせていただ

きたいと思っております。今後ともご指導ご

鞭撻を賜りますよう何卒宜しくお願い申し上

げます。



横 江 琢 示野崎東病院　整形外科

国際学会（ESSKA）
　　　に参加させていただき
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2 0 1 8 年 5 月 9 日 ～ 5 月 1 2 日 に ス コ ッ ト

ラ ン ド の グ ラ ス ゴ ー で 開 催 さ れ た 第

18回ESSKA(The European Society of 

Sports Traumatology, Knee Surgery and 

Arthroscopy)に参加させていただきました

のでご報告させていただきます。E-Poster

で Surgical site infection after cruciate 

ligament reconstruction in patients with 

atopic dermatitis を発表させていただきまし

た。大学病院の田島卓也先生にご教授いただ

きながら発表準備を行い、帖佐教授と二人き

りでスコットランドに行かせていただきまし

た。ESSKAは2年に1回ヨーロッパで開催さ

れているスポーツ整形と膝疾患中心の学会で

世界中からたくさんの医師が参加しています。

2年前のスペインでの参加に引き続き今回も

参加させていただきました。以下に、簡潔に

報告させていただきます。

　学会ではヨーロッパで活躍されている先

生方のlectureや最新の報告をたくさん勉強

でき大変為になりました。今回は足関連の疾

患につき特に勉強させていただき、日本か

らはCARIFASの高尾先生がankle instability 

groupの報告をご発表されていました。また

FIFAの医事委員会の理事をされていたJan 

Ekstrand先生の発表を聴講でき、さまざま

な知見からFootball injuryについて述べられ

ていました。私もFIFA関連の仕事に携われ

るように頑張らないといけないと感じまし

た。Poster会場では無料のコーヒーとお菓子

(いかにも高カロリーそうなケーキ、リンゴ

そのまま)を食しながら暑い討論が繰り広げ

られていました。最終日の夜には学会主催の

partyがあり、一人で参加したのでメキシコ

人夫婦の先生方の横に座らせていただきまし

た。会話も盛り上がりとても良い時間を過ご

せました。

スコットランドについてですが5月は日本

の冬の気温ですがイギリス特有の不安定な

天候(雨)であり傘が必需品となりました。暑

がりな私ですが、薄着しか準備していかな

かったため滞在中は鼻汁が止まりませんでし

た。ご注意ください。スコットランドの食事

はあまり期待していなかったので、教授に

は「今日はステーキのお店を押さえていま

す。」、「今日はシーフードの美味しそうな

お店を押さえています。」とスコットランド

伝統の食事は食べませんでした。学会の合間

には帖佐教授と観光にも行かせていただきま

した。ネッシーがいるLoss湖、羊がたくさん
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島卓也先生、帖佐悦男教授、赴任早々に快く

学会参加を承諾していただきました野崎東病

院の田島直也名誉院長、久保紳一郎院長、小

島岳史部長、三橋龍馬部長、および大学病院

事務の方々に深く感謝申し上げます。今後と

もよろしくお願いいたします。

いるwool cotton park、Stirling castleなど短

時間でしたがいい観光となりました。

国際学会に参加させていただき多くの事を

学んだとともにたくさんの刺激をうけ、ます

ます精進しないといけないと強く感じました。

世界を視野に地域から始めます。最後になり

ますが発表に際してご指導いただきました田



石 田 康 行宮崎大学医学部整形外科学教室

短期留学支援報告
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この度は短期留学支援をしていただき同門会の皆さまには感謝いたします。
私は　Sapporo Shoulder Course in 2017に2017年7月14，15日参加させていただきました。

このセミナーは北新病院上肢人工関節、内視鏡センター長の末永直樹先生が主催されている会
で2016年より行われています。2016年は人工肩関節置換術がテーマで私は参加させていただき
ました。今回は肩関節再建術がテーマでした。

肩関節外科では関節鏡手術が進歩し、大きく発展してきました。私の師匠である船橋整形外
科の菅谷啓之先生は関節鏡手術の世界的な先生で、そこで習得させていただいた診断、治療を
もとに、宮崎の患者さんに還元させていただいてきました。近年、リバース型人工肩関節置換
術の本邦での導入等もあり、関節鏡以外の肩関節手術を学びたくて第一人者である末永先生の
セミナーに参加させていただきました。

セミナーは2日間とも8:00より開始で、座学が中心ですが、二日目の午後ワークショップが行
われました。1日目のセミナー終了後は難
治例の検討会があり、私も関節窩欠損例に
対するBristow-Bankart法のスクリュー脱
転例を提示させていただき有意義な検討を
していただきました。2日目のセミナー終
了後はリハビリの勉強会があり、内容が濃
い、充実した二日間を過ごさせていただき
ました。治療法の幅が拡がりました。

宮崎の患者さんに喜んでもらえるように、
これからも患者第一の医療を行っていきた
いと思います。この度はご支援ありがとう
ございました。



森 田 雄 大宮崎大学医学部整形外科学教室

Arthroscopic Knee Cadaver Workshop
Training Course in Bostonに参加して
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2017/9/26～9/30において、Smith＆

Nephew社主催のCadaver trainingに参加し

てきました。講師に大阪大学大学院医科学研

究科健康スポーツ科学教授の中田研先生、同

整形外科講師の前達雄先生を迎え、受講者8

名、Smith＆Nephew社スタッフ4名同行して

の研修でした。

まず、このコースに参加した経緯として、

私は昨年4月より大学のスポーツグループに

所属し、田島先生、山口奈美先生のもと膝

関節を中心に足関節、股関節の関節鏡手術

に携わっています。ACLや半月板手術が主

であり、それまで勤務した病院では数えるほ

どでしか経験がありませんでした。知識・技

術向上のため的なトレーニングがしたいと

考えていたところ、Smith＆Nephew社より

Cadaverの話があり参加する決意をいたしま

した。参加が決定した後は、受講生はみんな

できる人たちじゃないのか、自分は何もでき

ないぞという不安に駆り立てられました。実

際、参加者は、同年代の先生が多かったです

が、手術経験がある程度ある方が多かったよ

うに思いました。

1日目、AM：半月縫合、PM：ACL(ハム

ストリング腱)再建のプランでそれぞれ講義

→実習の形式で行いました。半月板について、

all-inside、inside-out、outside-inとそれぞれ

の縫合を経験し、また後節縫合をする際は展

開が必要になり、内外側展開するという貴重

な経験をさせていただきました。PMからの

ACLについては、ハムストリング腱を用い

阪大が行っているtriple bundle再建を行いま

した。まともに2重束再建も行っていなかっ

たのでかなりハードルが高かったです。

2日目、AM：ACL(BTB)、PM：PCL再建

を行いました。BTBについては、阪大形式

のrectangular BTBを行いました。当科では

BTBも2重束が基本ですが、術式の１つのオ

プションとして選択肢に入れたいと感じまし

た。PMからのPCL再建については、予定時

間に完遂できませんでした。

この2日間、盛りだくさんの内容でしたが

講義→実習とわかりやすく、また実際に局所

の解剖も行えて非常に勉強になりました。ま

た、今回のCadaverでは技術はもちろんです

が、参加された先生方のモチベーションの高

さに関心いたしました。同年代の先生方が多

いということもあり多くの刺激をいただきま

した。この意味でも参加して正解だったと感

じています。
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最後に、期間中、メジャーリーグ、Boston 

Red Soxの試合を観戦しに行きました。

Cadaver期間中で最も興奮した時間になりま

した。

同門会のみなさまには、今回のCadaverに

御援助いただき大変感謝しております。この

経験を活かし、今後の診療にもより一層献身

していきたいと思います。



三 橋 龍 馬野崎東病院

短期留学支援　報告
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2017年10月18日から10月22日、私は
Arthroscopic Shoulder Cadaver Training 
Cou r s eに参加させて頂きました。この
Courseに参加するに当たり講師の石田先生
にお声をかけて頂いた日よりお小遣いを貯め
ておりました。さらに今回、同門会よりの短
期留学支援の制度を利用させて頂きました。
すべての費用を留学支援の金額で賄うことは
できませんでしたが自己負担が半分程度には
なったので金欠勤務医の私としては非常に助
かりました。同門会の先生方にこの場を借り
て深謝いたします。

初日、海外にはあまり行ったことがないこ
ともあり移動時間が長く疲弊してしまいまし
た。行きの飛行機では肩関節鏡の教科書を2
冊読破したもののまだ時間が余っていました
ので同行した長澤先生が持参した文献も奪い
取り、いや、拝借し読ませて頂きました。そ
れらを読み終わってまだ時間が余っていたの
で『君の膵臓が食べたい』という映画を鑑賞
しました。怖い映画かと思って鑑賞したとこ
ろ、切なさと愛しさと心強さを感じる恋愛も
のの映画でした。甘酸っぱい気持ちになった
ところでシカゴに到着しました。経由したシ
カゴでは特に理由もなく入国審査でひっかか
り1時間別室で待たされました。英語での問
答を頭の中でイメージしながら待っていまし
たが特に何もなくパスポートは返され無罪放
免となりました。そこから急いで乗継便へと

移動しやっとの思いでボストンに着きました。
ボストンの街並みは非常に伝統を感じるも

のでした。ホテルへチェックイン後に石田先
生の計らいでボストンの街並みと海からの眺
めも楽しめる水陸両用の乗り物に乗りました
が、最後尾に陣取った我々日本人三人組はい
わゆる時差ボケで気持ちのいい海風に吹かれ
ながらほかの観光客がノリノリなのを尻目に
爆睡していました。翌日からは朝6時半に集
合し連日関節鏡にてのトレーニングをさせて
頂きました。初日は時差ボケかホテルのガ
ウンに衝撃を受けたせいかわかりませんが
どうしても眠れずに寝るのを諦め、朝3時か
ら関節鏡の教科書を復習しさらにホテルの
Free Wifiをつないで持参したPCで動画でも
予習を行いました。午前午後1体ずつのご遺
体（肩のみ）を利用し鏡視下腱板修復と鏡視
下バンカートを二日間で行いました。計4体
の肩を長澤先生と二人で使用させてもらった
ことになります。モーニングレクチャーも含
め非常に有意義なトレーニングとなりました。
2日目の夕食時に肩関節学会のご高名な先生
とステーキを食べながらガンマネイルについ
て語り合うとは思いもよりませんでしたがい
い思い出となりました。今回の1番の収穫は
肩関節鏡は難しいということの再確認でした。
慎重派の私は一人でこれを行えるとは到底思
えませんでした。また自由時間はほぼなく食
事以外でホテルからは出なかったこともあり
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以下同門の後輩の先生達へのアドバイスを
箇条書きします
①目的地へは経由なしで行った方がいい、た

だしSFCを得るためには頑張ってもよい
②機内食の際にプレモルはすぐなくなるので

はやめにCAにオーダーする方がいい
③変なガウンしかないホテルもあるので要注

意　資料参照（パジャマ持参が望ましい）
④他大学の先生から大量の名刺をもらうので

自分のものも準備したほうがよい
⑤ノイズキャンセリング機能があるイヤホン

またはヘッドホンがあるとよい
⑥ホテルのボディーソープは泡立たない
⑦ある程度以上のホテルであれば携帯電話は

特に海外使用の契約なしでもなんとかなる

面白いハプニングもなく同門会誌に書くこと
がないので困ってしまうくらい過密なスケ
ジュールでした。今後も肩関節鏡のみならず
膝関節鏡でのACL再建も含め精進しいつか
は体得できるように努力を継続していこうと
思います。

私が若い頃はこういったコースもなく、
もっと若い時から参加したかったという気持
ちが非常に強くなりました。今後、後輩の先
生方は積極的にこういったコースに参加すべ
きであると考えます。そのためにも同門会か
らの短期留学支援制度は非常に有意義である
と考えます。この制度の設立にご尽力くだ
さった会長の平川先生はじめ諸先輩先生方に
改めて感謝いたします。ありがとうございま
す。



長 澤 　 誠宮崎大学医学部整形外科学教室

短期留学支援報告
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この度、同門会からご支援いただき、

Arthroscopic Shoulder Cadaver Training 

course(ボストン)に参加いたしました。この

場をお借りいたしましてお礼と報告をさせて

いただきます。

今回、本学の石田康行先生が講師として、

野崎東病院の三橋龍馬先生と私、長澤が受講

生として3人での参加となりました。私ごと

になりますが、我が師であり野球部の大先輩

である石田先生と、大学の野球部に入部以来

20年間の付き合いで兄貴分の三橋先生との3

人旅は一生思い出に残る感慨深いものになり

ました。

10月18日、羽田を出発しシカゴ経由でボス

トンに向かいました。シカゴで入国審査でし

たが、英語が全くダメな私は愛想笑いでやり

過ごそうとしておりました。しかし隣のブー

スで『cadaver! cadaver!!(屍体)』を連呼して

いた三橋氏は石田先生より大きな黒人に別室

に連れて行かれ1時間ほど監禁されるという

ハプニングがありましたが、何とか無事ボス

トンにつきました。

ボストンはハーバード大学やマサチュー

セッツ工科大学など超有名大学がたくさんあ

り、歴史を感じさせる街並みがとても美しい

都市でした。

翌日から2日間は朝6時半集合でモーニング

レクチャー、午前のトレーニング、ランチョ

ンセミナー、午後のトレーニングと非常にタ

イトなスケジュールを過ごしました。

今回2回目のcadaver トレーニングであっ

た私は石田先生から『肩甲下筋縫合をするよ

うに！』との課題をいただきました。(難易

度として、普通の腱板縫合＜脱臼のBankart

＜肩甲下筋縫合、と勝手に思っている)　実

際の手術より緊張感が少なかったせいか、石

田先生の熱い指導のおかげか、見たことしか

ない肩甲下筋縫合もなんとか完遂することが

できました。

2日間みっちりのトレーニングは大変勉強

になりましたが、それだけでなく、隣で他大

学の先生がされているのをちらっと覗き見し

て自分たちの方法との違いを見つけたり、ト

レーニングさせていただいたご遺体を最後に

解剖することも非常に勉強になりました。

夕食は参加者全員での懇親会という形で行

われ、他大学のご高名な先生や同じように受

講生としてきている年齢が近い先生方といろ

んなお話ができたことも良い経験になりまし

た。
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今回このようなチャンスを与えていただき

ました平川俊一先生はじめ同門の先生方に心

より感謝いたします。今回勉強させていただ

いたことを今後の臨床に生かしていきたいと

思っております。ありがとうございました。

肩関節鏡は整形外科の中で歴史の浅い領域

ですが、症例も多く、手術でよくなり喜んで

くれる患者さんがたくさんいらっしゃいます。

今後も石田先生にご指導いただきながら三

橋先生や肩関節がやりたい先生と一緒にがん

ばっていきたいと思います。



今 里 浩 之宮崎市郡医師会病院整形外科

カタバー研修in タイ

上腕骨遠位骨幹部と橈骨神経の走行 シリラート病院をわが病院のようにPRする私

− 40 −

私は2017年10月5日より3泊4日で、医局の
ご援助を頂き、タイのシリラート病院で行わ
れたカタバー研修に行ってきました。大学を
4年目で出て、宮崎市郡医師会病院、公立多
良木病院、県立延岡病院と、外傷を中心に診
療をやってきました。延岡にて公文先生に
外傷のカタバーの話が来た際に「ざと、タ
イ行ったら？」と軽く(笑)先生に言って頂き、
私の整形外科人生にとっても刺激になるタイ
だろうと勝手に重く受け止め(笑)行って参り
ました。お話を頂いた公文先生、快く送り出
して頂いた県立延岡病院の先生方に深謝いた
します。

内容としては、4人で1つのご遺体を用い
て、上腕骨遠位へのアプローチや足関節の
前方、後方アプローチ、plateauへの後方ア
プローチや様々な長管骨のMIPOとKocher-
LangenbeckやIlioinguinal approach、Stoppa 
approachなどの骨盤のアプローチの研修が
中心でした。2人で1つのアプローチを行うと

いう研修で、実際に触る機会が多く、座学で
なく、経験として学べたことが大きかったで
す。骨盤は大学で見た程度でやったことな
どは皆無でイメージが湧きませんでしたが、
チャレンジできたことがありがたいなと思い
ました。

全国の様々な病院から若い先生が多くきて
おり、その先生方の多くがカタバーは2回目
です。3回目です。などと多くの若い先生が
早いうちから、そのような研修に参加されて
いることを聞き、私は初めてでしたので、早
いも遅いも、経験もオペレーターをしている
かどうかなども全く関係ない問題なのだと確
信いたしました。今回、大学主催でタイでの
カタバー研修があると聞き、そのような機会
が若い学年にあることを非常に喜ばしく思い
ます。私のタイカタバーを含め、このような
機会、援助を頂けることに感謝し、積極的に
チャレンジしていけたらと思っております、
本当にありがとうございました。



濱 中 秀 昭宮崎大学医学部整形外科学教室

医局長就任挨拶
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この度、前医局長の濱田浩朗に代わり医局

長を務めさせて頂くことになりました濱中秀

昭と申します。医局長の責務を果たすべく努

力していきたいと考えていますが、何分若輩

者で医局員の先生、同門の先生方に迷惑をお

かけすることが多々あるかと思いますがよろ

しくお願いいたします。

同門の先生の中でも『こいつ誰や』と知ら

ないと言われる先生がおられるかもしれない

ので少し自己紹介をさせてください。平成7

年に宮崎医科大学を卒業しています。学生時

代は、卓球部に所属していました。体格は卓

球部とは思えないほど大きく体重も順調に3

桁をキープしています。（帖佐教授から必ず

鉄板ネタとして、宮崎に講演に来られた先生

に『こいつ何部やと思いますか』と聞かれ卓

球部で笑いが取れます。）出身は和歌山県出

身です。東京ではパンダのシャンシャンが

ブームですが、和歌山のアドベンチャーワー

ルドにはパンダが履いて捨てるほどいます。

なぜ、東京だけがもてはやされるのか、和歌

山が不憫です。（近畿のおまけともいわれて

いました。）今年48歳の年男で、和歌山より

も宮崎在住期間が長くなりました。変な関西

弁と宮崎弁を混ぜた言葉で話しますのでお許

しください。

さて医局長の仕事といえば、新入医局者の

先生を一人でも多く入局いただき教室を大き

くしていくことが重要な職務と考えています。

医局長になってまだ2カ月ですが、学生（6年

生）や研修医の先生との勧誘会が多くなって

おります。学生さんや研修医の先生に何を食

べたいと聞くと若い人ですので90％以上の確

率で肉になります。皆様ご存知のようにもと

もとメタボまっしぐらの私がさらにメタボに

なっていきます。（この間ロコモ検診で、ロ

コモ度1と診断されました。）今後、わたく

しが度重なる勧誘会で成人病になり、心血管

イベントや糖尿病性壊疽などで仕事ができな

くなるようなことがあれば労災として認めて

いただけるのか心配しています。

今年は、幸い医局、同門の先生たちのご尽

力のおかげで5名の新入医局員を迎えること

ができました。それでも多数の医師派遣要請

に対して、医局員数の関係で十分に先生たち

の要望に応えられていない状況です。今後も

この勢いを継続し新入医局員を増やしていき

たいと考えています。医局員の先生、同門の

先生の病院に現在、研修医が研修で回ってく

ることが多いと思います。ぜひ、整形外科の

魅力を十分に先生から伝えていただきたいと

思います。　その中で、宮崎大学整形外科に
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思っています。医局に対して、論文も書かず

学会発表もなくただ、これがしたいと言う意

見は通りにくいですが、それができる環境に

いない先生もいるかと思われます。そのため

には、情報が必要と考えています。どのよう

な形でもいいので、自分の進路に迷っていて

現在の置かれている状況が少し違うなと思っ

ている先生は教えていただければ幸いです。

できるだけ（ここが重要で必ずできるわけで

はありませんが…）みんなが納得する人事を

考えています。

　取り留めない話をつらつら書きましたが、

正直医局長業務で忙殺される日々を送ってい

ます。先生方にご迷惑をおかけすることも

多々あると思いますが、優しい目で見守って

いただけると助かります。

入局を少しでも考えている研修医の先生の情

報がありましたら、直接でもメールでも手紙

でも構いませんのでご教授いただければ幸い

です。先生の研修医への指導が今後の入局者

増へとつながり、関連病院への医師派遣数の

増加、しいては教室の今後の発展につながる

と考えています。

　また、重要な医局長としての仕事として

人事異動があります。医局員の先生が将来ど

のようなビジョンを持ってどのような専門性

を高めたいと思っているのか今一つ掴めてい

ない先生もいることは確かです。みんなの思

うような人事ができるとは思っていません。

これまでのように誰かが、いやな思いをして

いることも現実だと思います。医局長として

は、なるべく公平公正に人事を考えたいと



帖 佐 悦 男宮崎大学医学部整形外科学教室

ISE　BOCCIA　2018
（国際ボッチャ競技連盟公認のアジア・オセ
アニア地区オープン伊勢大会）に参加して
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今回、日本ボッチャ協会（Japan Boccia 

Association、JBoA）が、日本で初めて国

際ボッチャ競技連盟（Boccia International 

Sports Federation: BISFed）公認の国際大会

（ISE　BOCCIA　2018）を、三重県伊勢市

で開催（2018年3月16日から21日）し、チー

ムドクターならびに大会ドクターとして参加

してきましたので、ボッチャについて紹介し

ます。リオデジャネイロ・パラリンピック団

体銀メダリストで日本代表主将の杉村英孝選

手は「東京パラリンピックへの通過点ですが、

国内初の世界ランキングに反映する大会で楽

しみ。ボッチャへの関心を持ってもらいた

い」との意気込みを語られました。ボッチャ

の日本代表選手は「火の玉JAPAN」と呼ば

れ、2016年に開催されましたリオデジャネイ

ロパラリンピックで銀メダルを獲得したこと

が、普及活動につながりました。

ボッチャとは、まず「ジャックボール」と

呼ばれる白いボール（目標球）を投げ、赤・

青のそれぞれ6球ずつのボールを投げたり、

転がしたり、他のボールに当てたりして、い

かに「ジャックボール」に近づけることがで

きたかを競う競技です（図１）。障がいの

種類や程度によって4つのクラス（BC1〜4）

に分かれていて、個人（1人）、ペア（2人）、

チーム（3人）でそれぞれ順位が競われます。

重度脳性まひや同程度の四肢重度機能障がい

の方が対象選手になります。カーリングに似

ていますので、「床の上のカーリング」とも

呼称されます。

ISE　BOCCIA大会では、個人戦でBC1ク

ラスの中村拓海選手、BC2クラスの杉村英孝

選手が優勝し、団体戦ではBC1/2チーム戦が

優勝、BC3ペア戦が準優勝と日本チームが活

躍しました（図２）。帯同に関しては、車い

すバスケットボールと異なり、原則重大な外

傷は発生しませんが、今回は車いすの移動

時の転落への対処がありました。日常の障が

いなどに関することは、帯同の看護師が対応

しています。今回は普及活動の一環として、

AKB「チーム8」が参加し、盛り上がりをみ

せていました。

最後に、ボッチャがより一層普及し、有望

な選手が育ち「火の玉JAPAN」が2020東京

パラリンピックで活躍することを祈念します。

また、宮崎でも第一線で活躍する選手が台頭

することで、障がいをもっている子どもたち

の目標になり、社会参加に貢献することを期

待します。



図１　山梨県ボッチャ協会HPより 図２　試合中の杉村英孝選手
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三 橋 龍 馬野崎東病院

第60回西日本整形外科
親善野球大会を終えて
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私が入局以来、宮大整形外科野球部は常に
予選を勝ち抜き日整会へ出場していました。
まだ医師免許を得て数週間で右も左もわから
ず当時教授を退官された田島直也先生のユニ
ホームを医局会で手渡され、初めての日整会
に金沢に連れて行って頂いたのを昨日のよう
に思い出します。そんな私が今はキャプテン
をさせていただいて（させられて）いること
を考えると光陰矢の如し、感無量です。今回
は第60回西日本整形外科親善野球大会とのこ
とで節目の年にキャプテンを仰せつかり恐悦
至極です。なぜか第60代の巨人軍の4番打者
は落合選手だったなあと思いだしました。

さて3年前に予選で負けて以来、日整会出
場がかなわずそれ以来、暗黒の時代に突入し
ました。それもそのはずで私が入局した当時
は医局長が渡邊しんじ先生で帖佐先生も教授
選を戦っていたと記憶しています。その私が
当時の医局長の年齢を超えているにも関わら
ず今現在、40歳の私が偉そうに説教をできる
後輩はたった3人ですので高齢化がわが整形
外科野球部にも到来していることを実感しま
す。（スターティングメンバ―は全員アラ
フォー以上です）前キャプテンのコゾノキャ
プテンから半ば強制的にキャプテンを拝命し
た時にはどうしようかと思いました。やるか
らには勝ちたいし勝ったらキャプテンを次世

代に受け渡すことを許可するとの約束のもと
勝つためにどうすればいいのかを必死に考え
ました。若い野球経験者は入局せぬまま月日
が経っておりベテランたちの力に頼らざるを
得ない状況でした。そこでまずは過去5年ほ
どのスコアブックをすべて集め個人成績を出
して分析をしました。そこで得た事実は高齢
化に伴い盗塁などの機動力はほぼないものの
打撃個人成績は意外といいものであるとの結
果でした。そこで前キャプテンの提唱した2
番打者にバントさせない野球を継承しながら
近年の野球業界の流れについても研究しまし
た。その結果はサイバーメトリクスなるもの
が提唱されておりメジャーでは2番に強打者
を配置する傾向があることもわかりました。
打率や打点、長打率といったものに加えOPS
というものを算出しそれらをランキングしま
した。OPSは出塁率と長打率を足し合わせた
値であり得点との相関係数が高いと言われて
います。（参考資料参照）白い壁の個室のあ
る居酒屋を探し、アマゾンで小型プロジェク
ターを自費で購入しこれらのデータをパワー
ポイントにまとめ、そのパワーポイントを壁
に映写しながら三橋が司会進行し、決起集会
という名の飲み会を開催し諸先輩方と交流を
持ちながらチームの団結を図りました。（今
までのどんな学会よりも気合の入った発表と
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初回にまたも先頭の安藤が出塁しこの試合
4番に入った石田のライト前ヒットで先制し
ました。先発長澤はこの大会にかける意気込
みを感じさせる安定したピッチングを披露し、
また捕手福嶋の見事なリードもあり４回まで
相手打線を完璧に抑えこみました。3対0で迎
えた4回裏に追加点の絶好のチャンスで三橋
が凡打し無得点に終わりました。個人的には
ここで追加点を挙げればほぼ試合が決まると
思っていました。嫌な予感がしました。5回
表、ここまで安定したピッチングをしていた
長澤が先頭打者を死球で出塁させその後は詰
まった当たりが外野の前に落ちるような不
運なヒットも続き同点に追いつかれました。
（5年前の三橋であればおそらくぎりぎり捕
球できたであろうポテンヒットがいくつかあ
り非常に口惜しい時間が過ぎました）三橋と
交錯し鼻出血しさらにコンタクトを落としな
がらも守り切ったレフト川野の頑張りもあり、
なんとか同点で5回裏の攻撃を迎えました。

ここまで2試合、ほぼすべての打席で出塁
し塁上を走り回った先頭打者のアラフィフの
安藤先生のハムストシングスは限界に達して
おりチームに嫌な雰囲気が漂いました。しか
しマツゲン先生復帰によりいつも以上に奮起
してくれた黒木ひろし先生などの必死の応援
もありその雰囲気はかき消されました。

　そしてこの試合の一番のクライマックス
が5回裏に訪れました。先頭打者のコゾノ前
キャプテンが四球で出塁したものの後続が倒
れ2死1塁となりました。次打者は鼻出血＆コ
ンタクト落としの川野先生でした。血の出る、
もとい火の出るような当たり、気迫のセン
ター前ヒットで2死1，2塁となりました。そ
こで打席には巨人の元捕手、山倉と意外性に
おいて双璧をなすと謳われる池尻先生が立と

なりそのスライド枚数は１２０枚を超えてし
まいました。）OPSの日本プロ野球での生涯
記録保持者は王貞治選手ですが我がチームに
はその王さんを超える選手が5人以上いると
いう結果でしたので守備にミスがあって4点
取られても打って5点取り返せばいいと考え
る野球を目指すこととしました。（出塁率が
1番いい石田先生が得点のホームをあまり踏
んでいないという現象についての考察はあえ
てしませんでした。）

大会は鹿児島で行われました。開業に伴い
野球はセミリタイアしていたマツゲン先生も
ご実家のある鹿児島開催であったこともあり
現役復帰して頂き、試合前からチームには勝
てる雰囲気が漂っていました。（この原稿作
成時、かのイチローもマツゲン先生をマネし
て一旦引退した感じになっていますがマツゲ
ン先生のように復活して欲しいものです）

１回戦の相手は長崎大学でした。初回から
先頭打者の安藤、三橋の左中間への連続2塁
打を皮切りに4点を先制しました。その後も
わがチームの打線が爆発し22対0で勝利しま
した。点差があったこともあり先発の松岡篤
先生が変幻自在の変化球を操り危なげなく勝
利しました。打撃が爆発しすぎで攻撃時間が
長すぎ、試合途中でバケツをひっくり返した
ような豪雨と雷により試合が中断しました。
そんな中やはり一番盛り上がったのはマツゲ
ン先生が打席に立ち鋭い当たりを連発した時
でした。

準決勝の相手は九州大学でした。若い先生
が多く入局し、近年強敵となってきている相
手でした。試合前に浮足立つチームを落ち着
かせたのはこれまたマツゲン先生の「九州大
学に負けた事あるのか？ないだろ。大丈夫」
といった内容の言葉でした。
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遅れたため試合は3回までの変則的な形式で
あったことも影響し0対1で惜敗しました。

しかしながら目標であった日整会出場を達
成したので満足感のある大会となりました。

決勝戦は好機でマツゲン先生を代打で送る
予定でしたが、所要で早退されたためそれが
叶わず結果として敗けてしまいました。マツ
ゲン先生がいたらきっと決勝打を打ってくれ
て優勝していたと思い、その点は少し悔やま
れますが全体的には非常にいい大会でした。

また余談ですが「麻酔科に入局する予定で
すぅ」と言っていた黒木たかお先生の娘さん
が非常に優秀なマネージャーとなって頂き、
しっかりとスコアをつけてくれました。近年
稀にみる本気モードの殺伐としたベンチの空
気を肌で感じたにもかかわらず、（いや感じ
たからこそ？）整形外科入局を決めてくれた
ことも収穫でした。

今年は明らかにチーム全員のバットの振り
が例年より鋭かったです。おそらく試合で打
てなかったらまた飲み会で三橋にネタにされ
てしまうという危機感によりバッティングセ
ンターに通ってくださった野球部の皆さんの
おかげかと思っています。これは私の感想
ではなく、準決勝までの2試合のチーム打率
は.437(57打数28安打)とかなりの高打率を残
せております。この場をお借りして深謝しま
す。

またいつも日整会や予選に参加するために
病院をあける際にご協力を頂いている同門会、
医局員の先生方にもこの場をお借りして深謝
いたします。

うとしていました。同点に追いつかれた際に
は頭の上をボールが通過していき3塁打を献
上していた意外性の男でした。試合前の三橋
監督の作戦では好機で下位打線に回った際に
は躊躇なくマツゲン先生を代打として送る作
戦でした。そのために半月板が残りわずかし
かない石田先生を4番で先発起用していたの
でした。（結果として4番として先制打を打
ち仕事をこなし、この采配は的中していまし
た）しかし試合終了までにもうひとやまある
という予測とマツゲン先生を早めに代打に出
したら安藤先生の肉離れが悪化して動けなく
なった際にメンバ―が足りなくなる可能性も
あったので池尻先生をそのまま打席に送りま
した。するとどうでしょう。（ビフォーアフ
ター風に）さすが意外性の男、池尻先生。ラ
イト越えの勝ち越しの3塁打をかっ飛ばして
くれました。その一打でチームは勢いに乗り、
有住先生の技ありの安打へと続き、貴重な追
加点を挙げその後もあたかも人工関節後に洗
浄するパルス洗浄機のように上位打線がベケ
ベケと打ちまくり、最後はコゾノ先生の3塁
打で1塁走者三橋が本塁を踏んだところで10
対3となりサヨナラコールドゲームとなり感
動的なフィナーレを迎えました。無事に日整
会出場を決め久しぶりに野球をしていて興奮
しました。

決勝戦の相手は熊本大学でした。１番
ファースト帖佐、2番ライト関本、3番セン
ター黒木ひろし、4番ピッチャー矢野（敬称
略）の超攻撃的布陣（ほぼほぼ200歳打線）
で挑みました。

先発の矢野先生の力投もあり緊迫した試合
展開となりました。雨天の影響で試合開始が
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2018年3月4日に日本整形外科学会サッカー
大会の南九州予選が、鹿児島県薩摩川内市で
行われました。鹿児島大学、大分大学との総
当たり戦で優勝チームが本戦に出場できる仕
組みになっています。最も重要といわれてい
る試合の順番ですが、日吉キャプテンのすば
らしいくじ運により、1試合目に大分大学、3
試合目に鹿児島大学と１時間以上休憩をとる
ことのできるすばらしい組み合わせとなりま
した。

1試合目の大分戦は、お互い1試合目であり
例年通りの緊迫した試合展開となりました。
園田総監督不在であり、交代のタイミングが
なかなかうまくいかず膠着した試合展開でし
たが、横江先生の個人技により先制に成功し
ました。後半には2年に1回ゴールを決める深
尾先生のスーパーゴールでリードを広げ、そ
のまま逃げ切ることができました。

鹿児島戦では、勝った方が本戦出場権を得
る試合となりました。藤田先生のゴールで
早々に先制するもその後追加点が奪えず緊迫
した状況で後半を迎えます。待望の追加点は
右からのクロスに永井先生が、全盛期のロベ
ルトバッジョを彷彿とさせるジャンピングボ
レーシュートを突き刺しました。その代償と
して足がつって交代となりました。その後は、
横江先生がいつもどおりハットトリック、公
文先生の惜しいヘディングシュート、ロスタ

イムには森田先生が無人のゴールにループ
シュートを放ち、バーにはじかれたところで
タイムアップとなりました。無事4年連続本
戦の出場権を獲得することができました。

2018年5月24日に神戸市で慶応大学相手に
日本整形外科学会サッカー大会初戦を迎えま
した。豊富な人材に多くの若手がいる慶応大
学に対して、日吉キャプテンが肉離れを起こ
した状態でフル出場するなか、開始2分で不
動のレギュラー大倉先生が肉離れを起こし退
場となりました。開始5分で2点を先制され、
その後全力を尽くすも力及ばず今年も悲願の
初戦突破はなりませんでした。横江先生の、
練習を増やす、という言葉だけが耳に残って
います。

同門の先生方には、ご迷惑をおかけする中
いつも快く送り出してくださり、応援してい
ただき感謝申し上げます。今後ともよろしく
お願い申し上げます。
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残暑厳しい2017年9月8－9日に第43回日本

整形外科スポーツ医学会が帖佐悦男教授を会

長として「スポーツ医学イノベーション　継

承と革新：RWC2019, Tokyo2020」をテーマ

に掲げ、24年ぶりに宮崎・シーガイアコンベ

ンションセンターで開催され成功裡に終わり

ましたのでご報告させていただきます。

本学会の開催が決まった後、約1年半の準

備期間で同門会、医局員の先生方の御支援を

いただきながら少しずつ進めて参りました。

帖佐教授の目まぐるしく変化する指令のもと

に事務局の皆さんと右往左往しながらようや

く開催にたどり着けました。帖佐教授のお人

柄か、宮崎自体の魅力か、あるいはその両方

のおかげで応募演題数は過去最高の352題に

上り、192題を口演、160題をポスターで採択

させていただきました。

応募していただいた演題は大学のスタッフ

全員で分野別に査読していただき、セッショ

ン割り振りをおこないました。また、特別講

演1題、教育研修講演3題、招待講演3題、シ

ンポジウム40題、パネルディスカッション

47題、企画レクチャー1題、ハンズオンセミ

ナー2つ、ランチョンセミナー９題、学術プ

ロジェクト2題、Travelling Fellow報告2題

など盛りだくさんの内容を企画いたしました。

帖佐教授のご意向でなるべく多くの医局員の

先生方にシンポジウム・パネルディスカッ

ション、レクチャーの演者、あるいは座長と

してご協力していただきました。質の高い発

表と活発な討議が随所でみられたのも皆様の

おかげであると拝察いたします。

特別企画としてリオオリンピックで大活躍

しメダルを獲得した旭化成柔道部の中村兼三

監督、芳賀龍之介選手、大野将平選手と永瀬

貴規選手をお招きし、「ケガとの闘い」を中

心にリオオリンピックから東京オリンピック

までの道のりについて幅広くお話を伺いまし

た。こちらも会場に入りきらないくらいの観

衆を集め好評でした。

さらにスポーツアクティビティとして、早

朝のキャッチボール大会・サーフィン大会・

タッチフット大会を企画し、多くの参加者

に楽しんでいただきました。「勉強できて、
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と思います。

学会を開催するにあたり、同門会の先生方、

医局員の先生方、事務の皆様のご支援ご協力

なくては運営はおろか準備もままならなかっ

たと存じます。皆様のお力をいただきながら

一丸となって無事に全国規模の学会を宮崎で

開催できたことを心より嬉しく思います。今

後も帖佐会長のもと全国規模の学会もいくつ

か予定されております。学会成功のために変

わらぬご支援を賜れば甚幸です。

サーフィンもできてこんなに楽しい学会は初

めて！」との多くのお言葉もいただいたよう

です。担当された先生方のご尽力に感謝いた

します。

最終的に2日間の開催を通じて1229名もの

方々にご参加いただき、盛況のうちに第43回

日本整形外科スポーツ医学会は終了いたしま

した。特に初日の全員懇親会は会場に入りき

れないほどの参加者を集め、参加された皆様

に宮崎の美味しいものを堪能していただけた
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２０１８年２月１８日　第５１回宮崎救

急医学会が宮崎大学医学部で開催されまし

た。整形分野でないためご存知ない先生も多

いかと存じますので宮崎救急医学会を少しご

説明させて頂きますと、年に二回開催される

救急関連の学会であります。救急はもとより

内科・外科的疾患、整形・形成外科、精神疾

患、消防や看護関連といった多岐にわたる演

題が集まります。参加者も医師だけでなく看

護、救急消防、医療事務といった救急に関わ

る多種多様な方々がご参加され、毎回活発な

討論が繰り返されております。過去には救急

関連の先生方での開催がほとんどではありま

したが、今回初めて整形外科で担当させてい

ただいたことは誠に光栄なことであり、改め

て宮崎救急医学会幹事の方々に心より感謝申

し上げます。

今回は日曜日開催、午前開始とさせていた

だきましたが、１７２名の参加がありました。

医師、看護師、コメディカル、消防救急隊か

らの一般演題２５題に加え、医学生・研修医

セッションにおいては１４演題と非常に多く

のご発表があり、活発な議論がなされました。

また、今回の学会テーマは「外傷医療におけ

るInter-Professional Work（IPW; 多職種連

携）」とさせていただきました。パネルディ

スカッションでは外傷医療に従事される様々

な診療科、コメディカルの方、５名にそれぞ

れのご立場から発表していただき、宮崎県内

における外傷医療の課題と問題点についてご

協議していただきました。治療経過の各時相

において関連する各専門診療科が適切な治療

をシームレスに行うだけでなく、多職種間で

共に理解・協力しいわゆる『チーム医療』を

充実させ「Face to Face」な関係性の構築が

最も重要であるとの結論であったと思います。

今後の宮崎県の外傷医療の発展が期待できる

パネルディスカッションでありました。

特別講演では帝京大学医学部附属病院救急

科外傷センター 教授/センター長　新藤正輝

先生をお招きして、「重度救急外傷における

初期対応の重要性〜多職種連携による質の向

上」と題して、重度外傷に関する初期診療の

重要性、治療戦略に関してわかりやすくお話

しいただいたのはもちろん、多職種のチーム

医療の構築においては、当学会でのパネル

ディスカッションを総括していただき非常に

有意義な会であったと思います。

さて、平成24年宮崎大学救命救急センター

の開設、ドクターヘリの運行開始から大学で
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ります。「好きこそ物の上手なれ」、将来高

度プロフェッショナル制度に影響されないこ

とを祈ります。

最後になりますが今回の開催にあたり、宮

崎救急医学会幹事の方々、帖佐先生、整形外

科同門会の先生方をはじめ、ご参加いただい

た皆様に多大なご協力を賜り心より感謝申し

上げます。

（また、本学会の開催は整形外科事務員の

方のスペシャリティー高いご支援に特に感謝

いたします。まさに宮崎整形外科コングレ社

のようなサポートでありました。ありがとう

ございました。）

の救急医療は大きく改変し、多発外傷、熱

傷、中毒はもとより重症感染症、心疾患など

の多岐に渡る疾患に対して救急科のスタッフ

を中心に２４時間体制で初期診療から集学的

治療に当たっておられます。我々外傷を扱う

整形外科医もその役割は大きい一方、高まる

外傷の重症度、多様性に混迷を受ける場面も

多々あります。近年の外傷医療の進歩にも関

わらず、救命できたはずの防ぎ得た外傷死

（Preventable Trauma Death）の存在や地

域間外傷医療格差など、その課題や問題点に

対して社会的にも議論されているところであ

ります。宮崎の地域医療の一端を担う我々と

しても日々研鑽し、高いレベルの外傷医療を

提供することが使命であると認識しておりま

す。私が知っているスペシャリティー高い外

傷外科医は概ね「外傷、手術」は三度の飯よ

り好きという輩が多いようであります。我々

同門整形外科医にもそのような人物を何人も

知っており、外傷手術を「マスターベーショ

ン化」し、結果患者への良好な臨床成績に繋

がるというまさに医療界に高い生産性をもた

らすという状況（ある国会議員へご連絡した

いところです。）が構築できている状況であ



三 股 恒 夫医療法人　杏林会　三股病院

第26回同門会ゴルフ大会
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小雨まじりの天候でしたが特に寒いわけで

もなくプレイに支障を来すようなこともな

く、まあまあなゴルフ日和だったと記憶して

おります。レイクサイドゴルフカントリー倶

楽部は、私にとって相性の良いコースのよう

です。ホームコースは美々津カントリークラ

ブですがスコア的にはこのコースの方が好き

です。アウトの1、2、3番を2オーバー程度で

通過出来れば、池ポチャの恐怖から解放され

精神的にも安定し良いスコアが出るようです。

しかしながら、今回の優勝の要因は、まずダ

ブルペリア方式にあったと思います、ボギー

やダブルボギーもいくつかあったのですが運

良く隠しホールであったために、ネットスコ

アが良くなり今回の結果となりました。そし

て、何と言ってもいちばんの要因は同伴の先

生方に恵まれたことだと思います、大塚直純

先生、公文崇詞先生ありがとうございました。

楽しい1日を過ごすことができました、心よ

り感謝申し上げます。現在のところシャンク

病にかかってしまい悩んでおりますが、なん

とか練習で克服し3連覇を目指したいと思っ

ております。三連覇達成の暁にはシャンク病

の治療法について書きたいと思います。次回

もよろしくお願いいたします。



神 薗 　 豊かみぞの整形外科

第20回　同門会テニス大会
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同門会テニス、第２０回大会は晴天に恵ま

れた一ツ葉エントランステニスコートで１１

月２３日に行われました。メンバーは例年通

り弓削孝雄先生、川野啓一郎先生、福田健二

先生、松本英裕先生、麻生邦典先生、尾田

朋樹先生と今回初参加の柏木輝行先生でし

た。柏木先生がどんなテニスをされるのか興

味津々でしたが、元ラガーマンらしく、タッ

クルされても簡単には倒れそうにないフット

ワークでコート上を躍動され、その突進力は

やや独特なラケット捌きと相俟って重くて癖

のあるボールとなって相手を苦しめました。

私はそのテニスになれるべく練習で対戦相手

をさせてもらいましたが、試合では組み合わ

せの関係で対戦がなく、残念(ラッキー？)で

した。結果はこの幸運もあり、私が優勝、柏

木先生は３位と健闘されました。同テニス大

会は毎年勤労感謝の日に和気藹々と開催され

ます。次回も是非、初参加の先生を含め、多

数の先生方の参加を期待します。



福 嶋 秀 一 郎岡田整形外科

第14回帖佐杯ゴルフ大会
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平成30年4月15日に宮崎レイクサイドゴルフ

倶楽部で第14回帖佐杯ゴルフ大会が開催され

ました。主催者の帖佐教授が仕事のため残念

ながら欠席されましたが、市原先生、平川同

門会長をはじめ、総勢15名でのラウンドにな

りました。

　今回の大会、私は大塚先生、平川会長、川

野（彰）先生とラウンドさせていただきまし

た。先輩方に囲まれてのラウンドでしたので

いい緊張感をもってプレーできました。朝か

ら快調なドライビングを見せる川野先生にな

んとか食らいつこうと、前半ラウンドは42で

した。私の帖佐杯のハンデは22でしたので、

昼食時に「どうせ優勝するならぶっちぎりの

ネット50台」と川野先生と大いに盛り上がっ

ていたのですが、やはりゴルフはメンタルが

大事だと再認識させられたラウンドでした。

　インコースに入るとスタートはよかったも

のの、ネット50台というプレッシャーがじわ

じわと押し寄せてきて、徐々にドライバーが

曲がり、さらに15番のショートではティー

ショットがまさかのダフリ・・・、ボールが

坂道を転がり落ちて池ポチャ。最終18番では

ドライバーが左に曲がって木にあたり、ダフ

リを繰り返し、安全のために池の前に刻んだ

はずなのに、次のボールを池ポチャ。さらに

打ち直しのボールはグリーン奥のバンカー

へ・・・。18番はダブルパーの10打。結局終

わってみれば前半42、後半45のトータル87

（ネット65）でした。

　スコア的には満足できるものでしたが、最

後に失速する原因になった精神面の弱さが課

題となりました。2年ほど前からゴルフ練習

場に通い始め、最近成果が出てきているのを

実感しています。ただし、なかなかスコアに

つながらず、アイアンが良くなると昔は曲が

らなかったドライバーが曲がりだし、以前は

何も考えずに打っていた100ヤード以内やバ

ンカーショットが難しくなり、やればやるほ

どゴルフの難しさと奥深さを感じています。

もともと野球でもそうですが、プレッシャー

には弱いタイプですので、これからもっと練

習を重ねて、プレッシャーに打ち勝つ自信を

つけたいと思います。そして次回の同門会ゴ

ルフも優勝目指して頑張りたいと思います。

目指せグランドスラム。ありがとうございま

した。



長 澤 　 誠 　
石 田 康 行 　
帖 佐 悦 男

宮崎大学医学部整形外科学教室

野球検診結果2017
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2017年度も毎年恒例12月の日曜日に宮崎県
少年野球検診を行うことができました。たく
さんの同門の先生方、スタッフの皆様のお力
のおかげと感謝しております。

2017年度は616名の小学生球児たちが受診
してくれました。そのうち119名(19%)が要
二次検診との診断を受け、116名が同日二次
検診を受診しました(かかりつけに紹介3名)。
そのうち10名の上腕骨小頭離断性骨軟骨炎
(OCD)が発見されました。

2015年から2017年の3年間に当科で手術を
受けた野球をやっている小中高校生は23人で
した。そのうち18人は検診を受診していませ
んでした。検診を受けていた5人中4人は侵襲
の少ない鏡視下廓清術を行っていました。

検診を受け早期にOCDを発見することは
手術を回避することに役立っていました。

また病変が残った時でも侵襲の小さい手術

で済むことが多く保存療法の役割は大きいと
考えます。

初期には自覚症状が少なく病院を受診した
際には手術が必要な末期で発見されることが
多いOCDを保存療法が奏功する初期で発見
するためには超音波を用いた野球検診しかな
いと考えており、今後も継続して行っていき
たいと考えております。

何卒今後とも同門の先生方のご協力をお願
いいたします。



藤 田 貢 司藤元総合病院　整形外科

2017年 医局旅行in黒川温泉・湯布院
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2017年2月10日から12日にかけて医局旅行

in黒川温泉・湯布院が開催され、私・妻・長

男・長女と家族4人で参加させて頂きました。

今回の旅は少しでも多くの方に参加して頂

き、のんびりとした旅をというコンセプトで、

九州内の温泉地を巡るツアーを計画しました。

帖佐先生を始めとした医局の先生方、病棟

スタッフの方々、入局前の研修医二年目の先

生方と多くのメンバーに参加頂き、非常に賑

やかな旅となりました。

大学をマイクロバスで出発し、まずは熊本

県人吉市の球磨川へ。天候は雨、大変肌寒い

中でしたが、掘りこたつ付きの屋形船に乗り、

熱燗を堪能しながら川下りを楽しみました。

その後は北堀君セレクトの鰻屋に向かい、

名物の蒲焼に舌鼓。その後は旅館へ向かい、

夕方には黒川温泉の旅館へ到着、あたりは一

面の雪景色でした。温泉街の散策や入浴、0

次会などで各々ゆっくりと過ごし、夜はお楽

しみの懇親会です。おいしい料理やお酒、温

かい歓迎、我らが帖佐教授に熱い歓迎のご挨

拶も頂き、初日の楽しい夜は更けていきまし

た。

翌日は由布院温泉へ向かい、こちらも一

面の雪景色、季節感を存分に堪能できまし

た。到着後は全員で陶芸教室に参加。それぞ

れ個性溢れる作品を作っていましたが、わが

娘は「パパ、アンパンマン(作りなさい)」と

三歳児全開でした(笑)。その後は思い思いに、

雪景色の由布院を散策し、その後はホテルへ。

この日も懇親会、その後の二次会と楽しい夜

が更けていきました。最終日は別府温泉に向

かい地獄巡り、関アジ・地獄蒸しを堪能し帰

路に着きました。大学にいる間は週末の外勤

が多く、家族とゆっくり過ごす機会はなかな

かありませんでしたが、今回はゆっくりと家

族で過ごすこともでき非常に楽しい時間を過

ごすことができました。何より先生方やス

タッフの方々が、私の家族にも非常に気さく

に接して下さり、整形外科に入局して良かっ

たと改めて感じることができる医局旅行とな

りました。
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１年を振り返って

新入局員歓迎会　H29. 4

ロコモメイト養成講座　H29. 6 田野町ロコモ検診　H29. 6

第１回宮崎外傷研究会　H29. 4
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世界ジュニアサーフィン選手権　H29. 9

第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会　H29. 10

第 43 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会
キャッチボール大会・タッチフット大会・サーフィン大会

H29. 9
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市民公開講座　H29. 10 はまゆう整形外科セミナー　H29. 11

第 75 回宮崎整形外科懇話会
H29. 12
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帖佐悦男教授　還暦祝賀会
H29. 11
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谷口昇先生　教授就任壮行会　H30. 3
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はじめまして。川越秀一の父親の川越勝秀と申します。この度は、愚息秀一が宮崎大学

整形外科に入局させていただいたのを機会に、私も同門会に入会させていただき誠にあり

がとうございます。帖佐先生に感謝いたします。

秀一は鹿児島で生まれておりますが、私は、生まれも育ちも日南市飫肥です。二人兄

弟の兄が東京で建築事務所を構えたため、両親の面倒を見るため1997年に日南市に戻り、

「川越整形外科」を開業し現在に至ります。

父親はなくなりましたが、７年前に交通事故で瀕死の重傷を負った母親は、県立日南病

院に勤務され、事故当日当直されていた福田先生の迅速なご判断と中村先生と李先生の適

切で高度な治療(骨盤骨折、両下腿骨骨折、脊椎破裂骨折、肋骨多発骨折、骨盤内動脈損

傷などにて術後ICUにて約1Ｍほど人工呼吸器管理)のおかげで、91歳になった現在もまだ

健在で一人で畑を耕しております。本当にお世話になりました。ありがとうございました。

一生感謝です。

私の診療所は19床と40人規模の通所リハビリを有してはいますが、メインは外来リハビ

リで細々とやっております。細々ではありますが、診断や治療に難渋することは多く、非

常に困った症例など、これまで大学病院はもとより、県立日南病院をはじめとする多くの

系列病院にご紹介をさせて戴き、助けていただいたおかげで現在があると思っております。

この場をお借りして心より感謝の意をお伝えしたいと存じます。本当にありがとうござい

ました。そしてこれからもよろしくお願い致します。そしてこの場をお借りして謝ってお

かねばならないことがあります。何も考えず同じ「川越整形外科」という名前を付けたば

かりに患者様の紹介間違いなどで大変ご迷惑をおかけしている川越正一先生、本当に申し

訳ございませんでした。どうかお許しください。今回、幸いこのように同門の皆様にご挨

拶をさせて戴く機会を頂けましたので、今後は間違いが減るものと信じております。今後

ともどうぞよろしくお願いいたします。

添付させていただいた写真は2013年8月31日に沖縄で開催された西日本整形外科親善野

川越整形外科 ( 日南市 )

  川 越 勝 秀

賛助会員入会ごあいさつ
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球大会で優勝(二軍)した時の写真です。準決勝で宮崎大学と当たり、初回に5点を取られ

負けるかと思った試合です。炎天下の中、3試合目ということでエースの柳園先生がつい

に力尽き、なんとか勝たせていただき、決勝では元気いっぱいの琉球大学と互角に戦い、

最終的にはじゃんけんでの決着とはなりましたが、一人で最後まで投げ抜いての優勝でし

たので最高の思い出となっています。今年も福岡で開催されますが、もし対戦の機会を頂

けた時は全力投球で行きますのでよろしくお願い致します。

最後になりましたが、帖佐悦男先生および医局の先生方、そして同門会の皆様、秀一

共々、ご指導・ご鞭撻のほどどうぞよろしくお願い申し上げます。
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名　　前：岩 佐 一 真
生年月日：1990 年 4 月 27 日

出身高校：宮崎大宮高等学校

出身大学：宮崎大学

初めまして。岩佐一真と申します。地元は宮崎県高鍋町の宮崎人です。部活は中学・
高校・大学とラグビーをしておりました。学生時代から整形外科の先生方には実習やグ
ラウンドで非常にお世話になりました。そんな先生方に憧れて入局させていただきまし
た。タックルをしすぎたせいか、はたまたお酒の飲みすぎか同期と比べて成績が悪く人
間性も未熟であり先生方にご迷惑をおかけすることが多々あるかと思います。しかしお
世話になった宮崎大学整形外科に少しでも貢献できるよう努力していきたいと思いま
す。こんな私ですがご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

初めまして、今年入局となりました石田翔太郎と申します。
サーフィンのために初期研修だけ宮崎県で行う予定でしたが、延長することにしまし

た。
よろしくお願いします。

名　　前：石 田 翔 太 郎
生年月日：1987 年 9 月 27 日

出身高校：奈良学園高等学校

出身大学：近畿大学

新入会員自己紹介（正会員）



新入会員自己紹介（正会員）
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名　　前：北　堀　彩泰子
生年月日：1991 年 4 月 18 日

出身高校：日向学院高等学校

出身大学：福岡大学

宮崎大学整形外科に入局しました。
大学時代は準硬式野球部のマネージャーをしていました。
右も左もわからない状態でご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

本年度より入局いたしました、川越悠輔です。まだまだ知識・技術とも未熟ではあり
ますが、日々努力することを忘れず一人前の整形外科医になるべく邁進してまいりたい
と思います。

今後ともよろしくお願いいたします。

名　　前：川　越　悠　輔
生年月日：1989 年 4 月 8 日

出身高校：宮崎西高等学校

出身大学：東海大学



新入会員自己紹介（正会員）
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若いうちに（若くないけど）沢山勉強して仕事を頑張ります！！ あたたかい御指導・御
鞭撻をよろしくお願いします！！

飲めないけど飲み会好きです。誘って下さい。ハンドルキーパー、介抱お任せ下さい。

名　　前：日　髙　三　貴
生年月日：1987 年 3 月 6 日

出身高校：宮崎南高等学校

出身大学：宮崎大学
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平成30年度宮崎大学医学部整形外科学教室

同門会総会　議事報告
平成30年度総会：平成30年4月14日（土）17：30～18：15　宮崎観光ホテル

1. 平成29年度（H29.4/1～H30.3/31）事業報告

（１）会員状況（平成30年3月30日現在）
正会員：170名、賛助会員：48名

（２）入会・退会
正 会 員 入 会：北堀　貴史　　先生（平成29年 4月 1日付）
　　　　　　　黒木　智文　　先生（平成29年 4月 1日付）
　　　　　　　藤田　貢司　　先生（平成29年 4月 1日付）

（３）事業報告
平成29年04月08日（土）：第１回役員会・同門会総会・新入局員歓迎会
　　　　　　　　　　　　「宮崎観光ホテル」
　　　　　　　　　　8月：第28号同門会誌発行
　　 10月16日（月）：第２回役員会「ホテルメリージュ マンダリン」
　　　　　　　　　11月：同門会名簿・会則発行
　　 11月23日（木・祝）：第20回同門会テニス大会（優勝:神薗 豊 先生）
　　 11月25日（土）：第3回役員会・講演会・帖佐先生還暦祝賀会
　　　　　　　　　　　　「宮崎観光ホテル」
　　 11月26日（日）：第26回同門会ゴルフ大会（優勝:三股 恒夫 先生）
平成30年 2月28日（水）：第4回役員会「ホテルメリージュ　マンダリン」
平成30年 3月21日（水）：第5回役員会「宮崎観光ホテル」

 
（４）教室支援（留学、学会等）

短期留学支援
第43回日本整形外科スポーツ医学会学術集会

（５）会計報告
平成29年度決算は監査報告があり総会にて承認された。
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2. 平成30年度　（H30.4/1～H31.3/31）事業計画・予算

（１）平成30年度の予算案は総会（H30. 4/14）にて承認された。

（２）役員会開催　第１回役員会（平成30年 4月14日、宮崎観光ホテル）
　　　　　　　　　第２回役員会（平成30年10月頃、ホテルメリージュ　マンダリン）
　　　　　　　　　第３回役員会（平成30年11月24日、宮崎観光ホテル）
　　　　　　　　　第４回役員会（平成31年 3月頃、ホテルメリージュ　マンダリン）
	 　　
（３）講演会：平成30年11月24日

　　　　　　はまゆう整形外科セミナー（第12回）
　　　　　　　　　　　　　くろき整形外科　黒木　龍二　先生
　　　　 

（４）奨励賞（第12回）
　　　　①福島　克彦　先生『人工骨頭置換術におけるSuperPath approach』
　　　　②黒木　修司　先生『可変型遺伝子トラップ法を用いた骨代謝関連遺伝子の探索』
　　　　③甲斐　糸乃　先生『手外科医への道〜模索する日々〜』
　　
　　　　　＊授賞式および講演は平成30年4月14日の新入医局員歓迎会で実施

（５）親睦行事：平成30年11月23日（祝）：第21回同門会テニス大会
　　　　　　　　平成30年11月25日（日）：第27回同門会ゴルフ大会

（６）同門会誌第29号発行：平成30年８月

（７）同門会会則名簿発行：平成30年11月

（８）教室支援（留学・学会・研究助成など）

3. その他

　同門会総会予定：H31. 4. 13（土）『宮崎観光ホテル』



教室同門の研究業績

◆著　　書

1) 今日の治療指針2016年版 Volume58

2) リウマチ病学テキスト 改定第2版

3) 健康教室 第783集

4) サンテ宮崎 75号

5) 臨床栄養 Vol.128 No.2

6) 最新リハビリテーション医学 第3版

7) リハビリテーションにおける評価 Ver.3

8) 月刊新医療

− 73 −

田島卓也

医学書院, 2016, 1

濱田浩朗

株式会社診断と治療社, 2016, 1

帖佐悦男

株式会社東山書房, 2016, 1

帖佐悦男

公益財団法人宮崎県健康づくり協会, 2016, 1

帖佐悦男

医歯薬出版株式会社, 2016, 2

帖佐悦男

医歯薬出版株式会社, 2016, 3

帖佐悦男

医歯薬出版株式会社, 2016, 4

柏木輝行

株式会社エム・イー振興協会, 2016, 5



9) 今日の整形外科治療指針

10) 日本整形外科スポーツ医学会雑誌 Vol.36 No.3

11) 整形外科サージカルテクニック vol.6 4号

12) 子ども白書2016

13) 標準整形外科学 第13版　第14章　保存療法

14) 標準整形外科学 第13版　第26章　ロコモティブシンドローム
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帖佐悦男

医学書院, 2016, 5

田島卓也

日本整形外科スポーツ医学会, 2016, 7

帖佐悦男

メディカ出版, 2016, 8

帖佐悦男

本の泉社, 2016, 8

帖佐悦男

医学書院, 2016, 12

帖佐悦男

医学書院, 2016, 12



◆原　　著

1) Cardiac hypertrophy is exacerbated in aged mice lacking the osteoprotegerin gene

2) Empty can test

3) 豆状骨脱臼を合併した橈骨遠位端骨折の1例

4) 診断に難渋した大腿骨頚部脆弱性骨折の2例-アデホビルに伴うFanconi症候群に対する治療戦略

に関して-

5) 橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレート術後に遠位ロッキングスクリューがすべて折損

した2症例

6) 手術を行わなかった腋窩神経麻痺を伴った腱板広範囲断裂の経過

7) Angiotensin II Stimulation of Cardiac Hypertrophy and Functional Decompensation in 

Osteoprotegerin-Deficient Mice.
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Yilin Hao, Toshihiro Tsuruda, Yoko Sekita-Hatakeyama, Syuji Kurogi, 

Keishi Kubo, Sumiharu Sakamoto, Midori Nakamura, Nobuyuki Udagawa, 

Tomohisa Sekimoto, Kinta Hatakeyama, Etsuo Chosa, Yujiro Asada, Kazuo 

Kitamura

Cardiovascular Research, 110(1) : p62-72, 2016, 1

石田康行, 帖佐悦男

関節外科, 35(3) : p324-325, 2016, 2

小牧亘, 濱田浩朗, 永井琢哉, 帖佐悦男

骨折, 38(1) : p36-41, 2016, 2

今里浩之, 中村嘉宏, 池尻洋史, 日吉優, 川野啓介, 帖佐悦男

骨折, 38(1) : p138-141, 2016, 2

梅﨑哲矢, 森治樹, 三橋龍馬, 山口洋一朗

骨折, 38(2) : p260-263, 2016, 2

石田康行, 帖佐悦男, 矢野浩明, 谷口昇, 大田智美, 中村志保子

肩関節, 39(3) : p783-786, 2016, 3

Tsuruda T, Sekita-Hatakeyama Y, Hao Y, Sakamoto S, Kurogi S,

Nakamura M, Udagawa N, Funamoto T, Sekimoto T, Hatakeyama K, Chosa E, 

Kato J, Asada Y, Kitamura K

Hypertension, 67(5) : p848-856, 2016, 3



8) BTBと薄筋腱を併用した2重束ACL再建術の臨床成績と画像評価

9) A novel protocol to test age-related decreases in sit-to-stand movement abilities in 

healthy subjects.

10) 骨頭骨折を合併した寛骨臼後壁骨折に対する治療戦略　Surgical dislocationの有用性

11) 当科における仙骨脊索腫の手術成績

12) Remnant-preservint,selective single-bundle augmentation of the anterior cruciate 

ligament using a bone-patellar tendon-bone autograft: a technical note

13) 障害者スポーツの病態解析と機器の開発の研究-バイオメカニクス研究を中心に-

14) 非定型大腿骨骨折の検討

15) MRIによるプロサーファーの椎間板変性の検討～第1報～
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田島卓也, 石田康行, 谷口昇, 山口奈美, 帖佐悦男

日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会雑誌, 41(1) : p116-117, 2016, 3

Yamako G, Deng G, Totoribe K, Chosa E

Journal of Orthopaedic Science, 21(4) : p517-523, 2016, 4

中村嘉宏, 帖佐悦男, 池尻洋史, 日吉優, 川野啓介

骨折, 38(2) : p341-345, 2016, 4

濱中秀昭, 猪俣尚規, 黒木修司, 比嘉聖, 永井琢哉, 李徳哲, 平川雄介,

横江琢示, 帖佐悦男

Journal of Spine Research, 7(5) : p955-959, 2016, 5

Takuya Tajima, Etsuo Chosa, Nami Yamaguchi, Noboru Taniguchi,

Yasuyuki Ishida

The Knee, 23(3) : p554-558, 2016, 6

帖佐悦男, 鳥取部光司, 田村宏樹, 黒木洋美, 山子剛

デサントスポーツ, 37 : p35, 2016, 6

小牧亘, 深野木快士, 濱田浩朗, 帖佐悦男

骨折, 38(3) : p704-708, 2016, 6

小島岳史, 久保紳一郎, 三橋龍馬, 野崎正太郎, 田島直也, 原田昭彦,

尾崎勝博, 落合錠, 横田薫, 帖佐悦男

九州・山口スポーツ医・科学研究会誌, 28 : p56-60, 2016, 7



16) 膝関節外側滑膜ヒダ障害による弾発膝を来した1例

17) 当センターにおける高度麻痺性股関節脱臼に対する外科的治療選択

18) Screening for musculoskeletal problems in Japanese schoolchildren: a cross-sectional 

study nested in a cohort

19) Surgical treatment for hemodialysis associated cervical spobdyloarthropathy

20) 寛骨臼球骨切り（SAO）後の関節症進行に対する治療戦略～骨切り術から人工関節に至るまでの

治療の軌跡～

21) 80歳以上の大腿骨近位部骨折に対する循環器疾患の周術期リスクについての調査

22) リアルタイムMEPモニタリング下に腸腰筋に浸潤した後腹膜腫瘍を摘出した1例

23) 骨巨細胞腫2例に対するDenosumabを用いた治療経験
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三股奈津子, 石田康行, 谷口昇, 田島卓也, 山口奈美, 大田智美, 帖佐悦男

九州・山口スポーツ医・科学研究会誌, 28 : p78-80, 2016, 7

川野彰裕, 帖佐悦男, 柳園賜一郎, 門内一郎

脳性麻痺の外科研究会誌, 26 : p97-101, 2016, 7

N Yamaguchi, E Chosa, K Yamamoto, K Kawahara, H Hamada, N Taniguchi,

T Tajima, T Funamoto, S Kurogi, T Ota, S Nakamura

Public Health, 139 : p189-197, 2016, 8

Hiroshi Kuroki, Hideaki Hamanaka, Naoki Inomata, Kiyoshi Higa,

Takuya Nagai, Etsuo Chosa

Clinics in Surgery - Orthopaedic Surgery, 1(Article 1102) : p1-5, 2016, 9

中村嘉宏, 帖佐悦男, 坂本武郎, 渡邊信二, 関本朝久, 池尻洋史, 舩元太郎, 

日吉優, 川野啓介

整形外科と災害外科, 65(3) : p396-399, 2016, 9

梅﨑哲矢, 森治樹, 三橋龍馬, 山口洋一朗, 今里浩之

整形外科と災害外科, 65(3) : p526-528, 2016, 9

平川雄介, 帖佐悦男, 濱中秀昭, 猪俣尚規, 黒木修司, 比嘉聖, 永井琢哉,

李徳哲, 横江琢示

整形外科と災害外科, 65(3) : p561-564, 2016, 9

戸田雅, 帖佐悦男, 坂本武郎, 関本朝久, 渡邊信二, 濱田浩朗, 池尻洋史,

中村嘉宏, 舩元太朗, 日吉優, 川野啓介, 齊藤由希子

整形外科と災害外科, 65(4) : p655-657, 2016, 9



24) 肩鎖関節脱臼に対する新しい手術デバイス”Zip TightⓇ”の使用経験

25) Duechenne跛行が股関節接触位置と臼蓋部応力状態に及ぼす影響の評価に関する検討

26) ロコモティブシンドロームの国民的認知度向上とエビデンス構築に向けた活動-地域におけるロ

コモ認知度向上と前向き介入研究

27) 疲労骨折の画像診断

28) 宮崎県における側彎症専門外来の診療状況とその変遷

29) アキレス腱縫合術後に再断裂と創部感染を起こし治療に難渋した1例

30) 脛骨骨切り後に施行したTKA

31) 当科での人工膝関節置換術後感染に対するインプラント温存治療の経験(化膿性膝関節炎による

関節破壊と診断せずTKA施行した症例

32) 大腿骨転子部骨折術後に巨大血腫を併発し骨溶解した1例
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小島岳史, 久保紳一郎, 田島直也, 野崎正太郎, 三橋龍馬, 帖佐悦男

整形外科と災害外科, 65(4) : p756-760, 2016, 9

大内宏輝, 鄧鋼, 鳥取部光司, 帖佐悦男, 山子剛

臨床バイオメカニクス, 37 : p69-76, 2016, 10

帖佐悦男

日本整形外科學曾雑誌, 90(10) : p813-820, 2016, 10

帖佐悦男

整形・災害外科, 59(11) : p1411-1418, 2016, 10

帖佐悦男

Journal of Spine Research, 7(11) : p1605-1608, 2016, 11

梅﨑哲矢, 森治樹, 山口洋一朗, 今里浩之

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p1-2, 2016, 11

柏木輝行, 矢野良英, 花堂祥治, 福島克彦

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p3-4, 2016, 11

公文崇詞, 栗原典近, 岡村龍, 森田雄大

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p5-8, 2016, 11

小牧亘, 深野木快士, 濱田浩朗, 帖佐悦男

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p9-12, 2016, 11



33) 当院における掌側ロッキングプレート(Loc2-Acu)を用いた橈骨遠位端骨折に対する治療成績

34) 手指非結核性抗酸菌症の治療経験

35) 骨粗鬆症に対する本院の地域における取り組み

36) THAセメントレスカップの使用経験

37) 踵骨骨折(depression type)の治療報告

38) 足関節後果骨折に対する治療経験

39) 当院における新鮮月状骨周囲脱臼の治療成績

40) 外側小皮切によるスクリュー固定を併用したWesthues変法にて骨接合を行った踵骨骨折の１例

41) 宮崎大学整形外科関連病院における学会活動と論文執筆活動−いわゆる‘外病院’でキャリア

アップは可能なのか−
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山口洋一朗, 森治樹, 梅﨑哲矢, 今里浩之

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p15-16, 2016, 11

森治樹, 梅崎哲矢, 山口洋一朗, 今里浩之

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p17-18, 2016, 11

小牧亘, 深野木快士, 大久保節子, 山内三和, 前原孝政, 福富雅子,

吉村美樹, 井料田光浩, 濱田浩朗, 帖佐悦男

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p35-39, 2016, 11

柏木輝行, 矢野良英, 花堂祥治, 福島克彦

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p41-42, 2016, 11

北堀貴史, 松岡知己, 福田一, 斉藤由希子

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p43-44, 2016, 11

益山松三, 坂田勝美, 甲斐糸乃, 吉川大輔, 吉田修子

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p45-48, 2016, 11
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宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p49-59, 2016, 11

三橋龍馬, 田島直也, 久保紳一郎, 野﨑正太郎, 小島岳史

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p51-54, 2016, 11

小島岳史, 久保紳一郎, 田島直也, 野﨑正太郎, 三橋龍馬, 帖佐悦男

宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p55-57, 2016, 11



42) 大腿骨近位部病的骨折に対して腫瘍用人工骨頭を用いた治療成績

43) 液体窒素処理骨を用いて再建を行った骨軟部組織腫瘍の治療成績

44) 鎖骨両端骨折に対しLCPｸﾗﾋﾞｸﾙﾌﾟﾚｰﾄﾗﾃﾗﾙｴｸｽﾃﾝｼｮﾝを使用した1例

45) 宮崎県における側弯症専門外来の診療状況とその変遷

46) 地域における運動の啓発活動-ロコモザワールド宮崎-

47) 変形性関節症のリハビリテーション
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日吉優, 帖佐悦男, 坂本武郎, 濱田浩朗, 池尻洋史, 中村嘉宏, 舩元太郎,
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宮崎整形外科懇話会論文集, 21 : p71-72, 2016, 11
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Journal of Spine Research, 7(11) : p1605-1608, 2016, 11
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日本医師会雑誌, 145(9) : p1865-1868, 2016, 12
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53(12) : p922-927, 2016, 12



◆総　　説

1) 骨盤・股関節のスポーツ障害とバイオメカニクス

2) 連載 これだけは知っておきたい　整形外科的徒手検査法　第2回　下肢－膝関節N- test

3) 上肢-肩関節　Empty can test

4) 連載　これだけは知っておきたい　整形外科的徒手検査法　第3回　Empty can test

5) 特集　下肢関節障害の軟骨保護・再生に向けた治療　FAIによる関節症とその予防

6) 上肢-手関節　Phalen test

7) 脊椎　Finger escape sign

8) Morton病を調べるテスト―Mulder's click

9) 小児股関節　Click test
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臨床スポーツ医学, 33(1) : p64-69, 2016, 1
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関節外科, 35(2) : p114-115, 2016, 2
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関節外科, 35(3) : p96-96, 2016, 2

石田康行, 帖佐悦男

関節外科, 35(3) : p324-325, 2016, 3

坂本武郎, 帖佐悦男

関節外科, 35(3) : p42-45, 2016, 3

鳥取部光司, 帖佐悦男

関節外科, 35(4) : p104-105, 2016, 4

濱中秀昭, 帖佐悦男

関節外科, 35(5) : p102-103, 2016, 5

渡邊信二, 帖佐悦男

関節外科, 35(6) : p94-65, 2016, 6

川野彰裕, 帖佐悦男

関節外科, 35(7) : p82-83, 2016, 7



10) 下肢-膝関節　Lachman　test

11) Ⅳ.診察法と診断ピットフォール　股関節と股関節周辺

12) Ⅲ.各種検査法　検体検査-血液・微生物・関節液など-

13) ロコモ度の機器による評価は？

14) 上肢-手・指　10秒テスト

15) 運動器疾患を扱うメディカルスタッフのためのバイオメカニクス必携

16) 仙骨・骨盤を巡る諸問題について
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山口奈美, 帖佐悦男
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比嘉聖, 帖佐悦男

関節外科, 35(11) : p128-129, 2016, 11
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濱中秀昭

Journal of Spine Research, 7(12) : p1679-1679, 2016, 12



◆学会報告

1) 歩行開始後に発見されたDDHに対するOHT法の治療成績

2) 外傷性母指ボタンホール変形に対する治療経験

3) 陳旧性PIP関節脱臼骨折術後にPIP関節破壊を生じた1例

4) 肘部に局所再発を呈したParachordomaの症例の予後

5) 青少年野球選手に対する上腕骨小頭離断性骨軟骨炎の手術成績

6) 青少年野球選手の上腕骨小頭離断性骨軟骨炎に対する手術成績

7) Spherical acetabular osteotomy(SAO)術後の人工股関節置換術

8) Rotator cuff deficient arthropathyに対する小径人工骨頭置換術と腱板再建術における成績不

良因子の検討
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川野彰裕, 帖佐悦男, 柳園賜一郎, 門内一郎, 渡邊信二

第32回九州小児整形外科集談会, 2016, 1, 福岡

大田智美, 石田康行, 谷口昇, 田島卓也, 山口奈美, 中村志保子, 帖佐悦男,

矢野浩明

第37回九州手外科研究会, 2016, 2, 福岡

甲斐糸乃, 益山松三, 坂田勝美, 吉川大輔

第37回九州手外科研究会, 2016, 2, 福岡

高見博昭, 麻生邦一, 吉田盛治

第37回九州手外科研究会, 2016, 2, 福岡

石田康行, 谷口昇, 山口奈美, 大田智美, 中村志保子, 帖佐悦男, 矢野浩明

第37回九州手外科研究会, 2016, 2, 福岡

石田康行, 谷口昇, 山口奈美, 大田智美, 中村志保子, 長澤誠, 帖佐悦男

第28回日本肘関節学会学術集会, 2016, 2, 岡山

中村嘉宏, 帖佐悦男, 坂本武郎, 渡邊信二, 池尻洋史, 日吉優, 川野啓介

第46回日本人工関節学会, 2016, 2, 大阪

三好直樹, 末永直樹, 大泉尚美, 当真孝, 谷口昇, 伊藤浩

第46回日本人工関節学会, 2016, 2, 大阪



9) 広範囲腱板断裂を伴う関節リウマチに対する小径骨頭による人工骨頭置換術の経験

10) 頚椎症性筋萎縮症の総指伸筋の麻痺に対する神経筋電気刺激と運動療法の効果検討-高電圧パル

ス電流法を用いて-

11) 橈骨遠位端骨折受傷後の大腿骨近位部骨折が起こる背景

12) 重度心身障がい児（者）におけるMOLT評価の有用性

13) 頸椎症性筋萎縮症の総指伸筋の麻痺に対する神経筋電気刺激と運動療法の効果検討～高電圧パ

ルス電流法を用いて～　

14) 大腰筋と腰椎弯曲の関係性について

15) 超音波画像診断装置を用いた腰部多裂筋活動の比較～四つ這い位と同等の活動を座位にて安全

に行えるよう目指して～

16) 橈骨遠位端骨折受傷後の大腿骨近位部骨折受傷が起こる背景
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谷口昇, 末永直樹, 石田康行, 帖佐悦男

第46回日本人工関節学会, 2016, 2, 大阪

圓福陽介, 野海渉, 渡辺一徹, 蓑原勝哉, 植村郁, 前原孝政, 砂川一馬,

満安隆之, 太田尾祐史, 深野木快士, 小牧亘

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎

太田尾祐史, 児玉香織, 野海渉, 渡辺一徹, 圓福陽介, 蓑原勝哉, 植村郁,

前原孝政, 砂川一馬, 満安隆之, 迫田勇一郎, 深野木快士, 小牧亘

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎

山下晃功, 柳園賜一郎, 川野彰裕, 門内一郎, 横山浩一郎, 河野智行

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎

圓福陽介, 野海渉, 渡辺一徹, 蓑原勝哉, 植村郁, 前原孝政, 砂川一馬,

満安隆之, 太田尾祐史, 深野木快士, 小牧亘

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎

藤田靖昇, 柏木輝行, 塩﨑猛, 増田真樹, 山口光生, 谷口昴之, 岩下光希

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎

岩田尚樹, 尾﨑純也, 濱田剛, 浪平辰州, 横江琢示

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎

太田尾祐史, 児玉香織, 野海渉, 渡辺一徹, 圓福陽介, 蓑原勝哉, 植村郁,

前原孝政, 砂川一馬, 満安隆之, 迫田勇一郎, 深野木快士, 小牧亘

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎



17) 外閉鎖筋エクササイズの検討

18) Hogrelﾏｼﾝｲﾝﾅｰｻｲ・ﾐﾆ(是吉興業社製)における柔軟性の即時効果と累積効果についての検討

19) 総合型地域スポーツクラブにおける体力テストに関する研究

20) Crouzon病の一症例における発達的特徴

21) 宮崎県における高次脳機能障害支援と連携について

22) 体軸性脊椎関節炎の診断における問題点の検討

23) 当院での関節リウマチ患者における生物学的製剤スイッチの有無による最終中止理由の検討

24) 関節超音波を用いた分子標的治療薬の治療反応性の評価：九州地区多施設共同RA超音波前方視

的コホート研究
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長友勇太, 山下彩, 宮﨑茂明, 蒲原真澄, 塩満智子, 鶴田来美, 帖佐悦男,

鳥取部光司

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎

木本七絵, 金岡敦, 新名由貴, 帖佐悦男, 鳥取部光司, 笠井新一郎, 永田順子

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎

永田真哉, 中武潤, 帖佐悦男, 鳥取部光司

第38回宮崎リハビリテーション研究会, 2016, 2, 宮崎

首藤敏秀, 小薗敬洋, 鈴木周一, 和氣聡

第51回九州リウマチ学会, 2016, 3, 宮崎

日高利彦, 橋場弥生, 西英子, 甲斐泰文, 黒田宏, 坂口翔太, 久保和義,

宮内俊一, 梅北邦彦, 高城一郎, 長友安弘, 岡山昭彦

第51回九州リウマチ学会, 2016, 3, 宮崎

西野文子, 川尻真也, 川上純, 吉玉珠美, 榮樂信隆, 松岡直樹, 植木幸孝,

岡田覚丈, 濱田浩朗, 日高利彦, 藤川敬太, 永野修司, 都留智巳, 有信洋二郎

第51回九州リウマチ学会, 2016, 3, 宮崎



25) 超音波ガイド下による関節注入の活用

26) 宮崎県は大腿骨近位部骨折地域連携パスの過疎地？ならびに今後の展望について

27) 車いすテニスのサーブ動作における体幹運動と上肢運動との関連性

28) サッカー選手の下肢スポーツ傷害に対する簡易的動作分析の試み

29) "柔道トップアスリート患者への体組成管理により体重減少が 

改善された一例"

30) 霧島・えびの高原エクストリームトレイル大会での「宮大健康スポーツナース」の救護活動の

実際

31) 肩関節可動域制限がサーフィンのパドリングに及ぼす影響－第1報－

32) 宮崎県における春季キャンプに対するメディカルサポート報告-キャンプ地の総合的メディカル

サポート体制の構築にむけて-2014～2015年のまとめ
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宮本浩幸, 上中園涼, 谷合司聖, 小玉順規, 樋口潤一

第54回宮崎県スポーツ学会, 2016, 3, 宮崎

郷之原愛, 尾﨑勝博, 原田昭彦, 落合錠, 中島玉江, 金丸恵子, 吉村菜瑠美,

田島直也, 小島岳史

第54回宮崎県スポーツ学会, 2016, 3, 宮崎

福﨑崇宏, 木下俊太, 笠裕一郎, 藤浦まなみ, 水永豊子, 日髙真美子,

横江琢示, 帖佐悦男

第54回宮崎県スポーツ学会, 2016, 3, 宮崎

原田昭彦, 尾崎勝博, 落合錠, 横田薫, 小島岳史, 田島直也

第54回宮崎県スポーツ学会, 2016, 3, 宮崎

小島岳史, 久保紳一郎, 三橋龍馬, 野崎正太郎, 田島直也, 田島卓也,

帖佐悦男, 石田康行, 山口奈美, 日吉優, 永井琢哉, 園田典生, 松岡知己,

井上篤, 山本惠太郎, 樋口潤一, 河原勝博, 横江琢示

第54回宮崎県スポーツ学会, 2016, 3, 宮崎



33) サッカーにおける脳震盪への対応と課題

34) プロサーファーのMRIによる腰椎椎間板変性の検討

35) 当院におけるFibrin Clotを用いた関節鏡視下半月縫合術の治療経験

36) 足関節三角靭帯損傷を伴った外果骨折に対してTightRopeを用いて 

遠位脛腓関節固定を行った2症例

37) 身体総タンパク量（%MV）および体重支持指数（WBI）と競技パフォーマンスの関係性〜スポー

ツ部活動生へのメディカルチェックから得られた所見〜

38) 超音波ガイド下における手関節ヒアルロン酸注入の短期効果

39) 当院での関節リウマチ患者における生物学的製剤スイッチ症例の検討

40) 関節リウマチ患者の不安 抑うつについて～NinJa2012-2014の解析～
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小島岳史, 久保紳一郎, 三橋龍馬, 野崎正太郎, 田島直也, 杉村宏,

原田昭彦, 落合錠, 横田薫, 尾崎勝博, 李徳哲, 帖佐悦男

第54回宮崎県スポーツ学会, 2016, 3, 宮崎

戸田雅, 帖佐悦男, 田島卓也, 山口奈美

第54回宮崎県スポーツ学会, 2016, 3, 宮崎

園田典生, 矢野浩明, 増田寛, 吉川大輔

第54回宮崎県スポーツ学会, 2016, 3, 宮崎

桒畑慶輔, 三浦崇史, 大山史朗, 園田定彦, 園田泰三, 末永治, 脇元幸一

第54回宮崎県スポーツ学会, 2016, 3, 宮崎

濱田浩朗, 帖佐悦男, 税所幸一郎, 吉川教恵

第60回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016, 4, 神奈川

橋場弥生, 日髙利彦, 西英子, 甲斐泰文, 久保和義, 黒田宏, 梅北邦彦,

岡山昭彦

第60回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016, 4, 神奈川

片山雅夫, 宮村知也, 末松栄一, 末永康夫, 松井利浩, 平野史倫,

角田慎一郎, 税所幸一郎, 當間重人

第60回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016, 4, 神奈川



41) Ninjaによる関節リウマチ患者の四肢骨折手術の解析～2014年度～

42) 小指PIP関節陳旧性橈側側副靭帯損傷に対する治療経験

43) Surgical treatment for hemodialysis associated cervical spondyloarthropathy

44) Remnant-Preserving Augmentation with Bone-Patellar tendon-Bone graft For Partial 

Tears of Anterior Cruciate Ligamnent

45) 宮崎県における野球肘検診の現状と未来

46) 大腿骨転子部骨折に対しガンマネイル施行後再手術となった症例についての検討

47) 運動器疾患に対する新たな治療法-体外衝撃波疼痛治療など-

48) 小径人工骨頭置換と腱板再建術-70歳未満のcuff tear arthropthyに対する中期成績-
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Hiroshi Kuroki, Hideaki Hamanaka, Naoki Inomata, Kiyoshi Higa,

Takuya Nagai, Etsuo Chosa

The 7th Cervical Spine Research Society-Asia pacific Section, 2016, 4, Korea

Yokoe T, Tajima T, Taniguchi N, Ishida Y, Chosa E

17th ESSKA Congress, 2016, 5, Spain

石田康行, 長澤誠, 谷口昇, 山口奈美, 大田智美, 中村志保子, 川野啓介,

帖佐悦男

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

三橋龍馬, 森治樹, 梅﨑哲矢, 山口洋一朗, 李徳哲, 帖佐悦男
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三好直樹, 末永直樹, 大泉尚美, 谷口昇, 当真孝, 伊藤浩

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川



49) 頚椎症性筋萎縮症の総指伸筋の麻痺に対する神経筋電気刺激と運動療法の効果検討

50) 腰臀部痛を主訴に受診された化膿性仙腸関節炎の2症例

51) 検査上沈静化した真菌性肩関節症に鏡視下腱板修復術を行い真菌感染が再度顕著化した1例

52) 当院における寛骨臼骨折術後感染例の検討

53) 当院における掌側ロッキングプレート(Acu-Loc2)を用いた橈骨遠位端骨折に対する治療経験

54) 仙骨骨巨細胞腫の2例

55) 人工股関節置換術を機に診断に至ったアルカプトン尿症の1例

56) 当院におけるFibin Clotを用いた関節鏡視下半月縫合術の治療経験

57) 急性期脳卒中患者の半側空間無視に対して「視覚注意誘導刺激（スリットスクリーン法）」の

治療検討
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日吉優, 中村嘉宏, 池尻洋史, 川野啓介, 帖佐悦男

第131回西日本整形・災害外科学会学術集会, 2016, 6, 福岡

山口洋一郎, 森治樹, 梅崎哲矢, 今里浩之

第131回西日本整形・災害外科学会学術集会, 2016, 6, 福岡

濱中秀昭, 猪俣尚規, 比嘉聖, 永井琢哉, 李徳哲, 帖佐悦男, 久保紳一郎

第131回西日本整形・災害外科学会学術集会, 2016, 6, 福岡

川野啓介, 帖佐悦男, 坂本武郎, 渡邊信二, 濱田浩朗, 池尻洋史, 中村嘉宏,

舩元太郎, 日吉優

第131回西日本整形・災害外科学会学術集会, 2016, 6, 福岡

戸田雅, 帖佐悦男, 田島卓也, 山口奈美

第131回西日本整形・災害外科学会学術集会, 2016, 6, 福岡

黒木洋美, 帖佐悦男, 安田和弘, 岩田浩康

第53回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2016, 6, 京都



58) 車いすテニスのサーブ動作における体幹運動と上肢運動との関連性

59) 学童期運動器検診モデル事業を終えて-成果と今後の課題-

60) 下腿切断者の椅子からの立ち上がり動作と着座動作における力学的検討

61) 地域におけるロコモ対策-産官学連携での取り組み-

62) 踵骨骨折（depression type)の治療報告

63) 足関節後果骨折に対する治療経験

64) 当院における新鮮月状骨周囲脱臼の治療について

65) アキレス腱縫合術後に再断裂と創部感染から長期加療が必要となった2例

66) 外側小皮切によるスクリュー固定を併用したWesthues変法にて骨接合を行った踵骨骨折の1例
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宮﨑茂明, 帖佐悦男, 鳥取部光司, 中武潤, 落合優, 片岡愛美, 川越美希

第53回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2016, 6, 京都

深尾悠, 帖佐悦男, 鳥取部光司, 黒木洋美, 濱田浩朗

第53回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2016, 6, 京都

鳥取部光司, 帖佐悦男, 濱田浩朗, 深尾悠, 坂本武郎, 黒木洋美,

柳園賜一郎, 川野彰裕

第53回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2016, 6, 京都

帖佐悦男

第53回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2016, 6, 京都

北堀貴史, 松岡知己, 福田一, 齊藤由希子

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

益山松三, 坂田勝美, 甲斐糸乃, 吉川大輔, 吉田修子

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

山口洋一朗, 森治樹, 松岡篤, 今里浩之

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

長澤誠, 田島卓也, 石田康行, 谷口昇, 山口奈美, 大田智美, 戸田雅,

吉留綾, 帖佐悦男

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

三橋龍馬, 小島岳史, 野崎正太郎, 久保紳一郎, 田島直也

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎



67) THAセメントレスカップの使用経験

68) Body mass indexは麻痺性側弯症の進行に影響を及ぼすか？

69) 骨粗鬆症に対する本院の地域における取り組み

70) 変形性足関節症ステージ4に対し骨きり術を行った1例

71) 妊娠中期に発生した化膿性恥骨結合炎

72) 宮崎大学整形外科関連病院における学会活動と論文執筆活動-いわゆる‛外病院'でキャリアアッ

プは可能なのか-

73) 大腿骨近位病的骨折に対して腫瘍用人工骨頭を用いた治療成績

74) 原発不明脊椎転移性腫瘍における当院での原発巣検索について
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柏木輝行, 矢野良英, 花堂祥治, 福島克彦

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

門内一郎, 川野彰裕, 梅﨑哲矢

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

小牧亘, 深野木快士, 大久保節子, 山内三和, 前原孝政, 福富雅子,

吉村美樹, 井料田光浩, 濱田浩朗, 帖佐悦男

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

岡村龍, 公文崇詩, 横江琢示, 井口公貴, 栗原典近, 黒田宏, 松岡篤

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

森治樹, 松岡篤, 山口洋一朗, 今里浩之

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

小島岳史, 三橋龍馬, 野崎正太郎, 久保紳一郎, 田島直也, 帖佐悦男

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

日吉優, 帖佐悦男, 坂本武郎, 濱田浩朗, 池尻洋史, 中村嘉宏, 舩元太郎,

三股奈津子, 北島潤弥, 黒木彩泰子

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

永井琢哉, 濱中秀昭, 黒木修司, 比嘉聖, 川野啓介, 李徳哲, 戸田雅,

川越秀一

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎



75) 液体窒素処理骨を用いて再建を行った骨軟部組織腫瘍の治療成績

76) 足趾に発生した腱鞘巨細胞腫の1例

77) 鎖骨両端骨折に対しLCP クラビクルプレートラテラルエクステンションを使用した1例

78) 寛骨臼後壁骨折術後MRSA感染に感染性脳動脈瘤を合併した1症例

79) 術中3D-CT navigationを使用した骨盤輪骨折の小経験

80) 脛骨顆間隆起骨折の治療経験

81) 高齢者の大腿骨頚部骨折におけるハンソンピンの治療成績～術前X線側面像の重要性について～

82) 中壮年期のロコモ検診と運動機能の検討

83) 地方都市の特定健康診査におけるロコモ検診
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中村嘉宏, 帖佐悦男, 坂本武郎, 池尻洋史, 舩元太郎, 日吉優, 川野啓介,

三股奈津子, 北島潤弥, 黒木彩泰子

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

和氣聡, 小薗敬洋, 首藤敏秀, 鈴木周一

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

森治樹, 三橋龍馬, 梅﨑哲矢, 山口洋一朗, 今里浩之

第72回宮崎整形外科懇話会, 2016, 6, 宮崎

中村嘉宏, 帖佐悦男, 池尻洋史, 日吉優, 川野啓介

第42回日本骨折治療学会, 2016, 7, 東京

日吉優, 帖佐悦男, 池尻洋史, 中村嘉宏, 川野啓介

第42回日本骨折治療学会, 2016, 7, 東京

川野啓介, 帖佐悦男, 池尻洋史, 中村嘉宏, 日吉優

第42回日本骨折治療学会, 2016, 7, 東京

今里浩之, 森治樹, 梅崎哲矢, 山口洋一朗

第42回日本骨折治療学会, 2016, 7, 東京

鳥取部光司, 帖佐悦男, 深尾悠

第28回日本運動器科学会, 2016, 7, 福島

深尾悠, 帖佐悦男, 鳥取部光司

第28回日本運動器科学会, 2016, 7, 福島



84) 大腿骨転子部骨折術後に巨大血腫を併発し骨溶解した1例

85) 中殿筋筋力と筋厚変化率の違いが運動機能に与える影響

86) 認知能力の重症度が及ぼす影響 地域包括ケア病棟患者を対象として

87) 大腿骨転子部骨折術後Salvage手術における臼蓋側再建時のpit,  fall

88) 臼蓋再建に用いたハイドロキシアパタイトが原因になり様々な合併症を生じた1例

89) 宮崎県少年野球検診 検診結果と可動域の関係

90) 開放性膝関節脱臼後に前十字靭帯・後十字靭帯・内側々副靭帯および後外側支持機構を同時再

建した1例

91) 上腕骨小頭離断性骨軟骨炎に対する吸収ピンによる骨軟骨片固定術の問題点
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小牧亘, 深野木快士, 濱田浩朗, 帖佐悦男

第29回日本臨床整形外科学術集会, 2016, 7, 北海道

蓑原勝哉, 渡辺一徹, 野海渉, 茂利久嗣, 圓福陽介, 前原孝政, 砂川一馬,

満安隆之, 東友和, 深野木快士, 小牧亘

第29回日本臨床整形外科学術集会, 2016, 7, 北海道

圓福陽介, 渡辺一徹, 野海渉, 茂利久嗣, 太田尾祐史, 蓑原勝哉, 前原孝政,

砂川一馬, 満安隆之, 東友和, 深野木快士, 小牧亘

第29回日本臨床整形外科学術集会, 2016, 7, 北海道

北島潤弥

第25回MX人工股関節研究会プログラム, 2016, 7, 高知

川野啓介

第25回MX人工股関節研究会プログラム, 2016, 7, 高知

長澤誠, 石田康行, 谷口昇, 田島卓也, 山口奈美, 大田智美, 川野啓介,

帖佐悦男

第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会, 2016, 7, 福岡

田島卓也, 山口奈美, 谷口昇, 石田康行, 大田智美, 長澤誠, 帖佐悦男

第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会, 2016, 7, 福岡

石田康行, 谷口昇, 田島卓也, 山口奈美, 大田智美, 長澤誠, 帖佐悦男

第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会, 2016, 7, 福岡



92) 自家ハムストリング腱を用いた膝前十字靭帯補強術後の大腿骨骨孔拡大の検討

93) 裂離骨片を伴う陳旧性足関節外側靭帯損傷例に対する骨片摘出, 靭帯前進縫着法の経験

94) 術中3D-CT navigationを使用した骨盤輸骨折の治療経験

95) 大規模災害時のリハビリテーション支援について-熊本地震で経験したこと-

96) 当院にて関節リウマチ患者に対する大腿骨近位部骨折クリティカルパスの有用性の検討

97) 2012年度NunJa 6施設にみるRA患者における腎機能障害とDMARDs使用について

98) ゴリムマブ治療中に糞線虫感染症と診断された関節リウマチの１例

99) 高齢関節リウマチ患者に対する生物学的製剤7剤の使用背景と6ヶ月後の効果比較

100) 当科における手関節痛に対する保存療法と手術療法
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山口奈美, 田島卓也, 谷口昇, 石田康行, 帖佐悦男

第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会, 2016, 7, 福岡

横江琢示, 田島卓也, 山口奈美, 石田康行, 谷口昇, 帖佐悦男

第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会, 2016, 7, 福岡

三股奈津子, 日吉優, 中村嘉宏, 川野啓介, 池尻洋史, 帖佐悦男, 落合秀信

第48回宮崎救急医学会, 2016, 8, 宮崎

鈴木幹次郎, 黒木洋美, 河野寛一, 財津良忠, 児玉睦代

第48回宮崎救急医学会, 2016, 8, 宮崎

遠矢悠, 吉川教恵, 税所幸一郎, 上通一師, 佐倉志洋

九州リウマチ学会, 2016, 9, 熊本

税所幸一郎, 富間重人, 吉川教恵, 上道一師, 帖佐悦男, 濱田浩朗

九州リウマチ学会, 2016, 9, 熊本

橋場弥生, 南寛之, 長安英治, 丸山治彦, 西英子, 甲斐泰文, 黒田宏,

日高利彦, 岡山照彦

九州リウマチ学会, 2016, 9, 熊本

日高利彦, 橋場弥生, 西英子, 甲斐泰文, 黒田宏

九州リウマチ学会, 2016, 9, 熊本

濱田浩朗, 帖佐悦男, 税所幸一郎, 吉川教恵, 日高利彦

九州リウマチ学会, 2016, 9, 熊本



101) surgical treatment of posterior wall fracture,  combined with femoral head fracture-

effectiveness of surgicul dislocation for femoral head fracture

102) 宮崎県少年野球検診 検診結果と可動域測定結果の関係

103) 運動器慢性疼痛に対する認知運動課題と電気刺激の心身への効果

104) 宮崎県少年野球検診 関節可動域 柔軟性測定結果と検診結果の検討～3年間の結果より～

105) 宮崎県における高校ラグビー年間を通じての公式戦外傷調査～グラウンドレベルでの診療～

106) 反張膝を呈するラグビー選手に対する片側初回ACL再建術および反対側再々再建術;再建材料選

択と後療法に着目して

107) 片側下腿切断者の歩行 起立 着座動作における下腿義足の力学的検討

108) Duchenne跛行を呈する片側変形性股関節症患者を対象とした健側と患側の股関節反力の検討
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中村嘉宏, 帖佐悦男, 坂本武郎, 池尻洋史, 日吉優, 川野啓介

12th CONGRESS OF THE EUROPEAN HIP SOCIETY, 2016, 9, ドイツ

長澤誠

第4回九千スポーツフォーラム, 2016, 9, 鹿児島

太田尾祐史, 渡辺一徹, 野海渉, 茂利久嗣, 圓福陽介, 蓑原勝哉, 前原孝政,

砂川一馬, 満安隆之, 東友和, 深野木快士, 小牧亘

第50回日本作業療法学会, 2016, 9, 北海道

長澤誠, 石田康行, 谷口昇, 田島卓也, 山口奈美, 大田智美, 中村志保子

第42回日本整形外科スポーツ医学会学術集会, 2016, 9, 北海道

今里浩之, 田島卓也, 戸田雅, 三股奈津子, 平川雄介, 比嘉聖, 吉川教恵,

吉川大輔, 山口奈美, 中村嘉宏, 石田康行, 帖佐悦男

第42回日本整形外科スポーツ医学会学術集会, 2016, 9, 北海道

田島卓也, 山口奈美, 谷口昇, 石田康行, 大田智美, 長澤誠, 帖佐悦男

第42回日本整形外科スポーツ医学会学術集会, 2016, 9, 北海道

鳥取部光司, 帖佐悦男, 山子剛, Zhao Xin, 深尾悠, Deng Gang, 大内宏輝

第43回日本臨床バイオメカニクス学会, 2016, 10, 北海道

大内宏輝, Deng Gang, 鳥取部光司, 山子剛, 帖佐悦男

第43回日本臨床バイオメカニクス学会, 2016, 10, 北海道



109) 子どもロコモと健康寿命

110) 当院におけるロコモティブシンドロームへの取り組み

111) 食生活とロコモティブシンドロームの関係性

112) 本院リハビリテーション室改築に伴う現在の取り組みと今後の課題

113) 医療保険における維持期リハから介護保険への移行の取り組み

114) 骨粗鬆症に対する本院の地域における取り組み

115) 褥瘡早期治癒に向けた取り組み

116) 鏡視下腱板修復術後に感染が顕著化した真菌性肩関節症の１例

117) 小径人工骨頭置換と腱板再建術における成績不良因子の検討
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東友和, 小牧亘

第58回全日本病院学会, 2016, 10, 熊本

前原孝政, 小牧亘

第58回全日本病院学会, 2016, 10, 熊本

満安隆之, 小牧亘

第58回全日本病院学会, 2016, 10, 熊本

野海渉, 小牧亘

第58回全日本病院学会, 2016, 10, 熊本

松山孝志, 小牧亘

第58回全日本病院学会, 2016, 10, 熊本

小牧亘, 深野木快士, 大久保節子, 山内三和, 前原孝政, 福富雅子,

吉村美樹, 井料田光浩, 濱田浩朗, 帖佐悦男

第58回全日本病院学会, 2016, 10, 熊本

外山貴彬, 小牧亘

第58回全日本病院学会, 2016, 10, 熊本

横江琢示, 石田康行, 谷口昇, 長澤誠, 帖佐悦男

第43回日本肩関節学会, 2016, 10, 広島

三好直樹, 末永直樹, 大泉尚美, 谷口昇, 呉屋五十六, 伊藤浩

第43回日本肩関節学会, 2016, 10, 広島



118) 神経病性肩関節症に伴う外傷性肩関節脱臼に対する治療経験

119) 脳性麻痺の肩痛に対し鏡視下バンカート法が有効であった一例

120) 採血/献血時の注射針による前腕皮神経損傷4例の検討

121) 当科における頚椎ペディクルスクリューの術後成績と安全性の検討-O-arm CTナビ フリーハン

ドの刺入精度の比較検討-

122) 20年前の私と今-股関節学の師から得た経験と宝-

123) 大腿骨近位部病的骨折に対する腫瘍用人口骨頭の治療成績

124) 健康スポーツネースへの期待と役割

125) 平成27年度国民体育大会宮崎県選手団に対するアンケート調査-ドーピングの意識と女性アス

リートの月経異常に着目して-

126) 進行前立腺がん合併関節リウマチ患者にトシリズマブを投与した一例
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谷口昇, 石田康行, 長澤誠, 大田智美, 帖佐悦男, 山本宣幸, 井樋栄二

第43回日本肩関節学会, 2016, 10, 広島

石田康行, 谷口昇, 長澤誠, 大田智美, 帖佐悦男

第43回日本肩関節学会, 2016, 10, 広島

高見博昭

第28回延岡医学会総会, 2016, 10, 宮崎

濱中秀昭, 帖佐悦男, 黒木浩史

第25回日本脊椎インストゥルメンテーション学会, 2016, 10, 長崎

帖佐悦男

第43回日本股関節学会学術集会, 2016, 11, 大阪

日吉優, 帖佐悦男, 坂本武郎, 関本朝久, 中村嘉宏, 川野啓介

第43回日本股関節学会学術集会, 2016, 11, 大阪

帖佐悦男

第27回日本臨床スポーツ医学会, 2016, 11, 千葉

吉留綾, 帖佐悦男, 田島卓也, 山口奈美, 石田康行, 長澤誠

第27回日本臨床スポーツ医学会, 2016, 11, 千葉

舩元太郎, 濱田浩朗, 帖佐悦男

第44回日本関節病学会, 2016, 11, 大分



127) 胸腰椎破損骨折に対する経皮的後方固定術の検討

128) 宮崎県における側弯症学校検診の現状

129) アキレス腱断裂診療ガイドライン改訂の概要について

130) 鏡視下Bankart修復術-安全に的確に行うために-

131) 臼蓋再建に用いたハイドロキシアパタイトが原因となり様々な合併症を生じた1例

132) 胸椎硬膜外に発生した血管脂肪腫の1例

133) 大腿骨転子部骨折術後Salvage手術において臼蓋再建に再手術を要した2例

134) 股関節内病変に対する股関節鏡視下手技とピットフォール
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比嘉聖, 濱中秀昭, 永井琢哉, 川野啓介, 李徳哲, 帖佐悦男

第86回西日本脊椎研究会, 2016, 11, 福岡

黒木浩史, 永井琢哉, 帖佐悦男, 田島直也

第50回日本側彎症学会, 2016, 11, 京都

帖佐悦男, 熊井司, 杉本和也, 田島卓也, 田中康仁, 谷口昇, 平野貴章,

森淳, 安田稔人

第41回日本足の外科学会, 学術集会, 2016, 11, 奈良

石田康行

第132回西日本整形, 災害外科学会学術集会, 2016, 11, 鹿児島

三股奈津子, 坂本武郎, 濱田浩朗, 池尻洋史, 中村嘉宏, 舩元太郎, 日吉優,

川野啓介, 北島潤弥, 帖佐悦男

第132回西日本整形, 災害外科学会学術集会, 2016, 11, 鹿児島

川越秀一, 濱中秀昭, 黒木修司, 比嘉聖, 川野啓介, 永井琢哉, 李徳哲,

戸田雅, 帖佐悦男

第132回西日本整形, 災害外科学会学術集会, 2016, 11, 鹿児島

北島潤弥, 帖佐悦男, 坂本武郎, 濱田浩朗, 関本朝久, 池尻洋史, 中村嘉宏,

舩元太郎, 日吉優, 川野啓介, 三股奈津子

第132回西日本整形, 災害外科学会学術集会, 2016, 11, 鹿児島

田島卓也

第132回西日本整形, 災害外科学会学術集会, 2016, 11, 鹿児島



135) ロコモ教室参加者における地域生活の営みの調査-E-SASを用いて-

136) 先天性股関節脱臼整復法アンケート結果について

137) The Supercapsular Percutaneously Assisted Total Hip approchの短期成績

138) 術中に発症した致死性肺血栓塞栓症の1例

139) 宮崎県少年野球検診　小頭離断性骨軟骨炎例の前年の検診結果はどうだったか

140) 筋内ガングリオンと術前に診断した筋肉内粘液腫の1例〜術前検査は慎重に〜

141) 肩甲骨体部骨折に対する外科的治療経験

142) 肩鎖関節脱臼に対しClavicle Hook Plate(CHP)固定と人工靭帯による補強を行った一例

143) 鎖骨重複骨折の治療経験
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砂川一馬, 東友和, 渡辺一徹, 野海渉, 前原孝政, 茂利久嗣, 圓福陽介,

満安隆之, 太田尾祐史, 植村郁, 蓑原勝哉, 深野木快士, 小牧亘

第23回宮崎県理学療法学会, 2016, 11, 宮崎

川野彰裕, 岡野邦彦

第27回日本小児整形外科学会, 2016, 12, 宮城

福島克彦, 柏木輝行, 花堂祥治, 矢野良英

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

塩月康弘, 松岡篤, 河野勇泰喜

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

長澤誠, 石田康行, 谷口昇, 田島卓也, 山口奈美, 大田智美, 中村志保子,

北島潤弥, 帖佐悦男

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

齊藤由希子, 久保紳一郎, 三橋龍馬, 小島岳史, 野﨑正太郎, 田島直也

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

大倉俊之, 黒田宏, 大塚記史, 松岡篤

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

井口公貴, 公文崇詞, 岡村龍, 横江琢示, 栗原典近

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

森治樹, 河野勇泰喜, 山口洋一朗, 戸田雅

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎



144) 自家骨（施設内Bonebank）を用いた手術症例の検討

145) 術中3D-CT navigationを使用した骨盤輪骨折の治療～当院における外傷治療向上へ向けた取り

組み～

146) 人工肩関節置換術時に鎖骨下動脈閉塞を合併した一例

147) 脊柱側弯症に対するPush-upの試み

148) 当院での連日型PTH製剤（テリパラチド）の使用経験

149) 膝蓋骨下極粉砕骨折に対しFiberWireを用いて内固定術を行った1例

150) 膝蓋骨骨折に対する従来法とAI wiring systemを用いた骨接合術との比較

151) 膝関節内側半月後角損傷に対し1期的に半月縫合術とHTOを施行した1例

152) 不安定型大腿骨転子部骨折と術後Sliding量についての検討
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柏木輝行, 矢野良英, 花堂祥治, 福島克彦

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

川越秀一, 帖佐悦男, 坂本武郎, 濱田浩朗, 関本朝久, 池尻洋史, 中村嘉宏,

舩元太郎, 日吉優, 川野啓介, 三股奈津子

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

福田一, 松岡知己, 平川雄介

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

田島直也, 久保紳一郎, 小島岳史, 三橋龍馬, 齊藤由希子, 野﨑正太郎

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

今里浩之, 森田雄大, 浪平辰州

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

三橋龍馬, 小島岳史, 齊藤由希子, 野﨑正太郎, 久保紳一郎, 田島直也

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

坂田勝美, 益山松三, 甲斐糸乃, 吉川大輔, 吉田修子

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

小島岳史, 久保紳一郎, 田島直也, 齊藤由紀子, 三橋龍馬, 野﨑正太郎

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

山口洋一朗, 戸田雅, 河野勇泰喜, 森治樹

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎



153) 橈骨茎状突起部骨折に大菱形骨骨折を伴うCM関節脱臼骨折を合併した1例

154) 20歳以下ラグビー日本代表のメディカルサポート

155) 平成28年度国民体育大会九州ブロック大会ラグビー部門でのアンケート調査

156) 宮崎県における高校ラグビー・年間を通じての公式戦外傷調査～グラウンドレベルでの診療～

157) アマチュアサーファーの腰痛に関するアンケート調査

158) サッカー選手の鎖骨骨幹部骨折-骨接合術で早期回復は可能か？-

159) 前十字靭帯後外側繊維束脛骨付着部裂離骨折に対しpull-out法にて外科的加療を施行した1例

160) 跛行による股関節接触状況の変化と臼蓋形成不全への影響
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小牧亘, 深野木快士, 濱田浩朗, 帖佐悦男

第73回宮崎整形外科懇話会, 2016, 12, 宮崎

吉川大輔, 田島卓也, 帖佐悦男, 中村明彦, 高森草平, 中谷創

第29回九州・山口スポーツ医・科学研究会, 2016, 12, 福岡

岩佐一真, 今里浩之, 田島卓也, 横江琢示, 平川雄介, 比嘉聖, 吉川教恵,

吉川大輔, 中村嘉宏, 山口奈美, 帖佐悦男

第29回九州・山口スポーツ医・科学研究会, 2016, 12, 福岡

今里浩之, 田島卓也, 横江琢示, 平川雄介, 比嘉聖, 吉川教恵, 吉川大輔,

中村嘉宏, 山口奈美, 帖佐悦男

第29回九州・山口スポーツ医・科学研究会, 2016, 12, 福岡

石田翔太郎, 帖佐悦男, 小島岳史

第29回九州・山口スポーツ医・科学研究会, 2016, 12, 福岡

小島岳史, 久保紳一郎, 三橋龍馬, 野崎正太郎, 田島直也, 帖佐悦男

第29回九州・山口スポーツ医・科学研究会, 2016, 12, 福岡

三橋龍馬, 小島岳史, 田島直也, 久保紳一郎, 野崎正太郎, 帖佐悦男,

田島卓也

第29回九州・山口スポーツ医・科学研究会, 2016, 12, 福岡



◆ポスター

1) 同種血輸血不能のエホバの証人に対する人工関節置換術における治療戦略

2) Quantification of the Sit-to-Stand Movement for the Estimation of the Functional Motor 

Performance using Force Plate Data

3) Effect of the Hook of Acetabular Reinforcement Ring for Various Types of Bone Grafting 

Clarified by Three-Dimensional Finite Element Analysis

4) 当院の関節リウマチ患者における骨粗鬆症治療の実態

5) 前立腺癌合併関節リウマチ患者にトシリズマブを投与した一例

6) 当院におけるアバタセプト使用経験

7) 当院における高齢関節リウマチ患者に対する生物学的製剤5剤の治療効果

8) 当院における関節リウマチに対するCertolizumab Pegol投与症例の中間報告8) 宮崎県における

運動器検診の実情と課題について
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齊藤由希子, 帖佐悦男, 坂本武郎, 渡邊信二, 関本朝久, 濱田浩朗,

池尻洋史, 舩元太郎, 日吉優, 川野啓介

第46回日本人工関節学会, 2016, 2, 大阪

Go Yamako, Etsuo Chosa, Koji Totoribe, Yuki Otsuka, Gang Deng

62th Orthopaedic Research Society 2016 Annual Meeting, 2016, 3, USA

Koji Totoribe, Etsuo Chosa, Go Yamako, Xin Zhao, Hiroaki Hamada,

Koki Ouchi, Gang Deng

62th Orthopaedic Research Society 2016 Annual Meeting, 2016, 3, USA

吉川教恵, 税所幸一郎, 上通一師, 帖佐悦男, 濱田浩朗

第51回九州リウマチ学会, 2016, 3, 宮崎

舩元太郎, 濱田浩朗, 税所幸一郎, 帖佐悦男

第51回九州リウマチ学会, 2016, 3, 宮崎

橋場弥生, 西英子, 甲斐泰文, 黒田宏, 日高利彦, 濱砂重仁

第51回九州リウマチ学会, 2016, 3, 宮崎

日髙利彦, 橋場弥生, 西英子, 甲斐泰文, 黒田宏

第60回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016, 4, 神奈川

甲斐泰文, 橋場弥生, 西英子, 日髙利彦, 黒田宏

第60回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016, 4, 神奈川



9) NinJaを利用したRA患者における非結核性抗酸菌症の有病率、臨床像、危険因子の検討〜

   NinJa2012から2014までの解析～

10) サポートリングを用いた人工股関節置換術の応力解析：骨移植部およびフックの影響

11) NinJaを利用した関節リウマチ関連手術の分析－2014年度について－

12) 関節リウマチ活動性の経時的変化に対する腎機能の影響

13) 大腿骨頚基部前額断剪断骨折において転位が軽度ならば骨接合術の適応である

14) 広範囲腱板断裂術後の固定期間が棘上筋内脂肪浸潤に及ぼす影響

15) 可変型遺伝子トラップ法を用いた骨軟骨疾患に関与する新規遺伝子群のライブラリー構築

16) 腱板断裂後の脂肪変性とHMGB2の役割
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片山雅夫, 平野史倫, 千葉実行, 杉山隆夫, 大島至郎, 高樋康一郎, 岡本享,

末永康夫, 角田慎一郎, 佐野統, 宮村知也, 末松栄一, 山中隆夫, 吉澤滋,

税所幸一郎, 津谷寛, 市川健司, 當間重人

第60回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016, 4, 神奈川

鳥取部光司, 帖佐悦男, 濱田浩朗, 坂本武郎, 関本朝久

第60回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016, 4, 神奈川

税所幸一郎, 當間重人, 吉川教恵, 濱田浩朗, 帖佐悦男, 西野仁樹

第60回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016, 4, 神奈川

梶山浩, 井熊大輔, 津野宏隆, 松井利浩, 金子敦史, 角田慎一郎,

税所幸一郎, 横田和浩, 荒木靖人, 佐藤浩二郎, 舟久保ゆう, 西野仁樹,

當間重人, 三村俊英

第60回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016, 4, 神奈川

梅﨑哲矢, 森治樹, 三橋龍馬, 山口洋一朗

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

谷口昇, 末永直樹, 李徳哲, 石田康行, 田島卓也, 山口奈美, 帖佐悦男

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

関本朝久, 舩元太郎, 黒木修司, 大田智美, 中村志保子, 永井琢哉, 中原舞,

吉信公美子, 荒木喜美, 荒木正健, 帖佐悦男

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

李徳哲, 谷口昇, 末永直樹, 石田康行, 関本朝久, 帖佐悦男第89回日本整形外

科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川



17) 宮崎県ラグビー競技会におけるデリバリードクター制度－ラグビー現場でのテレメディシン診

療の可能性に関して－

18) 学童期運動器検診モデル事業におけるしゃがみこみ不全の検討

19) 学童期運動器検診－宮崎県の取り組み－

20) 手根管症候群質問票と超音波検査で評価した手根管症候群の治療成績

21) 寛骨臼骨折における異所性骨化の検討

22) Evaluation of Contact Pressure on Total Surface Bearing and Patellar Tendon Bearing 

Sockets during Gaid

23) Comparison of usability between ultrasonography and radiography (tear drop distance) 

in child hip joint effusion diagnosis

24) 3D-Ct Navigation Guided Internal Fixation Of Pelvic Ring Fracture
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中村嘉宏, 帖佐悦男, 田島卓也, 吉川大輔, 比嘉聖

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

深尾悠, 中村志保子, 大田智美, 舩元太郎, 黒木修司, 山口奈美, 帖佐悦男

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

山口奈美, 深尾悠, 中村志保子, 大田智美, 黒木修司, 舩元太郎, 田島卓也,

石田康行, 谷口昇, 帖佐悦男

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

大倉俊之, 松岡知己, 福田一, 帖佐悦男

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

日吉優, 帖佐悦男, 濱田浩朗, 関本朝久, 渡邊信二, 坂本武郎, 池尻洋史,

中村嘉宏, 舩元太郎, 川野啓介

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

K Totoribe, E Chosa, G Yamako, X Zhao, H Hamada, Y Fukao, H Kuroki,

G Deng

10th International Society of Physical and Rehabilitation Medicine 

World Congress, 2016, 5, Malaysia

Takeshi Kojima, Etsuo Chosa

37th SICOT Orthopaedic World Congress, 2016, 9, イタリア

Masaru Hiyoshi, Etsuo Chosa, Yoshihiro Nakamura

37th SICOT Orthopaedic World Congress, 2016, 9, イタリア



25) Reoperation cases after trochanteric fracture fixation using Gamma 3 Nail

26) 骨粗鬆症に対する治療状況-近年の新薬ラッシュの影響-

27) 可変型遺伝子トラップ法で作製したLima1/EPLIN欠損マウスは骨芽細胞間接着異常を認め骨量減

少を呈する

28) 可変型遺伝子トラップ法で作製したTmem161a欠損マウスは明らかな骨量増加を呈する

29) 寛骨臼側骨欠損に対するフック付きサポートリングの応力解析

30) 可変型遺伝子トラップ法を用いたlamin B recep-tor 変異マウスは成長障害を来す

31) 可変型遺伝子トラップ法を用いた骨軟骨異常を来す新規遺伝子改変マウスライブラリー構築

32) 軟骨表層の変性に関わるクロマチン蛋泊HMGB2とSZPの関係
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Ryuma Mitsuhashi, Etsuo Chosa

37th SICOT Orthopaedic World Congress, 2016, 9, イタリア

濱田浩朗, 帖佐悦男

第19回日本骨粗鬆症学会プログラム抄録号, 2016, 10, 宮城

中村志保子, 関本朝久, 黒木修司, 舩元太郎, 大田智美, 永井琢哉, 中原舞,

吉信公美子, 荒木喜美, 荒木正健, 帖佐悦男

第31回日本整形外科学会基礎学術集会, 2016, 10, 福岡

永井琢哉, 関本朝久, 舩元太郎, 黒木修司, 大田智美, 中村志保子, 中原舞,

吉信公美子, 荒木喜美, 荒木正健, 帖佐悦男

第31回日本整形外科学会基礎学術集会, 2016, 10, 福岡

鳥取部光司, 帖佐悦男, 深尾悠, 山子剛, Zhao Xin, 深尾悠, 大内宏輝,

Deng Gang

第31回日本整形外科学会基礎学術集会, 2016, 10, 福岡

舩元太郎, 関本朝久, 黒木修司, 大田智美, 中村志保子, 永井琢哉, 中原舞,

吉信公美子, 荒木喜美, 荒木正健, 帖佐悦男

第31回日本整形外科学会基礎学術集会, 2016, 10, 福岡

黒木修司, 関本朝久, 舩元太郎, 大田智美, 中村志保子, 永井琢哉, 中原舞,

吉信公美子, 荒木喜美, 荒木正健, 帖佐悦男

第31回日本整形外科学会基礎学術集会, 2016, 10, 福岡

谷口昇, 李徳哲, 中村嘉宏, Martin Lutz, 帖佐悦男

第31回日本整形外科学会基礎学術集会, 2016, 10, 福岡



33) 宮崎県少年野球検診　検診結果と肩関節可動域の検討

34) シャドーピッチングの運動学的解析

35) 寛骨臼形成におけるSNP解析

36) 寛骨臼骨折後に施工した人工股関節置換術の治療経験

37) 当院におけるZweymueller型ステムの中期成績の検討

38) プロサーファーのMRIによる腰椎椎間板変性の検討

39) 競技特異性を考慮したオーダーメイド型メディカルチェックの取り組み－現状と課題－

40) 通所リハ利用者における転倒恐怖感に影響する要因についての検討

41) 当センターにおける高度麻痺性股関節脱臼に対する外科的治療選択
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長澤誠, 石田康行, 谷口昇, 大田智美, 中村志保子, 帖佐悦男

第43回日本肩関節学会, 2016, 10, 広島

宮﨑茂明, 石田康行, 落合優, 鳥取部光司, 帖佐悦男

第43回日本肩関節学会, 2016, 10, 広島

関本朝久, 帖佐悦男, 舩元太郎, 濱田浩朗, 坂本武郎, 渡邊信二, 池尻洋史,

中村嘉宏, 日吉優, 川野啓介

第43回日本股関節学会学術集会, 2016, 11, 大阪

中村嘉宏, 帖佐悦男, 坂本武郎, 池尻洋史, 舩元太郎, 日吉優, 川野啓介

第43回日本股関節学会学術集会, 2016, 11, 大阪

川野啓介, 帖佐悦男, 坂本武郎, 濱田浩朗, 関本朝久, 池尻洋史, 中村嘉宏,

舩元太郎, 日吉優

第43回日本股関節学会学術集会, 2016, 11, 大阪

小島岳史, 田島直也, 帖佐悦男

第27回日本臨床スポーツ医学会, 2016, 11, 千葉

長澤誠, 石田康行, 田島卓也, 山口奈美, 黒木修司, 吉留綾, 帖佐悦男

第27回日本臨床スポーツ医学会, 2016, 11, 千葉

茂利久嗣, 渡辺一徹, 野海渉, 圓福陽介, 太田尾祐史, 蓑原勝哉, 前原孝政,

砂川一馬, 満安隆之, 東友和, 深野木快士, 小牧亘

九州PT・OT合同学会2016, 2016, 11, 鹿児島

梅﨑哲矢, 川野彰裕, 門内一郎, 柳園賜一郎, 帖佐悦男

第27回日本小児整形外科学会学術集会, 2016, 12, 宮城



◆シンポジウム

1) 日本代表ドクターの活動に要求される資質・情報管理とオールジャパンバックアップ連携体制の

構築計画について～外傷発生時の対応、診断、治療も含め～

2) 日本代表チーム合宿におけるメディカルサポート

3) FIFA U-17 Women's World Cup Costa Rica 2014におけるメディカルサポート

4) 投球障害肩：この症例、こう診てこう考えてこう治す

5) 心理的要素が加わった投球障害肩

6) 競技志向型運動をサポートする健康スポーツナースの役割～宮崎大学医学部附属病院における

「宮大健康スポーツナース」の活動を通し～

7) 手関節おける超音波ガイド下ヒアルロン酸注入の短期成績
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田島卓也

第5回ラグビードクターフォーラム, 2016, 2, 大阪

田島卓也, 帖佐悦男

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川

山口奈美, 大田智美, 長澤誠, 田島卓也, 石田康行, 帖佐悦男

第42回日本整形外科スポーツ医学会学術集会, 2016, 9, 北海道

石田康行

第42回日本整形外科スポーツ医学会学術集会, 2016, 9, 北海道

石田康行, 長澤誠, 谷口昇, 田島卓也, 山口奈美, 大田智美, 帖佐悦男

第42回日本整形外科スポーツ医学会学術集会, 2016, 9, 北海道

福崎崇宏, 藤浦まなみ, 帖佐悦男

日本臨床スポーツ医学会, 2016, 11, 千葉

濱田浩朗, 帖佐悦男, 税所幸一郎, 吉川教恵

第44回日本関節病学会, 2016, 11, 大分



◆講　　演

1) 肩疾患と慢性疼痛

2) スポーツメディカルサポートシステムの構築

3) イバンドロネートの使用経験-本院の骨粗鬆症に対する取り組みも含めて-

4) 宮崎県におけるロコモ対策

5) 成長期の運動器疾患と学童検診-ロコモ対策を含めて-

6) 脳震盪の診断とスポーツ現場での対応

7) ロコモティブシンドロームの最近の話題

8) 当院における人工股関節置換術の検討

9) 代表的な疾患の診断等について（整形外科分野の疾患について）
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石田康行

整形外科疾患と慢性疼痛を考える会, 2016, 1, 福岡

帖佐悦男

第45回千葉スポーツ医学研究会, 2016, 1, 千葉

小牧亘

都城地区整形外科医会研修会, 2016, 1, 宮崎

帖佐悦男

第3回倉敷ロコモ研究会, 2016, 2, 岡山

帖佐悦男

第66回鹿児島県整形外科医会教育研修会, 2016, 2, 鹿児島

田島卓也

平成27年度宮崎県サッカー協会メディカル講演会, 2016, 2, 宮﨑

帖佐悦男

第184回北九州臨床整形外科医会学術講演会, 2016, 2, 福岡

柏木輝行

宮崎県医師会創立127周年記念医学会医学賞講演, 2016, 2, 宮崎

関本朝久

平成27年度難病指定医研修, 2016, 2, 宮崎



10) リウマチ病診連携-整形外科医としての課題-

11) 小児の運動器疾患と学童期検診-ロコモ対策を含めて-

12) 関節リウマチの診断と治療～リウマチと上手に付き合うために～

13) 子どもからのロコモ予防

14) 骨折連鎖を防ぐための医療連携

15) ロコモティブシンドロームの最近の話題とロコモ対策

16) 当院における骨粗鬆症治療注射剤の使用経験

17) 最近のRA治療-生物学的製剤と手術を中心に-

18) 運動器疾患に対する新たな治療法-体外衝撃波疼痛治療など-
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帖佐悦男

整形外科医としてのリウマチ病診連携を考える会, 2016, 2, 宮崎

帖佐悦男

第54回獨整会公開学術講演会, 2016, 3, 栃木

濱田浩朗

第51回九州リウマチ学会, 2016, 3, 宮崎

帖佐悦男

帖佐悦男先生のロコモティブシンドローム予防講座, 2016, 3, 宮崎

渡邊信二

連携の会, 2016, 3, 宮崎

帖佐悦男

第2回南大阪ロコモ研究会, 2016, 4, 大阪

松本英裕

第36回宮崎県臨床整形外科医会学術講演会, 2016, 4, 宮崎

桑原茂

第36回宮崎県臨床整形外科医会学術講演会, 2016, 4, 宮崎

帖佐悦男

第89回日本整形外科学会学術総会, 2016, 5, 神奈川



19) 骨粗鬆症の治療-最近のトレンドも含めて-

20) 小児の運動器疾患と学童期検診-ロコモ対策を含めて-平成28年度の運動器検診の開始を受けて

21) 小児の運動器疾患と学童期検診-なぜ子どもの頃からロコモ予防が必要か-

22) プロサーファーのMRIによる腰椎椎間板変性の検討

23) 子どもの運動器障害―ロコモティブシンドロームと学童期運動器検診の開始を受けて―

24) 県国体少年男子サッカーに対するMedical Support

25) 小児科医に知ってほしい　子どもの運動器の特徴・疾患-なぜロコモ予防が必要か-

26) 整形外科医が知っておくべきロコモに関する話題-疼痛対策を含め-

27) 骨盤・股関節・大腿のスポーツ外傷・障害
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小牧亘

都城市北諸県郡薬剤師会　二水会, 2016, 5, 宮崎

帖佐悦男

第13回周南整形外科医会学術講演会, 2016, 5, 山口

帖佐悦男

第28回日本運動器科学会, 2016, 7, 福島

小島岳史, 帖佐悦男

第2回日本SURF臨床医学研究会, 2016, 7, 神奈川

帖佐悦男

大阪小児科医会　第183回学術集会（第37回談話会）, 2016, 7, 大阪

日吉優

第22回九州サッカーメディカルミーティング, 2016, 7, 宮崎

帖佐悦男

第24回小児あれこれ勉強会, 2016, 8, 福岡

帖佐悦男

第3回Mie Joint Seminar, 2016, 8, 三重

帖佐悦男

第43回日整会スポーツ医学研修会（各論）, 2016, 8, 宮崎



28) 運動器診療に必要な画像診断

29) スポーツドクターの役割とメディカルサポートの実際

30) 運動器検診の開始を受けて：課題と今後の展望

31) O-armを使用した脊椎手術-当科での小体験

32) 日常生活を変える注射・手術療法とリハビリテーション

33) 痙縮に対するボツリヌス治療効果の評価-3次元歩行分析-を用いて

34) Periacetabular osteotomy for the treatment of coxarthrosis with huge cysts－

Prospective consecutive series at a mean 15 years of follow-up－

35) 運動器疾患の病診連携-課題と展望-

36) 発育期と運動-整形外科系-

− 111 −

帖佐悦男

第43回日整会スポーツ医学研修会（各論）, 2016, 8, 宮崎

田島卓也

第19回奈良スポーツ医学研究会, 2016, 8, 奈良

帖佐悦男

平成28年度宮崎県医師学校医部会総会・医学会プログラム, 2016, 8, 宮崎

濱中秀昭

第32回宮崎オルト会の御案内, 2016, 9, 宮崎

濱田浩朗

創立35周年記念大会リウマチ医療講演会, 2016, 9, 宮崎

川野彰裕

第3回日本ボツリヌス治療学会学術集会, 2016, 9, 東京

Etsuo Chosa

The 60th Anniversary Congress Of the Korean Orthopaedic Association, 

2016, 10, Korea

帖佐悦男

第5回大分県PTH学術講演会, 2016, 10, 大分

帖佐悦男

第29回健康スポーツ医学講習会, 2016, 11, 東京



37) 宮崎県におけるスポーツ医科学委員会での取り組み～スポーツ選手の包括的支援の必要性～ス

　　ポーツドクターの立場から

38) 成長期の運動器疾患と学童期検診-スポーツメディカル・ロコモザワールド宮崎-

39) 当院における骨粗鬆症治療注射剤の現状

40) TKA入門
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帖佐悦男

第5回日本体育協会公認アスレティックトレーナー九州ブロック研修会, 

2016, 11, 宮崎

帖佐悦男

第23回福島スポーツ医学研究会, 2016, 11, 福島

松本英裕

第3回九州・沖縄地区OLS研究会 WEBセミナー, 2016, 11,

中外製薬（株）大分/沖縄/鹿児島/宮崎

柏木輝行

第10回はまゆう整形外科セミナー, 2016, 11, 宮崎



谷口昇先生が鹿児島大学整形外科の教授に就任されました。谷口先生と御縁が

ある先生方に御寄稿していただきました。また昨年より、同門会の援助で短期留

学支援が開始されました。同門の先生には感謝いたしますとともに、留学に行か

れた先生方は皆さんに還元できるよう努力していただきたいと思います。

新入会員紹介として賛助会員、川越勝秀先生、正会員、石田翔太郎先生、岩佐

一真先生、川越悠輔先生、北堀彩泰子先生、日髙三貴先生に御入会いただき自己

紹介を御寄稿していただきました。

会長、教授挨拶、学会賞、学位取得、国際学会、医局長挨拶、同門会、医局行

事等があります。皆様には隅々まで目を通していただけると幸いです。

何かと忙しい中、本誌に御寄稿いただいた諸先生方に深謝いたします。

平成19年より編集後記を書かせていただきましたが、卒業させていただくこと

となりました。ありがとうございました。

平成30年8月吉日                                 

							       渡邊　信二

							       石田　康行（文責）
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r吾毒牽取画生物由来製品、劇薬、処方医菜品、

完全ヒト型可溶性TNFαノLTαレセプター製剤

エヲネルセフトBS
エタネルセプト(遺伝子組換え)【エタネルセプト
*一医廓の処万美によリ侵用すること

皮下注用10mgrMAJ
皮下注用25mg「Mム」
皮下注25mgシリンシ:0.5mLrMAJ
皮下注50mgシリンジ1.omL「Mム」
皮下注50mgべニノ1.omLfMAJ

. .

効能・効果、用j去用

1]製剤

販亮(責料請求先)製造禿元

4、あゆみ製薬株式=社持田製薬株式会社

、

■
告・禁忌を含む使用上の.
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患者様の想いを見つめて、
1

薬は生まれ

^
AR1Π」

エーザイはWH0のりンパ系

る二ゞ・・、う.、ま顕微鏡を覗く日も、薬をおミ

病気と允九かう人の、言葉.1-、_、、痛み"安

私たちは、医師のよう 1-'普"'.,ら
1

;ー

亀

のぶん、患者様の想いにまっすぐ向き合づて:し

治.,を続けるその人を.、勇気づける・在,で'ある九め1

病気を見っめる允けで1 なく、想いを・つめ'て、"は'

「ヒュー叉ン・ヘルスケア」。それが、私允ちの t'点で。

ヒュ」マン・ヘルスケア企

、L ど



Asaeumanmrルfedka/cafぞ
人と医療と未来のために

整形外科製品全般

脳神経外科製品全般

一般外科・病院設備全般

寺

κヲ九州風雲堂販売株式会社
■本 社
■北九州営業所
■佐賀営業所
■佐世保営業所
■長崎営業所
皿大村営業所

圃下関営業所

■周南営業所
■広島営業所
圃宮崎営業所
圃愛媛営業所
■大分営業所

■五島出張所

■日向出張所

TOTALMEDICA王SUPPORTCOMPANY

FUUNDO

,'、ー、

〒812.0006

〒8070843

〒8490937

〒8580923

〒8528153

〒8560813

〒7510806

〒7450801

〒733.0012

〒880・0901

〒7900003

〒8700031

〒8530007

〒8830062

1 ; 11.:1北;:!://、1リ、1V、1リ,i:11[ 1i d

福岡市博多区上牟田1丁目11番31号
北九州市八幡西区三ケ森4丁目2番20号
佐賀市鍋島1丁目9番1号キャロル鍋島IF
日野町1910番地1

長崎市花丘町17番10号花丘久部ビル1F
長崎県大村市西大村本町332-

3 丁目 7 番 39 =

山口県周南市大字久米3241呑地25メゾ汁ソレイユ1階103号室
広島市西区中広町2丁目26番3号コーボ中広作
宮崎市東大淀1丁目3番45号OMCビル5F
愛媛県松山市三番町7丁目7番2号
字勢家1098-26

長崎県五島市福江町6番地13平山ビル1階101号室
日向市大字日知屋4726番3の2コーソクビル1階D室

FAX 092.483.1888

FAX 093616.8744

FAX 0952.34.1205

FAX 0956.292068

FAX 095841.9573

FAX 0957.488009

FAX 083.256.1317

FAX 0834-338206

FAX 082.2975810

FAX 0985526280

FAX 0899318334

FAX 0975747132

FAX 0959.750403

FAX 0982.503746

,)ι 1'11

TEL 092483.帽81

TEL 0936168734

TEL 0952.34.1255

TEL 0956-29.2066

TEL 0958419572

TEL 0957.488008

TEL 083・2565153

TEL 0834・338205

TEL 082.297587フ

TEL 0985526270

TEL 0899318333

TEL 0975747131

TEL 0959.750401

TEL 0982.503745



フξAtsm託h&nephew゛/e've been suppomn8 healthcare
Professionals for over150 years. vve're proud ofthat.

》

フ"'smith&nephew

POLARSTEM゜
Cementless stem system

R3
AcetabU1引 System

スミス・アンド・ネフュー株式会社オーソペディ、"クス
公一丁目4番1号花L03.54038001本社:〒1050011 都

0伽17
J紹r雜

■1

」OURNEY゜11
TotalKnee system

部

(代剰

T則GEN゜
INTERTAN
SURESHOT゜

鯉痴名

卓^ユ,ム
抑キ,J^ム^ヘ゛
叫力,プ,ス,ム
^■^ニー生ユ,ム
^^ト→島二^え,ム
剛キ゛とガシ^ム
ト,イ^メ^ル
^刃し→・ヒユー^ルネ'ル
^,ンネ4ル
ト馴^メ^ル偶4ピア鳧)
阿イ^^^ルネイル
デ゛,ル,^,0グ^ム

、
一
戸



(璽)窯,ヨ,'テー才
経皮吸収型鎮痛消炎剤

効能・効果、用法・用、禁忌を含む使用上の注意等にっいては添付文書をこ参照ください。

見死{貴料n求先]

大正富山医薬品株式会社
〒170■635東京都塁畠区三田3・25・1

LOQB5201612

(エスフルルビプロフェン・ハッカ油郵D

^噛加先^0120591.818
メディカ」レインフォメーションセンター

劇藁藁価墓準収

販売

1-Eι'1,1V 帝人ファーマ株式会社
〒100・85B5 東亰郡千代田区餓が間3T目2岳1号
資料請求先'メディカル情報グループ^0120'189-3巧

製適距充

大正製薬株式会社
〒】70鮎開粟京芦 B区訂田3・24・1

LOA024HM・1612・3
2016年12月作成



タケダから、世界中の人々ヘ。より健やかで輝かしい明日を。

一人でも多くの人に、かけがえのない人生をより健やかに過ごしてほしい.タケダは

そんな想いのもと、1781年の創業以来、革新的な医薬品の創出を通じて社会とともに

歩み続けてきました

私たちは今、世界のさまざまな国や地域で、予防から治療・治癒にわたる多様な医療二ーズと

向き合ってぃます.そのーつひとつに応えていくことが、私たちの新たな使命.よりよい

医薬品を待ち望んでいる人々に、少しでも早くお届けする.モれか、いつまでも変わらない

私たちの信念

世界中の英知を集めて、タケダはこれからも全力で、医療の未来を切り拓いていきます

BetterHealth, BrighterFuture
武田薬品工業株式会社

WWW.takeda com/JP

④



Remicade

@ル§甚硲趣類血
※効能・効果、用法・用 、 告、禁忌を含む使用上の注意等については、添付文書をご参照ください。

、^田辺三菱製芋芦式会社

广一ーーーー「

2015年3月作成
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という選択肢。

、

BMD増加効果と骨折発生りスクの抑制

際忌(次の患者には投与しないこと)】
]高カルシウム血症の患者[高カルシウム血症を瓢化させるおそれがある「重要な基本
的注意」の1頁参照]
2 次に掲ける骨肉腫発生のノスクが高いと考えられる患者[「その他の注意」の頂参岡
0)骨ヘージエット病の患者

(2)原因不明のアルカリフォスファターゼ高値を示す患者,
(3)小児等及ぴ若年者で骨端線が閉じていない患者[「小児等への投与」の頂参岡
(4)過去に骨への影料が考えられる放射線治療を受けた患者
3 原発性の烹性骨腫癖もしくは転移性骨腫癖のある患者[症状を悪化させるおそれがある]
4 骨相琴症以外の代謝性骨疾戀の患者姻押状腺機能亢進症等)[症状を悪化させるおそれ
かある

妊婦又は妊娠してぃる可能性のある婦人及び授礼婦[「妊婦、産婦、授孔婦等への投与」の5

1貢参サ司
本剤の成分又はテリハラチト酢酸塩に対し過敏症の既往歴のある戀者6

「ラ」Tiゑラ11濁丹:「の;昔融1 1のr1い衿」Ξ._!T

、、

-111

^

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ロ)亜大な副作用 1)アナフィラキシー(頻度不明)

2)ショノク(舶度不明)、意姦;自失(舶庶不明)

晃'

餐嬰
壁答
墜餐
生餐
生嬰

禁忌を含む使用上の注意の改訂には十分こ留意くたさい,
その他の使用上の注意については製品添付文書をこ参照ください。 ]駅)

製造販売元<資料請求先>

日本イーライリリー株式会社FRT、PA011 RO

-65]・0086 神一市中央区磯上通7丁目1番5-r4ノ

テリバラチド(伝子組換え)注射剤
粗懸症治療剤

4.ト

,ノ'
^

W

処方箆医薬品
柱一医師等の処方箆により使用すること)

h

'▼'

智

^

学

X

フォルテオ

1 -

1 1

皮下注キット600μ目
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Joint Replacements

トノ yst▲,

ノノ//ノ//"'
'タ/
//

厘 40 years ofinnovation
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クセター人工股関節システム

^

^
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医療機器承.番ち

2130OBZYO0250000

木,り口,ー!,'1'よ

Cい0いd、イec

長冗名

エクセター人工股関茆システム用コンホ

1Ξ

日本ストライカー株式会社
11ご 0【HI.1 !1UIL 昂;之!1 'J, rl )
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よく伸びる、

しっとりとした

使用感の

皮膚保湿剤

ノンガスタイプの皮保湿剤

血行促進・皮保湿剤

へ1弐りシ類似物質 薬価基準収載

外用泡状スフ。レー03%
「日本臓器」

禁忌(次の患者には使用しないこと)

(1)出血性血液疾患(血友病、血小板減少症、紫斑病等)のある患者

〔血液凝固抑制作用を有し、出血を助長するおそれがある〕

(2)僅少な出血でも重大な結果を来すことが予想される患者

〔血液凝固抑制作用を有し、出血を助長するおそれがある〕

゛、

【効能・効果】

血栓性脈炎(痔核を含む)、
血行害にづく疹痛と炎症性疾患6主射後の
硬結並びに疹痛)、
凍
痕・ケロイドの治と予防、肥

進行性指角皮症、
皮脂欠乏症、
(打撲、捻挫、挫)後の腫脹・血腫・臆鞘炎・

筋肉・関節炎、
筋性斜頸浮L児期)

【用法・用】
通常、 1日1~数回適を患部に霧する。

一

ーーーこ●^^^

ーガユ,イノの唆膚"是劃
ヘ,てりシ

外用泡状ス)レ_.

鰍,ロ
▼

^コ、

【使用上の注意】
1.副作用

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実施していない。
次のような症状があらわれた場合には、使用を中止するなど適切な処置を行うこと。

度不明

庄盧束^膚炎、そう捧、発赤、発疹、潮紅等
紫斑

駆西100"灯0本

日本1蔵器製薬製造販売元

^^^^^

過敏症濠

皮膚(投与部位)

2.妊、産、授乳婦等への投与
妊娠中の投与に関する安全性は確立していない。

3.適用上の注意

投与部位

(1)潰癌、びらん面への直接噴霽を避けること
(2)眼には使用しないこと。
(3)点鼻用として鼻腔内に使用しないこと
④顔面、頭部等、吸入する可能性のある患部には注意して使用すること

議2017年9月改1丁(第2版)、 2016年8月作成(第1版)

等については、添付文白をこ参照下さい。

〒541.0046大販市中央区平野町2丁目1番2号くすりの相談窓口 606・6233・6085
土.日・祝日を除く 9:00~17.00資料請求先:学術部

亜曼

2017年10月作成

その他の使用上の注
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粘着力か良好な腰痛症の鎮痛・消炎に効果を有するパップ剤 雁痛症(筋・筋股性腰揃症、変
椎問抜症、腰推捻挫)

経皮鎮痛消炎剤 2)光線週敏症を発現することがあるので、使用中は天候にかかわらず、戸外の活動を避[鶴価碁皐眼鼓]
けるとともに、日常の舛出時も、本剤貼付部を衣服、サポーター等で遮光すること。な

モーラユ.1CツプXR120m唇 お、白い生地、・手の服は紫外線を透週させるおそれがあるので、紫外線を透通さ
せ1こくい色物の衣服なと用すること.また、使用複数日から数力月を経週して発

M011RUS.凧PXR120m' 現することもあるので、使用後も当分の問、同様に注すること.異常が認められ
た合には直ちに本剤の使用を中止し、患禽を遮光し、適切な処、行うこと.ケトプロフエン2%

(3)皮の'染症を不顕性化するおそれがあるので、感染を伴う炎症に射してf養 戦]

用いる場合には適切な抗菌剤又は抗真菌剤を併用し、観察を十分に行い
モーラユJてツプXR240m吾 慎重に使用すること。

MOHRUS.凧PXR240m'

1)関節りウマチに対する本剤による治療は対症療法であるので、抗りウマチ薬等
による適切な治力哘われ、なお関節に痛みの残る患者のみに使用すること。
2)関節痛の状態を観察しながら使用し、長期にわたり漫然と連用しないこと:
また、必要小限の枚数にとどめること。
3'相互作用L'

本剤貼付部に発現した癌捧感、刺激感、紅斑、発疹・発赤等が悪化し、、浮
腫、水癒・びらん等の重度の皮膚炎症状や色素1允、色棄脱三ミが発現し、さ
らに全に皮膚炎症状が拡大し化することがあるので、異常が認めら
れた場合には直ち1こ使用を中止し、患部を遮光し、適切な処を行うこと。
なお、使用後数日を経週してから籍現することもおる。
4);敏症(頻度不明)
本剤の貼付部を紫外線にすることにより、強い捧を伴う紅斑、発疹、刺
激感、腫脹、浮、水癒・びらん等の重度の皮膚炎症状や色素)、色素覗失
が発現し、さらに全に皮膚炎症状が拡大し化することがあるので、異
常力饗められた場合には偵ちに使用を中止し、患部をし、適切な処を
行うこと。なお、使用後数日から数力月を経週してから発現す各こともある。

●その他の使用上の注意については添付文をこ参照ください。
●添付文の改訂に十分こ留意ください。

料求先 学術部お客様相談室〒1006330東京都千代田区丸の内二T目4番1号
フリーダイヤル 0120・381332 FAX.(03)5293.1723
受付時問 9:00-17.50(土日・祝日・会牡休日を除く) 2017年2月作成

【禁忌】(次の患者には使用しないこど
(】)本剤又は本剤の成分に対して'敏症の既往歴のある
患者(「重要な基本的注意」の項(1)参照)
(2)アスピリン喘息(非ステロイド性消炎剤等による
喘息発作の誘発)又はその既往歴のある者[喘息発
作を誘発するおそれがある。]
(3)チアプロフェン酸、スプロフェン、フェノフィブラート並び
にオキシベンゾン及ぴオクトクリレンを含有する製品
(サンスクリーン、香水等)に対して過敏症の既往歴の
ある患者にれらの成分に対して過敏症の既往歴のある
患者では、本剤に対しても過敏症を示すおそれがある。]
(4)光線過敏症の既往歴のある患者[光線週敏症を誘発す
るおそれがある。]
(5)妊娠後期の女性

【効能・効果】
0下記疾患並ぴに症状の 消炎

腰痛症(筋'筋膜性腰痛症、変形性脊椎症、椎間板症、腰椎捻挫)、変形性関節症、肩関節
周囲炎、奧・奧鞘炎、臆周囲炎、上腕骨上炎(テニス肘等)、筋肉痛、外の.癒痛
0関節りウマチにおげる関節局所痛

ケトプロフエン2乳

[併用注創(併用に注するこど
メトトレキサート
4.副作用

本剤は、副作用発現頻度が明確となる箇床試験を実施していない。なお、ケトプロ
フェン巨omg含有テープ青1の各承認時までに報告され↑こ副作用は次のとおりである。
0 症、変形性関節症、肩関節周囲炎、庭・艇鞘炎、腿周囲炎、上腕骨上顕炎!
筋肉痛:外後の脹'・建痛
総症伊Π,156例中副作用が報告されたのは57例(4.93%)であり、発現した
副作用は、発疹11件、発赤9件、捧感18件、刺激感5件等の接触皮膚炎
54件(467%)、貼付部の膨疹、惇、顔面及び手の浮朧各]件伯.09%)な
とーであった。(モーラステープ承認時)
0関節りウマチ

総症例525例中副作用が報告されたのは45例(857%)であり、発現した副作用
は、接触性皮炎17件、適用部位捧感12件、適用部位紅斑6件、適用部位発疹
6件、適用部位皮膚炎3件等であった。(モーラステーブ20m旦効能追加承認時)ノ
ほかに医師などの自発的報告により、ショック、アナフィラキシー、喘息発作
の誘発(アスピリン喘息)、光線週敏症の発現が報告されている。
(1)な副作用一'

@久光製薬株式会社製造販売元

1<効能・効果にする使用上の>
1(1)本剤の使用により重篤な接触皮炎、光線週敏症が発現することがあり、中には 1
1 垂度の全身性発疹に進展する例が報告されてぃるので、疾病の治の必要性1
1 を十分に検討のし、治療上の有益性が危険性を上回る堰合にのみ使用すること。1
1(2)損皮膚には本剤を使用しないこと。゜1
網法・用量】
1日1回患部に貼付する。
【使用上の】
1. 与(次の患者1こはに使用すること)
気管支喘息のある患者[アスピリン瑞息、患者が潜在しているおそれがある。]
(「重大な副作用」d演2)参照)""

的.2

を含む)を発__L 症(ぎ1斑、発疹'発迹、腫脹、刺激感、癌捧等
(2)接触皮膚炎又は光線過敏症を祭現することがあり、中には垣度の全身性発疹
に至った症例も報告されているので、使用前に患者に対し次の指を十芬

1)紫外線鹸の有無にかかわらず、接触皮炎を発現することがあるの
で、発疹'発赤、捧感、刺激感等の皮症状が認められた場合には、
直ちに1更用を'止し、患部を遮光し、受診すること。なお、使用後数日を
経過して発現する場合があるので、同様に注意すること。

(4)腰痛症、変形性関節症、関節周囲炎、屡・屡鞘炎、腿周囲炎、上腕口上類炎、筋肉
、外脹・癒嘉に本剤を使用する合は、以下の点に注すること。
Ij本剤による治 1ネ対症療法であるので、症状に応6て薬物法以凱の
療法も考すること。また、投与が長期にわたる合には患者の状態を
十分に観察し、副作甫の発現に留すること。'ー

(5)関節りウマチにおける関節局所の鎮に本剤秘使用する合は、以下の点
に注すること。

栖市田代大官町408番地

1)シヨツク(頻度不明)、アナフィラキシー(0.1%未満)、、
シヨツク、アナフィラキシー(麻疹、呼吸困難、顔面浮)があらわれること
があるので、観察を十分{こ行い、異常が認められた場合には使用を中止し、
適切な処を行うこと。
2)の(アスピリン XO.1%未満)
畴息発作を誘発することがあるので、乾性ラ音、喘、呼吸困離の初期症状
が発現した場合は使用を中止すること。気管支喘息患者の中には約10咲辺)アス
ピリン眺息患者が潜在していると考えられているので留すること。なお、本剤
による眺息発作の誘発は、貼付後数時間で発現している。(【禁忌】の頂(2)参照)
3)接炎(5%未滴、重篤例は頻度不明)ー"

〒8410017



足底圧分布計測装置 GO-TEC

データ入力

P"

・各足音βd刈犬態に応じた補正

事

修正

0、

.

充
重心の軌跡

◇'イ

^晶曙:割゛
,^^局師
.^、゛.
●゛'努

、

t'"

・各種目・靴に対応

したインソールの遡尺

静止立位時における重心報亦とフットプリント

"^ 1

切削

,

,剛"^゛N

歩行時の重心の車旭亦を計測できます

.靴の中の足圧を計測できます倩争止立位時、歩行時共に)

.B luetooth対応のため、ワイヤレスで使用できます

.足部を6つエリア〔後足部、中足部、前足部(外・中・内)、踵音円に

分けて計測できます

^

●lt

,フ

生

前塾郁の代哲 ◆一ー、ー_、,

●14

64

4

后11恵、
工夫

・ダイナミック時の

足圧中心報亦と足底圧

、、(有)マキタ義肢製作所

③

②

義肢.装具・整形靴・座位保持・車いす・介護用品,住宅改修

・CADでの足底装具形状

本社

宮崎営業所

④

マキタ福祉用具レンタル事業所

宮崎県都城市尾1丁目27街区11-2号
TEL(0986)24-6598 FAX(0986)24-6630
宮崎県宮崎市大字恒久町60卞1-3
TEL(0985)65-6178 FAX(0985)65-6179



槙骨速位端ハイブリッドロッキンクプレート
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Medactalntemationa1はスイスに本社を置く、整形及び脳外科インプラン
開発・製造・販売を行っているグローバルカンパニーです。Medadaは
患者の生活の質を高めることをビジョンとして掲げております。

イノベーション、教育訓練の場を提供します。
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0五宝名 GMK S PHE R E /、工辱間面システム
了1_"岳弓.225008ZXO0227000
販禿名 G゛.ιK てメンテノト人工曝間芯システム
〒゛5呈胃 2280OBZXO0254000
邑ラ亢冬 Mysp'ne pSカイト

亞
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R[S[AR(H AND 印U(A110N

MEDACTA.COM

Unique Anatomies

Patient・Matched
Solutions

届出旨 E} BBI×10060H01001
飯兆名 AMIS モバイルレノウ丁シンヨナー
蚤且9岳号 22如OBZXO0470000

販先名 M UST ス〆イナハ・・ンステム

煕
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AWξ品曳め加y

.
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"yン尻ぴ
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メダウタジャバン株式会社

東京都千代田区麹町3・フ-4秩父屋ビル
T[L 03-6272-8797 FAX 03-6272・8798

^edacta
Internatlonal ■



新発売

★「効能又は効果」「用法及ぴ用」

ヒト型抗ヒト1L6受容体モノクローナル抗体

ケブザラ、稚断.御御弱
KEVZARA@サリルマブ(伝子組換え)剤
生物由来製品劇

告、禁忌を含む使用上の注意」等にっきましては、添付文をご参照ください

発売元旭化成ファーマ株式会社 AsahiKASEI

品 一医師等の により使用すること)

まだないくすりを

創るしごと

〒101・8101寮京都千代田区田町一丁自105春地

製造廊元サノフィ株式会社 SANOFIGENZYMEO
〒】63・1488

東京都新宿区西新宿三丁目20 2号

ケブザラ専用ダイヤル 0120・764・221
(9:00~17:45/土日祝.休日を除く)

求先〕

世界には、まだ治せない病気があります.

世界には、まだ治せない病気とたたかう人たちがいます.

明日を変える一錠を」る。

アステラスの、しごとです.

0

WWW.aste11a5.com/jp/

2018年3月作成

明日は変えられる 0 aste11as
アステラス製藁株式会社



プロモ^ヨン^販亮元(軸IJ元

アッヴィロ=社工ーザイ株式会社 EAファーマ株式会社
寮京都灘区三田3.527 廩京邦文京西」、石川4.610 索京^旭1昏偶

^^江ーザイ韓式金杜卜叔章,ト5インフJ-,イヤル01舟41゛4,フト仕'日捉日,、1)

生物由来製品^妃力隻医繋品血

ヒト型抗ヒトTNFαモノクローナ」レ抗体製剤

ヒユーフ難繞講擬
別整量医^より

効能.効果,用法・用量,警告,忌を含む使用上の
等についてιネ添付文書をこ参照くださし、.

毛こと

^

Obb>ie 処,印

.'

「ム

関節機能改善剤
(^注意一医師等の処方簀によ'腔用すること

日本薬局方精製ヒアルロン酸ナトリウム注射液

ア,ルヅ閥節注25嘔
生化工業株式会社

〔製造販売元〕(^注意一医師の処方茎によ'腔用すること 京都千代田区丸の内一丁目6-1

日本薬局方精製ヒアルロン酸ナトリウム注射液

ア,ルヅテ¥スボ"関注25嘔途,糊製薬株式会社

VI HU!:!,恨A

〒t13-8650 東京都文京区本駒込2丁目28・8
医薬品報サービス室
(2016年9月作成) ARZ04DK

小、瓢 Dεqo

宅

ー^

科研'薬は

「運動器の10年」

世界動を推進し、

QOLの向上に

貢献してまいります。
運動曇の10年世界運動

動く喜ぴ動ける幸せ

.薬価基準収

.効能・効果、用法・用量、禁忌
を含む使用上の注意等について
は添付文をご参照ください。

O
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,



KONI(<MINOLT<

よりたい」をかたちに

、 1 S u a 1 リ a 11

凡画竹へのこ夫わり

超音波診断装田 SONIMAGE HSKソニマージュエイチエスワン)は、澗感皮と広忠域化を両立したフローブを独自に1劃発し「广宍域
ハーモニツクィメージンク」によコτ、より多くの伝胃の画倍{化に成功しました。さらに、X峡画1欧診噺分野て培った画匁.'匹理技術む
応用し、ハイレペルの分解能を実現また、使うノ、の目、Xから操作の偽便化を徹j良追永。主曹機能は8つのホタンに燮り、タ、、チハネル
};作との唱みAわせで迦感的なIM作姓を文i旦することで、先生方のψ噺菓携を強力にサホートいたします。

力ん九ん

S i n】 p e

つながる
Conne〔1i、 il、

コニカ三ノル9株式会社

いつても とこても

コニカミノル9シャパン株式会社

仏
セロトニン・ノルアドレナリン再取り込み阻害

サイフバルタ1翹獅

0120.956-734

Cymbaltゞデ.0キセチ、

効能・効果,用法・用,禁忌を含む使用上の

注等については,添付文をご照下さい。

プセル
劇薬処方隻医 量"

」主1}注宜'皿●昌屶霜により使舟すること

「一后言蔽「

電)%烹'ニキ;譽焚

@:米国イーライリリー・アンド・カンパニー登録商

求先]

CYM・KO.102日(C"

審X4331

2015年1月作成

医 報センター

3



自家培
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製造販亮元

株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング

Japan ηSsue Engineering co.,Ltd
〒"3卯ユ2髪知県蒲邸市三谷コヒ過6丁目地の1

■

fTHICON
^^^1^'^^ル冒^^^,^

▼
.

httPゾ/WWW.jpte.COJP Q亙亘亘コ(璽璽〕叺
ジャッウの使用に闘する情報、安全性に聞する最新の情報は、ホームページでこ確認くだ

再生医療ナビ「スポーツヒザ研究班」

httPゾ/saisei・navi.com/hiza/index.html
2016年明作成

COATED

>ICRYじ PLUS
ブレイド抗菌縫合糸

PDS、 PLUS

製造販死元ジョンソンエンドジョンソン株式会牡メディカルカンパニーエチコンサージカルケア事禦昂〒101・0065 東京都千代田区西神田3丁目5岳2号 TEL(03)4411'
高度管理医療器販売名バイクリルプラス承認岳号:2200OBZX01652000 高度管理医探娘器販充名:PD5プラス承認番号 2230OBZXO0333000 *画標@」&JKK20

モノフィラメント抗菌縫合糸
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.

経口Fxa阻害剤

※効能・効果、用法・用およひ告・禁忌を含む使用上の注
品添付文をご参照ください。

*・ン,.-g
[夏香冨転、「 ..

.

..

.

等については

胃エテ¥ロール、ブセル綴
劇
懸症治
処方隻

東京都中央区日本橋本町3-5-1D■kkl.5."ず',

製造販売元(資料請求先)

」(活性型ビタミンD3製剤)
品蜘

ED択0ι

第一三共株式会社

※「効能・効果」、「用法・用
等詳細については、添付文

エルデカルシトールカプセル

注)牲意一田傷等の処方隻によう使用すること

@中外製案株式会牡登録商

、「禁忌を含む使用上の注意」
をこ参照ください。

2017年11月作成

く匝亘ヲロシュグループ

求先〕

Z^、太孫黒ψ医薬品株式会社
2015年2月作成

'薬本朱式会ネ士
4 日 2.1.1

)
聰a劃

.

途 中光
〔



漢方医学と西洋医学の融合により
世界で類のない最高の医療提供に貢献します

http:ノ/WWW.tsumura.CO.jp/自然と健康を科学する

漢方.ツムラ ●お問い合せは、お客様相談窓口まで。
【医療係者の皆様】Tel.012住329970【患者様・一般のお客様】Tel.0120詑9930

(2016年9月

<■

Human chemi5tly, Humansolutions

Qualityofufe

一人でも多くの方が

生きることを前向きにとらえ、

しあわせを感じられるように。

患者さんの健やかな笑顔のために。

帝人ファーマ株式会社
〒100-8585

東京都千代田区霞が関3-2-1
(霞が関コモンゲート西館)

http://WWW.teijin・pharma.CO.jp/

) OWCA舟4.K

T'Eリ',1V



癒痛治療郵」(神経障害性癒痛・線維筋痛症)

リリカ.鰕炊
IyRk二A^注医師の駈美1、より使用すること「ーーーーー^

LYR72HO03B

●効能・効果、用法・用、禁忌を含む使用上のj主意等につぃては
添付をこ参照ください。

皮合消炎剤

をスタタ勿クリι
Zι'S菊κCβ馴肘

ら

ファイザー株式会社

宅

売

〒151・き5四寮京都渋谷区代々ネ3.22.フ

製品お問い含わせ先伽品センター学衛惰ダイヤル
ワリーダイヤル 0120・664・467

エーザイ株式会ネ士
売捜携

〒112.80舶璽寮郁文京区,」◆川'.6.10

製品惰令陶い合わせ先 hhc*ツトライン
コリーダイ十ル 0120.419.497

製造販売元 〔貴料求先〕

・三笠製薬株式会社
〒176-8585

東京都練馬区豊玉北2-3-1
http//wwwmlkaS8Selyaku.COIPノ念^^

●「効能・効果」、「用法・用、「禁忌を含む
使用上の注意」等については添付文書
をご参照ください。

1藁

2017年6月作成

20】5年7月作成

モ考吸妥キ手多三1"

印'

ユら'鳥'

モ窄,夙一乏多器^憾巨.1晶告一
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'ヒト型抗ヒトTNFαモノクローナル抗体製剤
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発売元債料請求先)
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シンテK-'皮下注50m三シリンジ
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janssen1 ヤンセンファーマ株式会社.,^.トー〒101卯65 千代田区西田3・5・2
URL : http://WWW.jきnsS●n.CO.jp

ゴリ△マブ(遺伝子組換え)製剤生物由来製品
SilDP0口i'subcut日五eoU510joction *・一医

効能・、用法・用量、、禁忌を含む使用上の注意
製晶添付文書をこ参照ください。

^

C JanS3en pharmaceutical K.K.2015

、
.

製造販亮元(料請求先)

.

薬価 収
..

"j_ヌ/ノ

劇薬処方隻医薬品*
処方笋により使用すること

については、

"、、＼

.

、珍 田辺三菱製薬株式会社大阪市中央区道修町3-2-10
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